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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ




　フィーネ・ルウ・ミストレイアは元・処しよ刑けい人である。

　地上にいた頃ころは、由ゆい緒しよある処刑人の家系・ミストレイア家の当主として、多くの罪人の首を刎はねてきた。

　それが今や囚しゆう人じんとして『天空の大だい監かん獄ごく』におり、首輪までつけられているのだから数すう奇きな運命だ、とフィーネは思っている。

　彼女が日ひ頃ごろから身に着けているのは宮きゆう廷てい兵の軍服。腰こしにはサーベルを下げている。

　これは当主代々の正装であり、彼女は囚人となった今もミストレイア家の当主として、伝統の格好を続けている。

　そうして格式ばった男装をしている一方、フィーネの黒くろ髪かみは黒曜石のように艶つややかで美しく、女性的なしなやかさを感じさせた。

　フィーネ・ルウ・ミストレイアを前にした人々は、誰だれもが『男装の麗れい人じん』という言葉を思い浮うかべる。

「失礼致いたします、我が主あるじ。ご報告に上がりました」

　フィーネは扉とびらを開くと、踵かかとを鳴らし直立不動で自らの来訪を告げた。

　ここは彼女の主の私室である。

　床ゆかには高級な絨じゆう毯たんが敷しかれ、燭しよく台だいや彫ちよう刻こくなど様々な調度品が並んでいる。

　監獄とは思えぬ豪ごう奢しやな内装だが、これが一級看守の恩おん恵けいである。

　調度品のなかでも一ひと際きわ目を引くのは、壁かべ際ぎわに飾かざられた数枚の絵画だろう。

　これは主が所有している『魔ま王おうの絵画』の模造品である。無論、魔ま術じゆつは封ふう印いんされていない、ただの絵だ。

　看守たちの間ではコレクションの模造品を飾るのは一いつ般ぱん的なことである。

　金のある看守ほど豪ごう華かな額がく縁ぶちを用意してコレクションを誇ほこりたがる。

　囚人のフィーネからすればあまり心地ここち好よいものではないが、主もそうした趣しゆ味みがあるようで、こうして配下の囚人たちの絵画を飾っている。

　もちろんそこにはフィーネの絵画の模造品もある。

　──作品番号２７５番『伯はく爵しやく夫人の薔薇ばら園にて』。

　金きん縁ぶちの額に飾られているのは、枯かれ果てた薔薇園の情景である。そこでは骨と皮になった貴婦人が鎌かまを持ち、枯れた薔薇を一心不乱に刈かっている。まるで死神のように。

　ちらりと自らの絵画を一いち瞥べつし、フィーネは少なからず苦々しい思いを抱いだいた。しかし顔に出すことはなく部屋の奥──豪奢な椅い子すに腰かけている主の方を見る。

「情報屋の『フクロウ』が『氷ひよう珠ずの塔とう』の波長解かい析せきに成功しました。先日、地表で起こったアークドラゴン暴走の一件についてです」

「聞こう」

「やはり脱だつ獄ごくでした」

　ほう、と主が笑えんだ。フィーネは感情を抑おさえた声で続ける。

「なんらかの方法でアークドラゴンを制せい御ぎよし、そのまま空へ逃にげようとしたようです。結局、失敗に終わったようですが、脱獄者たちはまだ生存しています」

「上手うまく看守の目を逃のがれて監獄に戻もどったということか。となれば主犯格は看守だな？」

「はい。二級看守のリオン・ハイレイン。あとはその配下の４８８番『霧む海かいの騙だまし絵』、同じく３５７番の『無限煉れん獄ごく』。この三名で脱獄を試みたようです」

　アークドラゴンは混血種のなかでも最強の一角である。それをどう制御したのかまではフィーネにも分からない。

　可能性があるとすれば、絵画の魔術だろう。記録によれば『無限煉獄』は小さな火を出す程度なので、『霧海の騙し絵』がアークドラゴンに有効だったのかもしれない。

　だが主はまったく別のことを考えたようだ。

「『無限煉獄』が脱獄か……これは興味深い。宿している囚人は確か新入りだったな？」

「はい、名はキリカ・スワロウテイル。アルヴィレウス王国の騎き士し長だった女です」

「なんと、あの飛ひ燕えんの騎士か！」

　途と端たん、主は声に歓かん喜きを滲にじませて立ち上がった。

「かつて宝ほう剣けんを振ふるっていた飛燕の騎士ならば、あるいは成せるかもしれんな」

「成せる……？　何をですか？」

　フィーネの問いに主は応こたえなかった。代わりに問いが返ってくる。

「奴やつらの脱獄の情報は他ほかの者にも渡わたっているか？」

「いえ、この件は『氷珠の塔』のみで完結しているようです。地表の修復もミタマが行ったようなので、おそらくは監獄の上層部も把は握あくしていないかと」

「上々だ。『無限煉獄』を宿した飛燕の騎士、ぜひ我がコレクションに加えたい」

「では……」

「奪うばう」

　一息で意志が告げられた。そして主は行軍を指揮するかの如ごとく右手を掲かかげた。

「準備せよ！　我らはこれより──飛燕の騎士、強ごう奪だつの計略を開始する！」







　一章




　かつてこの世界は魔王によって滅ほろぼされかけた。

　その危機を救ったのは、異世界からやってきた『外がい殻かくの神々』である。

　魔王は神々に敗れたが、一命を取り留め、百年の時を逃げ続けた。

　逃とう走そうの旅のなかで魔王は各地にあるものを残す。

　魔王が残したもの、それは絵画である。魔王は清き少女たちをキャンバスとし、自らの魔術を込めて絵画を描えがいた。

　その作品群は『魔王の絵画』と呼ばれ、後に『外殻の神々』によって築かれた『天空の大監獄』へと封印された。──キャンバスとなった少女たちを囚人として。

　数百年経たった現在も稼か働どうしている監獄の片かた隅すみ。

　そこで今、一人の少年が悶もん絶ぜつしていた。

「ダメだ、やっぱりできない！　こんな残ざん酷こくなこと俺にはできないっ」

　少年の名はリオン・ハイレイン。監獄の二級看守である。

　リオンはイーゼルの前に座り、ひたすら頭を抱かかえていた。

　その横では首輪をつけた少女が呆あきれ顔をしている。

「別に誰だれ一人ひとりキミに強要なんてしてないんだけど……。嫌いやならやめればいいじゃないの」

　少女の名はキリカ・スワロウテイル。

　元は王都の騎士長だったが、今は『天空の大監獄』の囚人３５７番である。

　ブロンドの髪かみと紺こん碧ぺきの瞳ひとみをした少女で、ここが監獄でなければ人々の羨せん望ぼうの的となるような美び貌ぼうの持ち主だ。

「リオンー、どうでもいいですけど、絵の具を触さわる時はエプロンして下さいってば。制服に付いたらなかなか取れないんですからね」

　少し離はなれた場所からそう言ってきたのは、レオナ・ローズライン。

　貴き賓ひん青せい楼ろうの元・詐さ欺ぎ師しで、今は囚人４８８番である。

　緩ゆるくウェーブのかかった髪に子ウサギのようなリボンをつけた愛らしい少女だ。

　三人が今いるのは監獄の地下、収しゆう監かん区画にあるリオンの独どく房ぼうである。

　ここを拠きよ点てんとして三人は『天空の大監獄』からの脱獄を目もく論ろんでいる。

　先日には実際にアークドラゴンを使った脱獄を実行した。

　この監獄にはミタマという毛玉のような生物を始め、かつて『外殻の神々』が生み出した監かん視し役が存在している。看守であっても脱獄しようとすれば監視役たちの壮そう絶ぜつな魔術攻こう撃げきの対象となる。それらを上手く封ふう殺さつし、あと一歩のところまでいったのだが、紆う余よ曲きよく折せつあって惜おしくも脱獄は失敗してしまった。だが隠いんぺいには成功し、署長を始めとする監獄上層部にはいまだリオンたちの脱獄は露ろ見けんしていない。

　唯ゆい一いつ、監獄の中心である『氷珠の塔』に住む『塔の住人』には知られたが、スピカと名乗ったその少女はなぜか脱獄の邪じや魔まはしないことを宣言し、以後も沈ちん黙もくを保っている。

　よってリオンたちは次の脱獄の準備を進めつつ、現在は看守と囚人としての生活を続けていた。

「はい、今日の分は干し終わりました。洗せん濯たく物ものが真っ白になると気持ちいいですね」

　鉄てつ格ごう子しに紐ひもを結び、洗濯物を干したレオナが満足そうに言った。

　独房にはリオンが生活用品を色々と持ち込んでいるので、檻おりらしさは薄うすれている。

　もちろん鉄格子の存在感はあるものの、綺き麗れいなテーブルクロスや銅のランプも置いてあり、比ひ較かく的てき穏おだやかな雰ふん囲い気きである。

「じゃあキリカさん、魔術で乾かわかしちゃって下さい」

「いいわよ。リオン、わたしの首輪解除して」

　キリカは軽い調子で頷うなずき、洗せん濯たく紐ひもの方へ移動する。キリカたち囚人には『魔王の絵画』が宿っている。その絵画には一枚につき一つ、魔王の魔術が込められている。

　普ふ段だんは魔術を行使できないように監獄の結界で封印されているものの、首輪をつけた囚人は看守のブレスレットによって封印の解除が可能になる。

　キリカに宿っている絵画は、作品番号３５７番『無限煉獄』。これは小さな炎ほのおを出す程度の力しかないが、洗濯物を乾かしたりする時は非常に役立つ。魔術の日常的な有効利用である。が、リオンはなんとも言えない顔で項うな垂だれた。

「……や、あのさ、二人とも。洗濯物もいいけど、今俺、すごく悩なやんでるんだが……」

「気持ちは分かりますけど、生なま乾がわきにしてるとシワになっちゃいますし」

「気持ちは分かるけど、何がそんなに悩ましいんだかよく分かんないのよね」

「いや分かってない。ぜんぜん分かってない。っていうかキリカは分かった振りすらしてないよな!?」

　とても哀かなしい気持ちになりつつ、リオンは呪じゆ文もんを唱えてブレスレットを振った。

　魔術光が輝かがやき、キリカの首輪の外装が外れ、封印が解かれる。キリカは指先にボオッと炎を灯ともし、適度な距きよ離りで洗濯物を乾かしていく。そして首だけリオンの方へ振り向き、

「で、キミはさっきから何がそんなに悩ましいのよ。ただ絵を塗ぬり潰つぶすだけでしょ？」

「簡単に言わないでくれっ。一度描かいた絵を塗り潰すなんて、絵描きにしたら半身をもがれるようなもんなんだぞ!?」

　リオンの本職は絵描きである。イーゼルに立てかけてあるのは以前に描いた、割れた砂時計の絵だ。

　今やろうとしているのはそれを塗り潰す作業である。

　監獄内ではキャンバスは嗜し好こう品になるので高価過ぎて手が出ない。よってリオンは手作りでキャンバスを用意していたのだが、近ちか頃ごろ資金難に陥おちいりその材料すら仕入れられなくなってしまった。よって仕方なく古い絵を塗り潰して新しいキャンバスにしようとしているのだ。

　貧びん乏ぼうな絵描きは必ず通る道であり、リオンも初めてのことではないのだが、こればかりは毎回本当に身を裂さかれるように辛つらい。

「ちくしょう。金だ、金さえあればこんなことには……っ」

「そんな泣かなくてもいいじゃない……。生々しいわね……」

　さすがに不ふ憫びんに思ったのか、洗濯物を乾かし終えたキリカがうーんと腕うでを組む。

「あ。じゃあこういうのはどう？」

　いいこと思いついた、とばかりに炎の消えた指を立てる。

「わたしたちの体に描くの」

「体に……？」

　ぴくりとリオンの眉まゆが反応する。

「そうそう。ほら、魔王も女の子たちの体っていうか魂たましいっていうか、そういうものをキャンバスにして絵を描いたんでしょ？　だから似たようなことをしてみたらってことよ。まあどっちにしろ描いた絵は消えちゃうんだろうけど、毎回自分の手で塗り潰さなくていい分、ちょっとはマシじゃない？」

「なんてことだ……っ」

　その発想にリオンは凄すさまじい衝しよう撃げきを受けた。

　が、キリカはリオンの様子には気づかず、ブロンドの髪をかき上げて「ふふ」と誘ゆう惑わくするようにリオンの肩かたにしなだれかかる。

　そして美しい鎖さ骨こつが見えるようにわざと前まえ屈かがみになり、

「キミがちゃーんとお願いしたら、この体に描かせてあげてもいいかな？　──ってお姉さん思っちゃうかもよ？」

　これでリオンをドキドキさせて颯さつ爽そうとあしらうっ、と顔に書いてあるのだが、リオンは気づかない。気づかないどころか、

「キリカッ！」

「ふぇっ!?」
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　物もの凄すごく真しん剣けんな顔で肩を摑つかまれ、キリカの声が裏返る。

　予想以上の食いつきっぷりに驚おどろいたキリカは真っ赤な顔であたふたし、

「ちょ、ちょちょちょっと待って、リオンっ。今のはただの提案っていうか、ただの例っていうか、そんないきなり本気になられてもわたしも困っちゃうっていうか、だいたいまだ求きゆう婚こんのお返事もしてないしっ、だから──」

「君は天才だ！　この俺ですらまったく思いつかなかった！　正直、あまりの衝撃に体の震ふるえが止まらない……っ。ありがとう、俺は早さつ速そく実じつ践せんする！」

「実践!?　実践しちゃうの!?」

　悲鳴のように声が裏返り、しかし勢いに流されてキリカは無む抵てい抗こうで身を硬くする。その横をリオンが全速力で通り過ぎた。

「…………え？」

「レオナ！　服を脱ぬいでくれ、さあこの場で今すぐに！」

「へ？　え？　なんですか？　きゃーっ!?」

　ベッドの上で丁てい寧ねいに洗濯物を畳たたんでいたレオナは、二人の会話をまったく聞いていなかった。完全に不意を突つかれ、リオンに簡単に押し倒たおされてしまう。

「え？　え？　一体何事なんですか!?　状じよう況きようがさっぱり分からないんですけど……っ!?」

「大だい丈じよう夫ぶだ。優しくする。全部任せてくれ。レオナならすべて受け入れてくれるって俺は信じてる」

「やっ、それは受け入れますけどっ。リオンだったら痛くされても喜んで受け入れますけどっ、でもちょっと状況が……っ」

「今、俺は真理に到とう達たつしたんだ」

　どうして今まで気づかなかったのだろう、とリオンは遠い目をする。

　心揺ゆさぶるモチーフやモデルを描くのは絵描きの至上の喜びである。だがそこからもう一歩踏ふみ出し、モデル自身に絵を描えがく。それは完かん璧ぺきな美の調和だ。

「俺はこの真理を全力で実践したい。だからとにかく脱いでくれ」

「や、あのでも心の準備といいますかっ。あたしたぶん攻せめるのは得意だけど、攻められるのは得意じゃないので、できれば気持ちを切り替かえる時間がほしいなって思うんですけど……っ」

　レオナはおろおろしつつ、しかし抵抗はしない。

　リオンはそんなレオナのボタンをいそいそと外していき──その背後にキリカがゆらりと立った。ギラッと目を光らせ、両腕をリオンの首に巻きつけて全力で絞しめ上げる。

「キミは何をいきなりレオナちゃんに襲おそい掛かかってるのよっ！」

「襲い掛かってなどいない。俺はただレオナの体に描きたいだけだ。だがこれを襲うと言うなら、俺は喜んでレオナを襲おう」

「はっきり言った!?　今、はっきり言い切ったわね!?　っていうか、今わたしとすっごく密着してるんだけど、それについては何もないの!?　ねえ!?」

　背後から抱だきつかれているため、リオンの背中にはキリカの豊かな胸が押しつけられている。だがリオンの精神は今、レオナの服を脱がすという一点に集中している。

「すまないがキリカ。わりと邪魔だ。あっちへいっててくれないか？」

「な……っ!?」

　キリカの顔が引きつった。紺碧の目が見る間に殺意を帯びていき、

「いっぺん死になさーい！」

　そのまま絞め上げられ、リオンは呼吸が完全停止。気を失った。







「えーと、つまりだな？　古い絵を塗り潰して新しい絵を描くのは『隠かくし絵』と言って絵描きにとってはとても辛い行いなんだ。でも一方で宗教画なんかでは絵を二重にして隠れた意味を付加するってパターンもあるんだ。俺が衝撃を受けたのはここなんだよ。モデルにモデルの絵を描くことで、この『隠し絵』の本質を踏とう襲しゆうできる。その喜びを鑑かんがみれば、洗えば消えてしまうという哀しみさえ一いつ瞬しゆんの輝きのためと受け入れられる。むしろその儚はかなさが美しいとすら思える！　そう思わないか!?」

「思わないわよ。パン一欠片かけら分も思わないわ。っていうか何言ってるかさっぱり分からない」

　ベッドに仁に王おう立ちのキリカが冷たく言い捨てる。リオンは床ゆかで膝ひざを揃そろえて座らされ、ほとんど罪人の扱あつかいである。

「ちなみに『隠し絵』というのはレオナの『霧む海かいの騙だまし絵』の『騙し絵』と混同される場合もあるんだが、この場合は本来的な『絵の下に絵を描く』という意味だからまったく別物になるんだ」

「だから聞いてないからそんなこと！」

　鞘さやに収まった剣けんがチャキッと喉のど元もとに突きつけられる。

「今度またレオナちゃんに襲い掛かったら斬きるからね？　本当に斬るわよ？　よく覚えときなさい」

「くっ、なんて理り不ふ尽じんなんだ……っ」

「どこも理不尽じゃないっ」

　するとレオナがつつつ……と寄ってきて、リオンの耳元でこそっと囁ささやく。

「あの、リオン。今度キリカさんが刑けい務む作業にいってる時に、二人きりでなら……」

「よし、分かった」

「レ・オ・ナ・ちゃーん？」

「えへへ、あたし泥どろ棒ぼう猫ねこですのでっ」

　頰ほおをひくつかせるキリカと、すっかり本調子になったレオナが無言の火花を散らす。

　埒らちが明あかないと判断したらしく、キリカが鞘から剣を抜ぬき放った。

　抜き身になった切っ先がリオンの喉元へ突きつけられる。

「リオーン？　わたしがいない時だろうとレオナちゃんを襲ったら斬るわよ？　いい？」

　完全に本気の目である。実際、地上にいた時に一度斬られているので、キリカがやると言ったらやる人間であることは知っている。

「…………りょ、了りよう解かいだ」

　刀身に自分の顔が映り、さすがのリオンも冷や汗あせを流して頷うなずいた。

「まったく本当に絵え描かき馬ば鹿かなんだから。……じゃあこの件はこれで良いとして、今日は話をするんでしょう。──次の脱だつ獄ごくの話を」

「ああ、そうだな」

　剣を鞘に納めるキリカへ頷き、リオンは立ち上がった。

　前回のアークドラゴンを使った脱獄は失敗に終わったが、用意していたルートはそれ一つではない。前回の失敗を踏まえた上でルートを組み直し、リオンは新たな計画を立ち上げた。今日はそれを二人に説明するつもりである。

　リオンはベッド横の棚たなから一枚の地図を取り出し、テーブルへ広げた。

　王都を中心とした周辺地域の地図である。

「まずはおさらいだ。俺たちが住んでいた国の名はアルヴィレウス王国。その王都がここにある」

　リオンは地図の中心部分を指で差す。

「『天空の大だい監かん獄ごく』は一日に一度、必ずアルヴィレウスの王都上空を通り、そのまま周辺国や未開地域の上空を周回する。ただこの周回軌き道どうは必ずしも毎日同じというわけじゃない」

　地図にはいくつかの円が描いてある。示しているのは監獄の周回軌道だ。

　すべての円は王都の上で重なっているが、そこを通過すると東西南北バラバラに広がっている。

「そのなかで注目すべきはここだ」

　リオンは北の一点を指差した。キリカが思案顔で呟つぶやく。

「……北の霊れい峰ほうグランデ山脈」

「そうだ。世界で最も高い山々の連なり。その最高高度は約７０００メートル」

　レオナが「あ」と呟き、地図から顔を上げる。

「その高さって……」

「ああ。監獄の高度に肉にく薄はくする」

　風向きにもよるが『天空の大監獄』はだいたい高度７５００メートルから９０００メートルを飛行している。

　王都には宮きゆう廷てい付きの観測家がいて監獄の高度を毎日発表していた。それは天気の話のようなもので人々の間では身近な数字である。

「監獄がグランデ山脈を通過する時を見計らって飛び降りる。もちろん安全に降下する術すべと下山できる準備をしてだ」

「前回は監獄の地表から飛び立とうとしましたけど、今回は監獄の地下から飛び降りるってわけですね」

「ん、レオナちゃん。地下からっていうのはどういうこと？」

「それについてはこっちを見てくれ」

　キリカの質問を受けて、リオンは地図を裏返した。

　そこに描えがかれているのは監獄の断面図である。

「地上から見上げると、この監獄は浮ふ遊ゆうする島の上に建っている。だが実際のところ監獄の施し設せつは島の内部にまで及およんでいるんだ」

「あたしたちが今いるのも地下の収しゆう監かん区画ですもんね」

「その通り。ちなみにこの独どく房ぼうは地下の第一層にある」

「第一層ってことは……」

「そうだ。監獄の地下はまだ何層にも続いている」

　断面図には収監区画のさらに下にある空間が描かれている。

「グランデ山脈への降下をより安全にするために、できるだけ下部の層から降りるようにしたい」

「つまりあたしたちがこれからやらなきゃいけないのは、地下ルートの開かい拓たくですね」

「地下へいくのはいいとして、そこから外へは出られるの？」

「降下に最適な層を決めたらそこから穴を掘ほる。脱獄と言えばトンネルだろう？」

「それ、どれだけ掘ることになるの……？」

「何も素す手でで掘る必要はないさ。いくつか方法は考えてあるが、たとえば俺の右手だって使える」

　リオンは厚い革手て袋ぶくろを嵌はめた右手を掲かかげた。そこには『外がい殻かくの神々』が唯ゆい一いつ見つけきれなかった『魔ま王おうの絵画』──作品番号６６６番『魔王』が宿っている。『魔王』は『絵画を描いた魔王の右みぎ腕うでそのもの』であり、他ほかの絵画にはない力を持っている。

　一つは他の絵画を新たなテーマで描き変え、そこに込められた魔ま術じゆつを変へん貌ぼうさせること。

　もう一つは他の絵画の魔ま力りよくを喰くらい、その魔術を奪うばうこと。

　リオンが使えると言ったのは後者の力だ。

「俺が前回喰らった１８９番の『収束する妖よう光こう』。それで吹ふっ飛ばせば穴の一つや二つ簡単に開けることができる」

　ただし１８９番のすべての魔力を喰らったわけではないので、残ざん弾だんに限りがあった。できるだけこの魔力を温存しつつ、計画を進めなければならない。そう説明しようとしたのだが、二人の表情が急に悲痛なものになり、リオンは思わず言葉を止めた。

「……あんまり軽々しく右手を使うとか言うのやめなさいよ」

「……です」

「いや、うん、方法の一つだ。他にも穴を開ける方法は考えてあるよ」

　リオンは慌あわてて言い繕つくろう。

　作品番号６６６番『魔王』を目覚めさせた結果、リオンは利きき手で絵が描けなくなってしまった。それどころか、いずれこの右腕は人ならざる物に変質してしまうらしい。

　そしておそらくその変質は『魔王』の力を使うほどに加速していく。

　だが右手の『魔王』にはまだ分かっていないことが多い。リオンとしては不確定な情報で不安を覚える必要はないと考えている。実際、気にしてもしょうがないというのが本音のところだ。空気を変えるために、リオンは地下のことに話を戻もどした。

「とりあえず目下のところやるべきことは地下のルートの開拓だ」

　意図を汲くみ取ってくれたらしく、レオナが頷いてこちらを見上げた。

「それでどういうルートで開拓していくんですか？」

「とりあえず第二層までは問題ない。二級看守の俺の権限でそこまでは自由に行き来できるんだ。重要なのはそこから先、第三層からは俺でも立ち入れば監獄の防衛魔術が起動して、ミタマたちの餌え食じきにされてしまう。だからその監かん視し網もうをかいくぐる通り道が必要になる」

「もう目星はつけてあるんですね？」

「ああ。──ここだ」

　リオンは断面図の一点を指差した。

　その区画は縦長に延びており、第三層から第四層までを貫つらぬいている。

「魔ま獣じゆうの保管庫。ここを自由に通れるようにしたい」

「魔獣ですって!?　ちょっと待って、なんでそんなものが監獄に保管されてるの!?」

　声を上げたのはキリカだった。無理もない、とリオンも思う。

　世界には魔術を行使する動物──『混血種』がいる。

　混血種は『外殻の神々』に生み出されたものと、魔王に生み出されたものに分けられるが、後者はとくに魔獣と呼ばれ、今も人々に害を成す存在である。

　それが神々の築いたこの『天空の大監獄』に保管されていると聞けば、驚おどろくのは当然のことだった。とくにキリカは騎き士しとして魔獣の討とう伐ばつをしていた立場なので、なおのこと信じがたいことだろう。

「そもそもは魔獣を退けるための研究用として保管されていたらしいんだ。だが今じゃもちろんそんな研究は誰だれもやっていない。代わりに……あまり適切ではない用よう途とで重宝されている」

「……最低ね」

　リオンの言わんとしていることに気づいたらしく、キリカは顔をしかめた。

　あまり適切ではない用途。つまりは囚しゆう人じんを弄なぶるためだ。主に看守が囚人へけしかけるために、魔獣は保管されている。

　キリカは頭痛を堪こらえるようにこめかみに手を当てた。

「魔獣を飼ってる看守がいるみたいな話は聞いたことあったけど、まさか監獄自体で保管してるなんて思いもしなかったわ」

「でもおかげで俺たちの脱獄にも役立つ。保管庫の奥は魔獣が放し飼いの状態になっているんだ。危険だが、逆に言えば他の看守の目に触ふれない安全なルートだ」

「それはいいけど……安全に通る方法なんてあるの？」

「あるんだ。人間が魔獣を使し役えきするための力──『魔獣統とう率そつ』の魔術を持つ絵画を見つけた。ずいぶん苦労したよ」

　看守たちは囚人の絵画を見せびらかしはするものの、そこに宿った魔術は隠かくそうとする傾けい向こうにある。監獄の水面下では囚人の奪い合いもあるため、魔術を知られることは対策を練られてしまうことに繫つながるからだ。だが何百年という監獄の歴史を辿たどると、過去に同じ絵画を宿していた囚人の記録が見つかることがある。恐おそろしく地道な作業なので実じつ践せんする者は少ないが、リオンはそうして『魔獣統率』の絵画を見つけだした。

「この『魔獣統率』を使う囚人を仲間に引き入れることができれば、俺たちは魔獣の保管庫を脱獄ルートに組み込むことができるんだ」

「なるほどね。……でもそれはリスクに繫がるんじゃない？　人数が増えれば機動性は減るし、相手が信用に値あたいする人物かどうかも考えなくちゃ」

「確かにそうだ。でもキリカだって俺たちの誘さそいに乗って仲間になってくれただろ？」

「あー……そういえばそうだったわね。身体検査とか色々あって仲間になったんだったわね……」

　ふ、ふふ……と自じ虐ぎやく的に笑うキリカ。リオンはその横を通り、そばの棚から一冊の本を取り出した。『イグリエの絵画目録』の写本。ここには右手の『魔王』を除いた６６５枚すべての絵画の絵え柄がらが記き載さいされている。

「キリカの言う通り、確かにリスクはある。だからそれも踏ふまえて一度俺たちの魔術を確かく認にんしておこう」

　リオンは写本から特定のページを切り取り、地図の上へ並べ始める。

　まずは作品番号３５７番『無限煉れん獄ごく』。小さな火を出すキリカの絵画。

　次に作品番号４８８番『霧む海かいの騙だまし絵』。『疑ぎ似じ石化』の魔術を持つレオナの絵画。

　ただし『霧海の騙し絵』は前回リオンが右手の力を使って描かき変えたので、実際は写本の絵柄とは違ちがっている。

　そして今度は写本の一番後ろ、６６６枚目のページを切り取って地図の上に置く。

　この『魔王』のページにはなんの絵柄も載のっておらず、ただただ真っ黒に塗ぬり潰つぶされている。

「それからもう一枚」

　作品番号１２９番『虹にじを待つ裸ら婦ふ』。

　この後、リオンが迎むかえにいって新たに独房へ迎え入れるシスターの絵画である。

　すでにどんな魔術かもリオンは知っているのだが、残念なことに脱だつ獄ごくにはあまり役立ちそうにない魔術だった。

「これで全部だ。『虹を待つ裸婦』はとりあえず置いとくとして、こうして改めて整理すると分かると思うんだが……」

　リオンの声がやや沈しずむ。

「……現状、俺たちには脱獄向きの魔術がない」

「ああ、そうね……」

「そうですね……」

　キリカの『無限煉獄』は小火ぼやを起こすのが精せい一いつ杯ぱい。

　レオナの『疑似石化』は一見使えそうなのだが、対象をレオナ自身に釘くぎ付づけにする魔術なので、使うとすればすでに発見されてしまった後である。

　リオンの場合、他の『魔王の絵画』と戦うには強力な切り札だが、そもそも脱獄するなら戦う場面などないに越こしたことはない。

「確かに仲間は必要かもね……」

　キリカが納なつ得とくしたように頷うなずくと、レオナが水を向けた。

「それでその『魔獣統率』の魔術を持っているのは、どなたなんですか？」

　リオンは写本から新たなページを切り取ると、自分たちの絵画の隣となりに並べた。

　そこに描かれているのは、枯かれ果てた薔薇ばら園の情景である。

「作品番号２７５番『伯はく爵しやく夫人の薔薇園にて』。宿している囚人の名は──フィーネ・ルウ・ミストレイアだ」







　フィーネと接せつ触しよくする時期については数日後にちょうどいい機会がある。

　当面はその準備をしよう、と話がまとまったところでシスターを迎えにいく時間になった。

　前回の脱獄の際、リオンたちは囚人のオークションに参加したのだが、紆う余よ曲きよく折せつあって署長の出品したシスターを引き取ることになった。最近の資金難はシスターの代金を署長に支し払はらうためである。ちょうど今日がそのシスターの引き渡わたし日だった。

　レオナとキリカを独どく房ぼうに残し、リオンは檻おりの外へ出た。二級看守の独房は『独どく房ぼう塔とう』という塔のなかにあり、そこを出ると魔術で投とう影えいされた赤い空の下、地下第一層の様々な施し設せつが見み渡わたせる。多くは煉れん瓦がや石造りの建物である。

　そのなかからリオンは煉瓦でできた堅けん牢ろうな建物──中央官舎へ移動した。

　手続きを済ませ、面会室へ。そこは椅い子すとテーブルがあるだけの狭せまい部屋である。

　シスターはテーブルの横で静かに立ち尽つくして待っていた。

「座って待っていて構わなかったんだぞ」

「いえ、わたくしのような者が看守様を差し置いて着席するなど……」

　シスターの顔色は冴さえなかった。見るからに怯おびえたその様子にやや困り、リオンは頰ほおをかく。

「以前に面会した時も言ったが、俺のところではそんなにへりくだらなくていいんだ」

「けれど、看守様は看守様でございますから……」

　リオンとシスターは数日前に顔合わせをしている。その時に『危害を加えたりはしないから安心してほしい』という旨むねの話はしたのだが、やはり信しん頼らいを得るにはまだ時間がかかるようだ。気持ちを切り替かえ、リオンは笑えみを見せる。

「自己紹しよう介かいは一度したけど改めて。リオン・ハイレインだ。今日からよろしく頼たのむ」

「……アネットと申します。シスター・アネットとお呼び下さい」

　そう言ってシスター──アネットは深々と頭を下げた。

　着ているのは修道服であるが、署長の趣しゆ味みでひどく扇せん情じよう的にアレンジされている。ぴっちりと肌はだに張り付き、豊かな胸や尻しりを必要以上に強調していた。

　また胸むな元もとはわざと穴が開けられており、左右から窮きゆう屈くつそうに谷間が押し上げられ、ロザリオを飲み込みかけている。

　リオンの視線に気づいたのか、アネットは遠えん慮りよがちに両手で胸を隠した。

「あの、ハ、ハイレイン様……申し訳ありません。できれば、本当にできればで良いのですが、視線にご容よう赦しや頂けたら……」

　泣きそうな目で懇こん願がんされた。他意はなかったのだが、リオンは「ああ、すまない」と言って制せい帽ぼうの縁ふちを目ま深ぶかに落とす。

「ここで立ち話をしてても仕方ないし、独房に移動しよう。──首輪をつけるけど、構わないな？」

　アネットはまだリオンの首輪をつけていない。以前は署長の首輪をしていたが、すでに譲じよう渡との手続きを済ませたのでそれも外されている。

　リオンが自分の首輪を取り出すと、アネットはあからさまに顔を強こわ張ばらせた。首輪をつけるということは、その看守に絶対服従するという証あかしである。

　だが彼女の安全のためにもこればかりは受け入れてもらうしかない。変に苦しませるのも酷こくと思い、リオンは言い切った。

「申し訳ないが、君に拒きよ否ひ権はない」

「……存じております」

　唇くちびるを震ふるわせながら、アネットは静かに首を上げた。

　リオンは白く細いその首筋に首輪をセットし、繫ぎ目をロックする。

　その際、一いつ瞬しゆんだけ指先が肌に触れ、

「……んン……っ」

　アネットがかすかに甘い吐と息いきを洩もらした。だがリオンは聞こえない振ふりをする。

　彼女には署長から調教されたという過去がある。それによりアネットは他人に触さわられただけで爆ばく発はつ的に発情する体となってしまっていた。

「いこう。俺の独房に案内するよ」

　アネットにはまだ脱獄計画の話をしていないので、独房に迎え入れるにあたってその辺りの話をしなければならない。だが男と二人きりで話すよりは、レオナやキリカが一いつ緒しよにいてくれた方がアネットも安心するだろう。

　首輪に鎖くさりを繫ぎ、面会室を出た。アネットには逆らう様子は見られない。

　キリカの時は警棒を奪うばわれたりして大変だったが、とりあえず落ち着いて話は聞いてもらえそうだ。──そう思っていたのだが、独房塔に戻もどり、レオナたちの待つ独房まであと少しというところで……ふいにアネットが足を止めた。

「どうした？」

「あの、その……」

　アネットは胸の前で手を握にぎり締しめていた。そしてリオンへ怯えた目を向けると、不安を堪えきれなくなったように問う。

「わたくしは……これからハイレイン様に純潔を奪われてしまうのでしょうか？」

「署長にそう言われたのか？」

　はい……、と頷くその瞳ひとみにはうっすらと涙なみだが浮うかんでいた。

「修道女として主しゆに捧ささげたはずのわたくしの純潔は、独房に入れられた後、看守の欲よく望ぼうによって無残に引き裂さかれるのだと。ハイレイン様は初めこそ優やさしい言葉を口にしても、後に必ず豹ひよう変へんし、裏切られたと泣くわたくしの顔を見て愉たのしむつもりなのだと……」

「……署長の言いそうなことだな」

　頭痛がしてきて、リオンは思わずこめかみを押さえた。

　だが不安を吐と露ろしてくれるのは逆に有あり難がたい。それを解消してやれるいいチャンスだ。

「アネット、聞いてくれ」

　リオンは背筋を伸のばし、少女の瞳を真っ直すぐに見つめた。

「俺は君を仲間として迎えたいと思ってる。詳くわしくは後できちんと話すが、君には俺の独房の秘密を打ち明けるつもりだ。それを話すことは俺だけではなく、この後に紹介するレオナやキリカの命も危険に晒さらすことになる。俺たちはその覚かく悟ごを持って君を迎え入れるつもりなんだ。だからどうか信じてほしい。俺たちは決して君を傷つけたりしない。慰なぐさみ者なんかじゃなく、君を仲間として迎えたいんだ」

　アネットは気き丈じようにもじっとリオンを見つめて話を聞いていた。その姿にはシスターとしての真しん摯しさが垣かい間ま見みえる。

「信じてよろしいのでしょうか……」

「ああ、信じてくれ」

　アネットは小さく頷いた。そのまま己おのれに言い聞かせるように二度、三度と頷きを繰くり返し……だがやがて堪えきれなくなったように呟つぶやいた。

「申し訳ありません……っ」

　振り絞しぼるように嘆なげきの言葉が紡つむがれる。

「……ハイレイン様の言葉を信じたいです。本当に信じたいのです」

　でも、と修道女は涙を流した。

「できない……っ。どうしても信じきることができません……っ。今はお優しい言葉をかけて下さっても、夜を迎えれば獣けものになってしまわれるかもしれない。ごめんなさい、そんな恐きよう怖ふが心にこびりついて離はなれません……っ」

「いや、いいんだ。君の境きよう遇ぐうを思えば当然だ。気に病やむ必要なんてない」

「ダメです……っ！」

　ヴェールの端はしを舞まわせ、アネットは激しく首を振った。

「わたくしは修道女です。主の教えを人々に伝え、救いの道へ導くことが役目です。それなのにこの身を思いやって下さる方の言葉を信じられないなんて……っ。それでどうして主の教えを伝えることができましょう……っ!?」

　その言葉を聞いてリオンは、なんてことだ、と驚きよう愕がくした。

　彼女は純潔を奪われる恐怖に震えている。だがそれ以上に己の心を嘆いていた。リオンを、自分を労いたわろうとする者を、信じることができない自分自身に絶望していた。

　それは──なんと美しい哀かなしみであることか。

「描かきたい……っ！」

　熱い衝しよう動どうがリオンの胸を駆かけ抜ぬけた。そして一度そう感じてしまうとリオンはダメなのだ。レオナの時のようにそのまま脱ぬがしてしまうほどではないが、勢い余って思わずアネットの両りよう肩かたを摑つかんでしまう。

「アネット、君を描かせてくれ！」

　その途と端たんである。

「あァ、はぁン……ッ!?」

　アネットの嬌きよう声せいが響ひびき渡った。

「あ、すまん」

　ぱっと手を放すが、アネットは体を反らせてガクガクと震える。波打つように胸が揺ゆれ、白い肌が熱を帯びて朱しゆに染まる。

「す、すごい……」

　とろんとした瞳がリオンを見つめた。

「もっと……どうかもっとわたくしにお慰みを……っ」

　熱に浮かされるようにアネットが手を伸ばしてくる。

　その指先がリオンの頰へ触ふれる直前、独房からレオナとキリカの怒ど声せいが飛んできた。

「なんですか今の喘あえぎ声っ!?　何してるんですかリオーンっ！」

「まさかキミ、シスターの娘むすめに手を出したんじゃないでしょうね!?」

　途端、はっとした顔でアネットは動きを止めた。そして、リオンに触れようとしている自分の手を見て愕がく然ぜんとする。

「も、申し訳ありません……っ」

　逃にげるように距きよ離りを取ると、アネットは胸の前でロザリオを握り締めた。

「違ちがいますっ。今のは違うのです……っ。体が勝手に求めてしまっただけで……決してわたくし自身の願いではないのです。本当です。ああ、主よ、どうかお許し下さい……っ」

「アネット、落ち着け。大だい丈じよう夫ぶだ。分かってる、分かってるよ」

　レオナたちの怒声が今も背後で響いているが、今はアネットの方が心配だ。

　我を忘れ、思わず快楽を求めてしまったことにアネットは動どう揺ようしている。

　だがリオンは今の様子を見てピンときた。

　おそらくはローレライの花かクラーケンの粘ねん液えきか……アネットはそれらに類する道具を使って催さい眠みんを施ほどこされているのだ。

　アネットは体の快楽に負けたのではない。最初から自我が揺らぐほどの快楽を感じるように無意識下へ仕込まれているのだ。吐はき気がするほど残ざん酷こくな仕打ちである。

　リオンはどうにか宥なだめようと声をかけ続けたが、手が白くなるほどロザリオを握り締めているアネットの震えは止まらない。

「ああ、なぜこのようなことに……っ。このまま我を忘れて背徳の道に踏ふみ出してしまうくらいなら、いっそこのまま自ら命を絶って主の下もとへ……っ」

「待て、聞くんだ」

　危険なほど思い詰つめた表情のアネットを律するため、リオンは彼女の手のなかの物を指差した。いくつかの十じゆう字じ架かを重ね合わせたデザインのロザリオである。

「そのロザリオ、君はエヴェレット教のシスターだな？　なら自殺は戒かい律りつで禁止されてるはずだ。そんなことをしたら主とやらも哀しむぞ」

「……っ」

　教義に即そくした指し摘てきをされ、アネットは唇を嚙かんだ。

　エヴェレット教とは、教会の代表的な宗派の一つである。

　正式名めい称しようは『聖エヴェレット教会』といい、『外がい殻かくの神々』をこの世界唯ゆい一いつの主として信しん仰こうしている。

　その教義はもともと『外殻の神々』が人々に伝えたものであったが、当時は神々自身を崇あがめるものではなかった。しかし時が経たって世界中に広まっていく過程で『外殻の神々』を信しん奉ぽうする形で定着していった。

　そうした経けい緯いのせいか、エヴェレット教は信仰の対象として謎なぞの『磔はりつけにされた聖人』を掲かかげている。

　教会の信徒はこれを『外殻の神々自身の姿』だと謳うたっているが、歴史家などは『神々が一例として挙げた偶ぐう像ぞうが名残なごりとして残っているだけだ』と主張しており、今でもその議論は決着がついていない。

　また、エヴェレット教では洗礼の際に家名を捧げることになっている。これは『すべての人々は神の家に住む家族』という考え方に則のつとっている。

　アネットが自らをシスター・アネットと名乗ったのもこのためだ。

　エヴェレット教の根幹は隣りん人じん愛あいである。信徒たちは神を愛し、また家族たる隣人も愛する。自分自身も他者にとっては隣人となるので、その命を軽かろんじることは許されない。当然、自殺は教義で禁じられている。

　しかし、とリオンは胸中で嘆たん息そくした。この監かん獄ごくで『隣人を愛せ』というのは酷こくな話だ。

　かといって自殺も許されない。アネットにとってはまさしく生き地じ獄ごくだろう。

「どうすればいいのですか……」

　リオンの思考をなぞるように、アネットは涙をこぼしていた。

　流れ落ちた雫しずくが胸むな元もとのロザリオを濡ぬらしていく。

「死ぬこともできず、人を信じることもできず、自らの肉にく欲よくに怯おびえたまま、わたくしはどうすればいいのですか……っ」

「そうだな……」

　リオンは胸中で一つの方針を打ち立てる。

「とりあえずは食事にしようか」

「食事……？」

「俺の独どく房ぼうはみんな不信心だから、君に食前のお祈いのりを頼たのみたい。どうだろう、お願いできないかな？」

「わたくしにお祈りをでございますか……？」

　すると、アネットの目に義務感の色が灯ともった。

　彼女は非常に敬けい虔けんなシスターだ。だからこそ署長に目をつけられたのだろうが、その責任感は正しく機能すれば彼女の精神を補強してくれる。

　おそらくはこの監獄で初めてシスターとしての職務を乞こわれただろうアネットは、震ふるえつつも自らの胸に手を置き、強く頷うなずいた。

「わたくしのような未熟者で宜よろしければ、ぜひともお務めさせて頂きます」

「ああ、頼む」

　途と方ほうもない絶望に身を焼かれていようとも、奉ほう仕しを乞われたならば応こたえてみせる──その姿はリオンの創作意い欲よくを激しく刺し激げきした。

　アネットを脱がして今すぐ描きたいという衝動を必死に抑おさえつつ、リオンは鎖くさりを引いて独房へ帰き還かんした。







　二級看守には刑けい務む作業について一定のノルマが課せられている。

　手持ちの囚しゆう人じんでいかに効率良くノルマを達成するか、というのが二級看守の腕うでの見せ所だ。というのもノルマ以上の刑務作業をこなしていくことで、やがて二級から一級の看守へと昇しよう格かくできる可能性があるからだ。

　だがリオンの場合は監獄での出世など当然興味がないので、基本的にレオナたちの負担にならないことだけを考え、毎回最低限の刑務作業だけをこなしている。

「レオナはいつもの４００番台の工場、アネットは振ふり分け無しの特別工場。キリカは午後まで作業はないからゆっくりしててくれ」

　アネットがやってきた翌日。リオンは独房で三人に今日の予定を説明している。

　今までは署長特権で刑務作業のなかったアネットも、今日からは作業に加わってもらわなくてはならない。

　簡単に説明を済ませると、レオナとアネットの首輪に鎖をつけ、独房を出た。

　魔ま術じゆつ炎えんが灯る廊ろう下かを歩きつつ、どちらを先に工場へ送っていくか少し考え、『先にアネットを送っていこう』とリオンは結論づける。

　昨日、食前のお祈りを任せてから多少緊きん張ちようが解ほぐれてきたように見えるが、それでも先にレオナを送ってしまって、男と二人きりになるのは辛つらいだろう。

「あの、レオナ様？　刑務作業というのはどういったことをするのでしょうか……？」

「えっとですね、アネットさんが今日やるのは繕つくろい作業なので、たぶん針仕事だと思います」

「あ、出で掛がけにキリカ様から少しお聞きしました……。看守様の破けたシャツなどを直すお仕事のことでございますね？　適当にやれば大丈夫よ、とキリカ様は言って下さったんですが……」

「そうですそうです。まー、キリカさんがやるとシャツがもっと破けちゃったりするんですけどね」

　リオンの後ろで二人は普ふ通つうに会話をしている。どうやら関係は良好のようだ。

　程ほどなくすると、アネットが今日働く特別工場に着いた。

　機はた織り機や糸車が並ぶなかに長テーブルが十台ほど等とう間かん隔かくに並び、すでに囚人たちが繕い作業を始めている。

　本来、刑務作業は絵画のナンバリングによって作業場が決められている。だが、ここは振り分けなしの特別工場なのでとくに制限なく様々な番号の囚人たちがいる。

　ここにいるのは集団行動が苦手だったり、自分のナンバリングの工場で問題を起こしたりした囚人たちである。所謂いわゆる、ワケありの囚人たちだ。

　だがアネットを連れてきたのは、彼女の素行に問題があるからではない。

　単に二級看守用に１００番台の工場がないせいだ。

　リオンが異色な経緯でアネットを手に入れたことがいい例だが、二級看守で１００番台の囚人を所有している者は滅めつ多たにいない。なので二級看守用の１００番台の工場は存在せず、その受け皿としてリオンはアネットをここへ連れてきた。

「さて、と」

　作業中の囚人たちを見み渡わたせる正面の執しつ務む机。そこに長ちよう髪はつの看守が足を投げ出して座っていた。リオンの同どう僚りよう、同じ二級看守のマティーリという男である。

「マティーリ二級看守殿どの。ハイレイン二級看守、囚人の護送に参りました」

「ん？　あー、リオンか。相変わらず堅かた苦くるしい挨あい拶さつするのな。別に誰だれも見てねえんだからいいじゃねえか。口うるさい副署長殿は死んだみたいだし、ミタマも俺らの勤務態度なんて気にしねえし、楽にいこうぜ」

「一応、ケジメだケジメ。ずっと気を抜ぬいてるのもそれはそれで疲つかれる」

「はー、そんなもんかね」

　マティーリが気の無い様子で肩かたを竦すくめ、リオンも敬礼を解くと同じように肩を竦めた。

　後々脱だつ獄ごく計画に支障が出ないとも限らないので、リオンは普ふ段だんから同僚とはそこそこ話を合わせるようにしている。

「リオンは今日は非番なんか？」

「ああ。ノルマのために工場へ囚人を連れてくだけだ。監かん督とく役の仕事は入ってない」

「羨うらやましいぜ。こっちは退たい屈くつで死にそうだよ」

　囚人を工場で働かせる監督役の仕事は、二級看守たちのなかで持ち回りとなっている。

　代わり映ばえのしない仕事なので、誰もあまりやりたがらない。

　マティーリも伸のびをしながらあくびを嚙み殺している。

「あー、面めん倒どくせえ。暇ひまつぶしにもう一発いっとくかなぁ」

「……お前、また新入りの囚人に手を出したのか」

「おうよ。リオンも一発どうだ？」

　マティーリがひょいと親指で後方を指した。

「……うっ、はぁ……うぅ……」

　執務机で見えていなかったが、そこでは裸はだかに剝むかれた囚人が床でビクンッビクンッと痙けい攣れんしていた。

　暇を持て余したマティーリに手て籠ごめにされたのだ。

　リオンは思わずため息をつきそうになったが堪こらえ、紙し幣へいをマティーリの胸ポケットに差し入れた。

「一名分だ。よろしく頼む」

「あいあい、承うけたまわったぜー」

　これは監督役への付け届けである。工場に預ける際、看守はこうして自分の囚人の安全を買う。付け届けをしないと、囚人は監督役にその日の気分で手籠めにされる。

　とくに新入りの看守などはこうした暗あん黙もくのルールを知らないので、大たい抵てい最初の刑務作業で苦い思いをすることになる。

　ちなみにリオンの場合はレオナがその辺りにとても聡さといので、最初から上手うまく立ち回ることができた。

「……だがマティーリ、そう分別なく囚人に手を出すのは感心しないぞ。魔ま力りよく量が下がったらどうするんだ？」

「はあ？　なんだそりゃ？　……あー、あれか。『魔ま王おうは処女を好んで絵画を描かいたから手を出したら絵画が駄だ目めになる』ってやつ。ありゃ迷めい信しんだろ？　そんなんだったら今いま頃ごろここの囚人は大抵『魔王の絵画』を失ってるっての。……や、待て。ってことはリオン、ひょっとしてお前、自分の囚人に手を出してねえの？」

「ああ、出してない」

「……マジかよ。お前、頭おかしいんじゃねえの？　──って、おいおいちょっと待て、その後ろにいんのってまさか！」

　マティーリがばっと執務机から立ち上がった。そしてリオンの背後にいるアネットへ目を向ける。

「署長から買ったっていう１００番台のシスターか！　ふっは、実物初めて見たぜ！」

　今にも涎よだれを垂らしそうなマティーリの表情に、アネットは怯えた様子で一歩下がった。

「あ、あの、わたくし……」

「へへ、良い体してやがんなぁ。ぐちゃぐちゃにしてぇ……っ」

「ひ……っ」

　マティーリの顔は飢うえた狼おおかみのようだった。アネットは真っ青になって痛々しいほど震えだす。

「マティーリ。お前、俺からの金を受け取ったはずだよな？　こっちは署長への支し払はらいでただでさえ困こん窮きゆうしてるのに、そこから絞しぼり出して払ってるんだ。仁義は通せよ？」

「う、うーん、でもよ。ちょっとだけ、ちょっとだけ味見するぐらいはいいだろ？」

「駄目だ」

　マティーリが尺取虫のように指を動かして手を伸ばそうとするので、リオンはその手を摑つかんで忠告する。「ちっ、ったくよぉ」と手を振り払ってマティーリが毒づく。

「宝の持ち腐ぐされってのはそういうことを言うんだぜ？　一体どういう神経してんだかよ」

　と、マティーリはリオンの隣となりにいるレオナにも気づいたようだ。

「あー、そうか。お前ってばそっちの趣しゆ味みだったっけ。こんな小ちっこいのを最初の囚人に選んだんだもんな。まったく何が楽しいのかね？」

　何気ない様子でマティーリがまた手を伸ばした。付け届けはアネットの分だけなので、レオナは触さわってもいいと思ったらしい。

　不ふ愉ゆ快かいな動きをする指がレオナの胸へ向かう。レオナは表情を変えず、動かない。嫌いやがるような素そ振ぶりを見せたら、この後またアネットに危害が及およぶかもしれず、それはリオンの本意ではない──と、そこまで考えている目だった。

「マティーリ」

　尺取虫のような指をリオンは摑んだ。マティーリは明らかに苛いら立だった表情になり、

「なんだよ、あれもダメこれもダメって。固いこと言うなよ。ただの冗じよう談だんじゃねえか」

「そうか、冗談だったのか。すまん、空気が読めてなかった」

　そう言うと、リオンは無表情でマティーリの人差し指を──へし折った。

「へ──っ!?　ぎゃああああっ！」

　ヒキガエルのような絶ぜつ叫きようが工場内に木こ霊だました。リオンはこれまた無表情で肩を竦め、

「喚わめくなよ。ただの冗談だ」

「じょ、冗談って、だって指！　俺の指っ！」

「へえ、指がどうかしたのか？」

　これ見よがしに手をかざされたので、今度は──中指をへし折った。

「うっ、ぎぃぃぃぃぃっ!?」

　マティーリが絶叫して床ゆかでのたうつ。リオンは温度の消えた目でそれを見下ろし、

「お前、今レオナに触ろうとしたよな？　その汚きたない指でレオナに触ろうとしたよな？　冗談と言っておいてよかったな。冗談だからその程度で済ませてやってるんだ」

　横ではレオナが『あちゃー』という顔になっていた。

「リオンリオン。ええと、冷静になって下さい」

「大だい丈じよう夫ぶ、冷静だ。俺は極きわめて冷静にこのクズへ鉄てつ槌ついを下している」

「ふ、ふざ、ふざけんなてめぇぇぇッ！」

　マティーリがベルトのホルスターから拳けん銃じゆうを引き抜いた。

　だが利きき手が潰つぶれているので、えらく遅おそい。

「はは、ふざけてるのはどっちだ？　なあ、どっちだよマティーリ？」

　リオンは手を伸ばし、引き金でもたつく指を迷いなくへし折った。

「ぎゃ、ああああぁぁぁぁっ！」

　かすれ声の悲鳴を上げ、マティーリはよろける。リオンはその長髪を即そく座ざに摑んだ。そして息も掛かかるほどに顔を寄せ、

「なあ、マティーリ。俺とお前はこれまで極めて良好な関係を保ってきた。俺たちは歳も近いし、監かん獄ごくに連れてこられた時期も近い。俺たちは誰が見ても仲のいい同僚だった。だからさ、特別に教えてやるよ」

「……なに、を……？」

「この世で最も俺の逆げき鱗りんに触ふれる行こう為いは何か？　ということをだ。それはな？」

　マティーリの頭を思いきり反らせる。そして「ひぃ、やめ──」という声を無視し、

「下げ種す野や郎ろうが俺のレオナに手を出すことだッ！」

　執務机に顔面を叩たたきつけた。鼻び骨こつが折れる小気味いい音が響ひびき渡わたる。

「がばっ、べっ、びゃぁぁぁぁッ！」

　顔を上げさせると、マティーリは鼻血と涙なみだをまき散らして泣いていた。

「マティーリ、まだ俺に逆らうか？」

「ざ、逆らいまぜんっ。絶対に逆らいまぜん……っ」

「よーし、良い子だ。ならよく聞け。今日は１２９番のシスターをこの工場に預けるが、お前は手も触れないしイヤらしい目で見ることもしない。そうだな？」

「じまぜんっ、絶対にじまぜん……っ」

「それでいい。これからも俺たちは仲のいい同僚だ」

　リオンはマティーリのポケットから紙幣を回収し、満足げに手を放した。

　がっくりと執務机に項うな垂だれるマティーリに背を向け、リオンは爽さわやかに振ふり返る。

「うん、今日はいい仕事したな」

「……まー、若じやつ干かんやり過ぎですけどね」

　実をいうと、リオンは監督役が問題を起こしそうだと判断する度、この手のことをやっている。もちろん付け届けで済む場合はそれで済ませているが、暗黙のルールを無視する輩やからはどうしても存在する。

　そういう下種がいた時、綺き麗れい事を言っていてはレオナやキリカを守れない。よってリオンは完かん膚ぷなきまでに相手を叩きのめし、二人の安全を確保するようにしている。

　まあレオナの言う通り、今日は若干熱が入ったがそれも誤差の範はん囲いだ、とリオンは結論づけた。

「さて、じゃあ今日の作業内容を俺から説明するよ」

　そう言ってアネットの方を見ると、シスターは肩を震ふるわせていた。マティーリの態度が恐おそろしかったのだろうと思い、リオンは気き遣づかう。

「大丈夫だ。あいつはもう手を出してこないから安心してくれ」

　だがアネットの返事は予想外のものだった。

「ハイレイン様、あんまりです……っ」

「えっ」

「あそこまで暴力を振るう必要がおありになりましたか!?　主は申されました。汝なんじ、右の頰ほおを打たれたら左の頰を差し出せと。暴力は人として最も恥はずべき行いです。さあ、わたくしも共に祈いのりますから、主に許しを請こいましょう……っ」

　アネットの目には明確な非難があった。リオンは答えに窮きゆうして宙を見上げる。しかしいい切り返しが思いつかず、どうしようもなくなってレオナの方を向いた。

「どうしよう。怒おこられてしまったよ……」

「……まー、こればっかりはアネットさんの方が正論ですし」

　さすがの元・詐さ欺ぎ師しでもフォローは難しかったのか、レオナは困った顔で苦く笑しようした。







　犬のように従順になったマティーリにアネットを預け、リオンはレオナと共に特別工場を出た。次はレオナを４００番台の工場に送っていく番だ。

　等とう間かん隔かくに魔ま術じゆつ炎えんが灯ともった廊ろう下かを二人で歩きつつ、リオンは頭をかく。

「ううむ、まさかあそこで怒られるとは……さすがシスターだな」

「まあ、エヴェレット教の掲かかげる隣りん人じん愛あいとは真逆の行いでしたし。でもリオン、今後はどうするつもりなんです？　まだアネットさんに脱だつ獄ごくの話もしてませんよね？」

「アネットに諸もろ々もろの話をするのは少し先にしようと思う。まずはアネットの体のことをなんとかしようと思うんだ。そのために手に入れなきゃいけないものもある」

「了りよう解かいです。手伝えることがあったら言って下さい。あとアネットさんのことも大事ですけど、『伯はく爵しやく夫人の薔薇ばら園にて』の囚しゆう人じん──２７５番さんの件はどうするんですか？」

「フィーネ・ルウ・ミストレイアの件か。もちろんそっちも考えてる」

　レオナにはもう話しておいていいだろう、と判断してリオンは言う。

「三日後、宮きゆう廷てい展覧会が開かれる。それに忍しのび込もうと思うんだ」

　宮廷展覧会とは一級以上の看守たちで行う晩ばん餐さん会である。

　署長の屋や敷しきの一つに役職者の看守たちが招かれ、豪ごう勢せいな食事と社交の時間を楽しむというものだ。言ってみれば地上の貴族たちの真似まね事ごとである。『天空の大監獄』では絵画の美しさや魔ま術じゆつ的な価値が大きなステータスとなるので、看守たちは自じ慢まんの囚人をこれでもかと着き飾かざらせて出席する。

「なるほど、そこに２７５番さんと所有者である看守も参加するってわけですね？」

「そういうこと。会場である署長の別べつ邸ていは地下第二層だから俺たちが忍び込むにもちょうどいい。まずは宮廷展覧会でフィーネの所有者と接せつ触しよくするっていう算段だ。ただ一つ訂てい正せいがあるんだ。フィーネ・ルウ・ミストレイアの所有者は──看守じゃない」

　え、と目を瞬またたかせた後、少し考えてレオナは「もしかして……」と呟つぶやいた。

　リオンは「そうだ」と頷うなずく。

「建前上、フィーネの所有者は一級看守ということになっている。だがその一級看守はある一人の囚人に支配され、実質的な権力はすべてその囚人が握にぎっているんだ」

「あたしも噂うわさで聞いたことがあります。一級看守を力でねじ伏ふせ、支配下に置いた囚人がいるって。その囚人の名は、ヴァレリア・ガレク・ワイズシャット」

　ああ、とリオンは頷うなずいた。

「地上でいくつもの脱獄を成功させた──伝説の脱獄王だ」

　脱獄王ヴァレリア・ガレク・ワイズシャット。

　彼女はアルヴィレウス王国の南西に位置するガレク王国の出身で、しかもその王家の血筋──元・王女である。

　ヴァレリアはある時、『王家にあるまじき罪』を犯おかしたとされ、地上の監獄に収しゆう監かんされた。しかし処しよ刑けい間ま際ぎわで見事に脱獄。その後も度たび々たび捕ほ縛ばくされ、名だたる監獄に収監されている。

　怪かい魚ぎよが放たれた酸の海によって外界から遮しや断だんされた『絶海の監獄』。

　永久凍とう土どのなかに封ふうじられ、空間転移によってのみ行き来可能な『氷ひよう壁へきの監獄』。

　崩ほう壊かいした魔ま王おうの城しろ跡あとに築き、今なお瘴しよう気きによって蝕むしばまれている『死し葬そう兵へいの監獄』。

　未知の動力源を持ち、無む尽じん蔵ぞうに増ぞう殖しよくを続ける『黄金迷めい宮きゆうの監獄』。

　最強の一角、ネオフェンリルを始めとした神しん獣じゆうたちに守護された『バベルの監獄』。

　これらは『天空の大監獄』以前に『外がい殻かくの神々』が築いた監獄であり、地上の五大魔導監獄と呼ばれている。

　元々は魔王の賛同者たちを収監するために築かれたもので『天空の大監獄』程ほどではないにしろ高度な魔術が組み込まれている。

　一度、収監されれば人間には脱だつ出しゆつ不可能。歴史上、生きて戻もどった囚しゆう人じんは一人も存在しない。

　だがヴァレリアはその五大魔導監獄すべてにおいて脱獄を成功させてしまったのだ。

　当時の記録を見ると、ヴァレリアは世間から『彼女に脱だつせぬ監獄など存在しない』とまで評されている。

　そんな伝説の脱獄王が最終的に行き着いたのが、この『天空の大監獄』である。

　リオンが調べたところ収監されたのはおよそ一年前。

　その一年でヴァレリアは自分の主あるじである一級看守を支配下に置くまでに至っている。おそらく署長を始めとした役職者の耳には入っていないが、リオンたち二級看守やその上の一級看守たちにとって、この件は公然の秘密となっている。

　事ここに至れば誰だれもが考えるだろう。

　脱獄王ヴァレリア・ガレク・ワイズシャットはこの『天空の大監獄』からの脱獄を狙ねらっている、と。

「なるほど、２７５番さんの件はある意味で取っ掛かり。本命はその脱獄王と接触することってわけですね」

「もちろんフィーネも必要だけどな。その上でもしもヴァレリアが本当にこの監獄からの脱獄を図っているなら、俺たちにとって有益な出で逢あいになるかもしれない」

「分かりました。あたしも４００番台の工場でそれとなく情報を集めてみます」

「うん、頼たのむ」

　そこまで話したところで曲がり角にきた。工場までの道のりはあと半分ほどだ。

「話は変わりますけど」

　ふとこちらを見上げ、レオナがにこっと微笑ほほえんだ。

「リオンったらあたしのこと大好きですね♪」

　そして可愛かわいらしくリオンの口調を真似て、

「『下種野郎が俺のレオナに手を出すことだーっ』。ふふ、『俺のレオナ』ですって」

「あー、言い過ぎだったか？」

「まさかっ、とっても嬉うれしいです。あたしはあなたのものですから」

　歩きながらレオナは甘えるように腕うでをからませてくる。そしてこちらを見上げて再び、

「リオンったら本当にあたしのこと大好きですね♪」

　リオンは苦笑すると、空いている左手でレオナの髪かみを撫なでた。

「そんな確かく認にんするように繰くり返さなくても、何度だって言うぞ」

「えっ」

「レオナが好きだ。俺はレオナが大好きだ」

「あ、あうー……」

　はっきりと言われたことが意外だったのか、見る間にレオナの頰が赤くなっていく。

「ず、ずるいですっ。そんなきっぱりはっきり言われたら、なんにも言えなくなっちゃうじゃないですか」

　レオナは真っ赤になってリオンの腕へ顔を埋うずめる。珍めずらしく困り果てているレオナについついリオンも口元が緩ゆるむ。

　……うん。これでいい。

　最近、リオンはレオナをもっと甘やかさねばと思っている。

　レオナはまだ幼い少女であるが、脱獄のパートナーとして十二分に頼もしい。だがその頼もしさが行き過ぎてしまうことがある。

　前回の脱獄の時、レオナは自分を犠ぎ牲せいにしようとした。リオンたちを逃にがして一人で副署長たちの下もとへ残ったのだ。正直、あんなことは二度とさせたくない。

　先ほどマティーリを叩き伏せるのについ熱が入ったのも、副署長たちにボロボロにされたレオナの姿を思い出したからだ。

　リオンの脱獄の目的は、いずれ地上でレオナを描えがくこと。

　レオナはそれを理解してくれているが、それでも無意識に自分の命を勘かん定じようから外そうとする癖くせは残っている気がした。

　だから甘やかしていきたい。

　レオナが大切で、レオナが必要なんだと──そう日ひ頃ごろから態度で示していこうとリオンは思っていた。

「でもね、リオン……あたし、一つだけ気にかかることがありまして」

「うん？　何がだ？」

　恥ずかしそうにレオナが少しだけ腕から顔を上げる。

「好きって言ってくれるのはすごく嬉しいんです。でも、そのわりにリオンってばあたしにぜんぜん手を出してこないなー……って」

　そしてレオナは柔やわらかそうな薄うす紅べに色いろの唇くちびるに、ちょんと指を当てる。

「──キスまでしたのに」

　拗すねるような甘えるようなその瞳ひとみに、リオンは「うっ」と思わず足を止めた。

「そ、それはだな……っ」

　最近、リオンが考えないように考えないようにしていることだった。

　先日、リオンはレオナにキスをされた。正直、えらく驚おどろいたし、戸と惑まどいもした。思い出せば今でも動どう揺ようするほどだ。

「えっとな、レオナ……」

「はい」

「もし間ま違ちがってたらそう言ってくれ。ただの俺の勘かん違ちがいだったら笑ってくれて構わない。ええと、ひょっとして……」

　物もの凄すごく聞き辛づらいことだったが、リオンはなんとか力を振ふり絞しぼり、

「君は俺のことが好きなんだろうか？」

「………………はい？」

　レオナが笑顔で固まった。まるでコカトリスに石化されたようにギシギシと首を傾かしげ、

「えっと………………その質問は、なに？」

「いやほら、だってさ」

　リオンは珍しく視線をさ迷わせる。

「キスって夫ふう婦ふとか恋こい人びと同士がするものだろ？　それをされたってことは、ひょっとしてレオナは俺のことを……と思って。いやでも親愛の情って意味もあるし、本人に聞くまでは早計に判断すべきではないし、けどキスまでされてそんな判断は鈍どん感かんの誹そしりを免まぬかれないような気もするし、だからそのだな……」

「ちょ、ちょっと待って。お願い待って。一度、整理する時間を下さいっ」

　レオナは鎖くさりの長さギリギリのところまで離はなれると、深刻な表情で自問自答を始めた。

「え？　え？　なんですかこれ？　一体何が起こってるの？　リオンが鈍感絵え描かき馬ば鹿かなのは分かってたけど、それにしたってこれは……っ。だってあたし『リオンになら何されてもいいです』的なこといつも言ってますよね？　……や、ええと、待って。落ち着きましょう。今問題なのはそこじゃない。考えなきゃいけないのは……そうです、さっきリオンがあたしに好きって言ってくれたのは!?　まあ男女のうんぬんじゃないのは薄うす々うす気づいてましたけど……、──はっ、そうか！　あれは完全に絵描き馬鹿の範はん疇ちゆうっ。リオンにとってあたしは絵のモデル。とてつもなく大切に想ってくれてるけど絵描き馬鹿が行き過ぎてもう恋こいとか愛とか飛び越こしちゃってる可能性が……っ！　マ、マズいです、リオンの恋れん愛あい観がどうなってるのか、今こそちゃんと確認しないと……っ！」

　壁かべに向かって何やら呟き続けていたレオナはふいにこちらを振り向くと、何やら悲ひ壮そうな決意を瞳に湛たたえて戻もどってくる。

「……リオン。今からあたしが訊きくことに正直に答えて下さい。必ず正直に」

「なんだ、どうしたんだ……？」

「いいからお願いします。とても重要なことなんです」

「わ、分かった。レオナがそう言うなら」

　少女のかつてないほどの迫はく力りよくに押され、リオンはぎこちなく頷く。

「問い一、あなたが初めて異性にときめいた時のことを教えて下さい」

「ええと、六歳の頃ころだったか……旅の途と中ちゆうに立ち寄った漁村ですごく手のシワが綺き麗れいなお婆ばあさんに会ったんだ。『あなたを一生描いていきたいです』って告白したんだけど『あたしの一生なんてもう終わっちまうよ』って大だい爆ばく笑しようでフラれたんだ。あれが最初かな？」

「問い二、それがあなたの初はつ恋こいですか？」

「ああ、たぶん。……ん、いや待てよ。今まであれが初恋だと思ってたけど、あれって恋なのか……？　あれ？　どうだろう……」

「問い三、全ぜん裸らの女性があなたに向かって足を開いています。どう思いますか？」

「ああ、それは簡単だ。デッサンしにくいポーズだなと思う」

「問い四、あなたの恋人があなたに向かって足を開いています。どう思いますか？」

「ん!?　いやそれは……、えっと、どうなんだろう、想像もしたことないな……ちょっとすぐにはなんとも言えない……」

「問い五、結けつ婚こんって恋人とするものですよね？」

「それはそうなんじゃないか？　──ん？　あれ？　待てよ、そうなるとキリカ……」

「あ、すみません、今のは藪やぶ蛇へびになりそうだから無しで。考えるのやめて下さい」

「え、でも」

「問い六、女性の裸はだかを見て興奮しますか、それともデッサンしたいと思いますか？」

「それはもちろんデッ」

「訊くまでもなかったんで飛ばします。問七、あなた、女性の体に触さわったことってあります？」

「ああ。それはほら、キリカの直腸検査した時に──」

「それは副署長の魔まの手が伸のびないためにでしょ!?　そうじゃなくってっ！」

「な、何怒おこってるんだっ？」

「そういう人助けなものを除いて、絵とかも関係なくて、純じゆん粋すいにイヤらしい気持ちで女の子に触りたいなって思ったことはありますかありませんか、ちなみにこれ問い八です！」

「そ、そういえばない気がするけど……」

　するとレオナは突とつ然ぜんがっくりと項うな垂だれ、地の底から響ひびくようなため息をついた。

「はぁぁぁぁぁ……。あたし、分かりました。今こそ完かん璧ぺきに理解しました。リオンってば恋愛感情とか性せい欲よくとかそういうもの全部が全部、絵を描きたいって欲よく望ぼうに塗ぬり潰つぶされてるんですね……あえて言うならこれを画欲とでも名付けましょうか……。一体どんな幼少期を送ったらそんな人格になるんだか。ああ、どうりで、いや本当どうりで……」

「えーとレオナ？　レオナさん？」

「あたしがどうにかしなくちゃ。そうです、あたしがどうにかしてリオンをまっとうな人間にしてあげないと。キリカさんはこういうことにはまったく役に立たないですし」

「うん、なんだかよく分からないけど、レオナが何かに関してキリカを物凄く下に見てるのは伝わってきた……」

「頑がん張ばれあたし、頑張れあたし、気持ちを攻せめに切り替かえて、んー……よし！」

　突然、レオナに鎖を引っ張られた。不意を突つかれてリオンは体勢を崩くずしてしまう。

　するとそこへ先日と同じように──キスがきた。

「レ、レオナっ!?」

　柔らかな唇の感かん触しよくに驚いて、リオンは飛び退のく。だがあの時と違ちがい、そこからさらに追い打ちがきた。レオナが胸に飛び込んできて、リオンは押し倒たおされてしまう。

「リオン。覚かく悟ごして下さいねっ」

　頰ほおを赤らめ微び妙みようにぎこちなく宣言すると、レオナは再び唇を重ねてくる。

　しかも今度はそれだけではなく、

「……っ!?」

　舌が入ってきた。

　リオンはもがくが、逆にそれが舌と舌の絡からみ合いを加速させる。

　いけないダメだレオナ、という意味で小さな肩かたを叩たたく。するとそれまで閉じられていたレオナの瞼まぶたが目の前でそっと開き、

「──っ」

　リオンは思わず息をのんだ。

　熱を帯びて潤うるんだ少女の瞳は、まるで朝焼けの湖面のように美しかった。

　なんだ、この感覚は……？

　描きたいのとは微妙に違う。今まで経験したことのない感情が胸にせり上がってきた。

　動どう悸きが止まらない。ぴったりと密着したレオナの体が柔らかい。絡み合う舌が気持ちいい。──頭の芯しんがぼうっとしてきた。

「ふは……っ」

　息いき継つぎをするようにレオナが唇を離す。だがその両手はリオンの首の後ろに回されていて、下半身は隙すき間まなく密着している。レオナは紅潮した頰に柔らかく笑えみを描えがき、

「あたしね、本当は今死ぬほど恥はずかしいんです」

　でもね、と呟つぶやき、少女は艶あでやかに目を細める。

「頑張っちゃいます。リオンの心の扉とびら、あたしが開いてあげますから」

　そしてレオナはパチンッパチンッと自分の服のボタンを外していく。はらりとはだけた裾すそから少女の柔やわ肌はだが垣かい間ま見みえた。

「レオナ、何をする気なんだ……っ」

「怖こわがらないで」

　内ない緒しよ話ばなしをするように耳元で囁ささやくと、小さな手がリオンの左手を摑つかんだ。

「年とし頃ごろの男の子にとって、えっちな気持ちと女の子を好きになる気持ちは表ひよう裏り一体です。えっちな気持ちを覚えたら、きっと女の子を好きになる気持ちも分かってきますから。だからあたしがレッスンしてあげます。まずはえっちな気持ちを覚えていきましょう？」

　あやとりをするように指と指が絡み合う。そのままレオナによって導かれ、二人の手は少しずつレオナの服の内側へと向かっていく。

　リオンは自分の鼓こ動どうがどんどん速くなっていくのを感じていた。
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　こちらの余よ裕ゆうがなくなっているのを察したのか、レオナがイタズラっぽく微笑ほほえむ。

「年下の女の子に押し倒されて、良いようにされちゃって、悔くやしかったりします？」

「別に、悔しいとかは……ない。レオナに対して虚きよ勢せいを張る必要はないし、俺は……君を信じてるから」

　するとレオナは一いつ瞬しゆんドキッとした顔をし、「あう～」と小さく呻うめいてリオンの肩へ額を押し当ててきた。

「……あのね、噓うそつきに対して『信じてる』って言葉は殺し文句なんですよ？　まったくもう」

　しかしすぐに顔を上げ、

「危あやうく主導権を取り返されちゃうところでした。でもそうはいきませんよ。あたしはキリカさんみたいにへっぽこじゃありませんから」

　レオナの服の下、ぎりぎり肌に触ふれないまま、二人の手はするすると上がっていく。下腹部からお腹なか、そしてもっと上へ。時たま指先がレオナの肌に当たると、恐おそろしく柔らかい感触が伝わってくる。

　その度たびピクッとわずかにレオナの肩が上がり、いじらしいその反応がリオンの鼓動をさらに速くした。……これ以上はまずい。

「レオナ、ダメだ。やっぱりこういうことは夫ふう婦ふや恋人同士が──」

「黙だまって」

　キスで優やさしく唇くちびるを塞ふさがれた。

　思わぬ不意打ちにリオンは身を硬くし、さっきの熱の余よ韻いんのせいか、体が無意識にレオナの舌を求めてしまう。だが半開きになった唇に舌を滑すべり込ませることはなく、レオナはすっと顔を離した。

　期待しちゃった？　とその目が笑っていた。

　リオンはひどく恥ずかしくなって目を逸そらす。同時に頭がぐちゃぐちゃになりそうなほど混乱していた。

　なんなんだこの気持ちは？　完全に手玉に取られているのに不ふ愉ゆ快かいじゃない。相手がレオナだからだろうか。

「ふふ、拗すねないで下さいね？」

「別に拗ねてなんて……」

「代わりにもっと良いこと教えてあげますから」

　服の下のレオナの手が、きゅっと力を込めてきた。そしてゆっくりとリオンの指先を開かせていく。

「お、おい……っ」

　リオンが動どう揺ようで上うわ擦ずった声を上げると、レオナは微笑みを返し、そっと自分の鎖さ骨こつ辺りを触らせた。そして重ねた手をゆっくりと下へ導いていく。

「キリカさんほどじゃないですけど、これでもちゃーんと膨ふくらんでますから。あたしがリオンに教えてあげます。あのね……」

　レオナは羞しゆう恥ちと興奮に染まった頰に笑みを浮うかべ、




「──女の子ってとーっても柔やわらかいんだよ？」




　ふにゅっとした感触が手のひらいっぱいに広がった。

　途と端たん、神経が焼き切れそうなほどの興奮がリオンを襲おそった。絵を描かく時とはまったく違う衝しよう動どうが全身を駆かけ巡めぐる。それはこれまでのリオンの世界を根底から覆くつがえすような衝しよう撃げきだった。

　あまりのことに狼ろう狽ばいし、リオンは反射的にレオナの肌から手を離はなす。

「レオナっ、お、俺は……っ」

「おかわりですか？　はい、どーぞ♪」

　服の下で再び手を重ね、レオナはもう一度自分の肌へ導いていく。

　しかも今度はそれだけではなく、折り重なるようにしなだれかかってくる。

　リオンはされるがままレオナに翻ほん弄ろうされ、そして──。







　数分後、たまたま移動中だった良識派の二級看守と囚しゆう人じんに発見され、リオンは間かん一いつ髪ぱつで救出された。

　今まで三流詐さ欺ぎ師しで『サンサギ』というあだ名だったレオナはこの日を境に新しく『看守喰ぐい』という通り名を冠かんすることになり、寝ね技わざ自じ慢まんな一部の囚人たちから神の如ごとく尊敬されることになったという。







　二章




　午後になり、キリカはリオンに連れられて工場への廊ろう下かを歩いている。いつものごとく首輪に鎖くさりがつけてあり、それをリオンが引いている形だ。

　それはまあいつも通りなのだが……何やらリオンの様子がおかしい。

　キリカが横で見ていると、リオンは心ここにあらずと言った様子で「まさかあんな世界があったなんて……」とか「構図や色しき彩さいが吹ふき飛ぶかと思った……」とか思い詰つめた表情でぶつぶつ呟いている。

「えーと、リオン？　さっきからキミ、ちょっとおかしいわよ？　具体的には午前中にレオナちゃんとアネットを送っていった後からだけど……なんかあったの？」

「いや……大だい丈じよう夫ぶだ。別になんでもない」

「なんでもなくはないでしょ？　言ってみなさいよ」

「ん……。いや実は……自分の方向性というか、これまでの生き方がブレてしまいそうで戸と惑まどってるんだ……」

　キリカは思わず目を丸くした。

　あのリオンがこんなにあっさり弱音を吐はくことなんて今まであっただろうか。何を悩なやんでいるのか知らないが、さすがに心配になってくる。

「それってどんな悩みなの？　わたしに話してみなさい。お姉さんが相談に乗ってあげるわよ？」

「ああ、そっか、キリカは俺より年上だったよな。……我ながら情けない話なんだけど、じゃあ一つ頼たのんでもいいかな？」

　やっぱりおかしい。素す直なお過ぎる。これはよほどのことだ。

　キリカは足を止めると、胸に手を当てて大きく頷うなずいた。

「いいわよ、なんでも言いなさい。騎き士しの誇ほこりにかけて、わたしがキミの悩みを解決してあげる。人々の嘆なげきに応こたえるのも騎士の務めよ」

「おお、ありがとう！　さすがは飛ひ燕えんの騎士だ。君が今、俺の目の前にいてくれる幸運に感謝するよ」

「それでわたしに何を頼みたいの？」

「胸を触さわらせてほしいんだ。お願いできるかな？」

「もちろんよ。なんだ、それくらいなんでもないわ。胸ぐらい好きに触りなさ──ん!?」

　豊かなその胸を両手でばっと押さえ、キリカは瞬しゆん時じに後あと退ずさる。

　真っ赤になった顔で慌あわてふためき、

「む、胸を……触るっ？　え？　えっと……胸を描きたい、とかじゃなくて？」

「ああ、触りたいんだ。ダメなのか？」

「ダメに決まってんでしょっ。や、でも待って。もう一度確かく認にんするけど、描きたいんじゃなくて触りたいの？」

「そうだ、触りたいんだ。あれ？　描くのはいいのか？」

「ダメに決まってんでしょっ」

「ああ、だよな。まあ、別に描きたくもないから構わないが」

「それはそれでムカつくわ……っ。……ええと、でもちょっと待って。それはそれとして……キミ、一体どうしたの？」

「うん、どうしたんだろうな……」

　リオンはなんとも遠い目をする。

　聞いてるキリカも何が何やらなのだが、リオン本人も混乱しているようだ。

　その表情はいつもの絵描き馬ば鹿かではなく、まるで年相応の少年のようである。

「しっかりしなさい、リオン。キミは脱だつ獄ごくの指揮を執とる立場なのよ？　キミが迷いを抱かかえていたら全体の士気に関かかわるわ」

「……そっか、そうだよな」

　キリカの言葉はリオンの芯に届いたようだ。

　リオンはふぅーと深く息を吐くと、「よし」と呟つぶやいて顔を上げた。

「もう大丈夫だ。ありがとう、キリカ。おかげで気持ちを切り替かえられた。悩んでたってしょうがないもんな。そういうのは一いつ旦たん脇わきに置いといて、まずは脱獄だ」

「ん、冷静な判断力と己おのれを律する力がキミの長所よ。それでいいわ。で、ちょうどいいから訊きいておくけど、２７５番を仲間に引き入れる準備はちゃんと進んでるのよね？」

「ああ、キリカにももう話しておこう。必要な物があったんだが、午前中にレオナたちを送った後にちょうど手に入れる目め途どがついた。行動を起こすのは三日後。その時、キリカとレオナの二人には──」

「二人には？」

　キリカが問うと、リオンは口元に笑えみを浮かべた。

「ドレスで綺き麗れいに着き飾かざってもらうよ」







　地下第一層には雑ざつ居きよ房ぼうや二級看守の独どく房ぼう塔とうがあり、その他ほかには中央官舎のような監かん獄ごくの中ちゆう枢すうを担になう施し設せつが多く設置されている。

　対して地下第二層になると、懲ちよう罰ばつ房ぼうなどの囚人をいたぶるための施設が増えてくる。

　役職者の看守などはそういう施設を手軽に使用するために地下第二層に別宅の屋や敷しきを建てている。今回、宮きゆう廷てい展覧会の会場となるアルカマリア署長の屋敷もそういった別宅の一つである。

　あれから三日が経たち、リオンたちは署長の屋敷にやってきていた。今は敷しき地ちをぐるりと囲む屋敷林の一角で身を潜ひそめている。

「陽ひも落ちた。そろそろ屋敷も賑にぎわってくる頃ころだな」

　懐ふところから懐かい中ちゆう時計を取り出し、リオンはそう呟いた。

　地下の天てん蓋がいには魔ま術じゆつで空が投とう影えいされている。時刻が夜なので見上げた先にあるのは、均一な濃のう紺こんだ。星はなく、空を塗ぬり潰つぶすような濃紺の夜がただただ広がっている。

「二人とも準備はいいか？」

　リオンは背後に呼びかける。その姿はテイルコートに白のスカーフを巻いており、貴族めいた格好だった。

　宮廷展覧会は貴族の晩ばん餐さん会を真似まねた催もよおしなので、参加する看守も正装をするのだ。

「はい、いつでもいいですよっ。ふふ、あたし、こんなドレス着せてもらったの初めてなので、すっごく嬉うれしいですっ」

　レオナが本当に嬉しそうな顔で返事をしてきた。

　着ているのは、小さなリボンをいくつもあしらった可愛かわいらしいドレスだ。レオナの少女らしさと上手うまく嵌はまっていて、絵本から飛び出してきたかのように愛らしい。

　その横でスカートを軽く摘つまんでいるのはキリカ。

「わたしもいつでもいいわよ。サーコートを脱ぬいで普ふ通つうのドレスを着るのも久しぶりね」

　キリカのドレスは白を基調としていて、レオナとは対たい称しよう的に大人の雰ふん囲い気きを醸かもし出している。もともと天性の美び貌ぼうと気品を備えているキリカなので、こうしてドレスを身にまとうと本物の貴族令れい嬢じようさながらだった。

　ただしレオナにしろキリカにしろ、囚人の首輪をつけている。さらに今回は両手を拘こう束そくする手て錠じよう付きだ。これが宮廷展覧会における囚人の正装である。

　せっかくの煌きらびやかさに水を差すような装そう飾しよくだが、反面この監獄特有の妖あやしい魅み力りよくが生まれている。

「でもリオン、お金ないのによくこんなドレスを用意できたわね？」

「ああ、最初は給きゆう仕じ役の看守として忍しのび込もうと思ってたんだが、偶ぐう然ぜん、俺の絵が売れてさ。おかげで用意できた」

「キミの絵が売れた!?　誰だれに!?」

「同どう僚りようの看守にな。『これ以上、指を折られたくないからぜひとも買わせて下さい』って泣いて頼まれたよ」

「指？　何それ？」

　眉まゆを寄せるキリカの横で、レオナが『あー』という顔をする。そしてにこっと笑うと、

「しばらくお金の心配はいらなそうですねっ」

「ああ、いくらでも買ってくれるそうだから俺もどんどん描かかなきゃな」

「……よく分からないけど、詳くわしくは聞かない方が良さそうね」

　リオンはポケットから仮面を取り出した。舞ぶ踏とう会などでよくある目元の部分を隠かくす仮面である。するとキリカが首を傾かしげた。

「看守は仮面をつけて参加するの？　自分の絵画を自じ慢まんする展覧会なんでしょ？」

「だからさ。実力者は名のあるコレクションを揃そろえているから、顔を隠しても分かるって趣しゆ向こうなんだ」

　おかげで潜せん入にゆうする身としてはやりやすい。リオンは顔を隠せるし、レオナとキリカも絵画として名が売れていないのでまずバレない。

　ちなみにアネットはオークションで一いち躍やく有名になっている上、脱獄関連の話もまだしていないので今日は独どく房ぼうに残してきている。
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「ふーん、監獄も色々考えてるのね。それでも宮廷展覧会なんて不ふ遜そんもいいところだけど。宮廷は王族のおわす所よ？」

「監獄の女王である署長の屋敷だからな。そういう意味で宮廷ってことなんだろう。まあ大した意味はない。目くじら立てるだけ損だよ」

　そう言うと、リオンは懐中時計を懐に仕し舞まった。

「最後にもう一度、確認しておく。今回の俺たちの目的は『魔ま獣じゆう統とう率そつ』の魔術を宿しているフィーネ・ルウ・ミストレイアを仲間に引き込むこと。そのために彼女の主あるじである脱獄王ヴァレリアに接せつ触しよくを図はかる」

　脱獄王のことはキリカにももう話してある。よって「了りよう解かいよ」と頷きが返ってきた。

　一方、小さく手を上げたのはレオナだ。

「無事、接触できたとして、今日はどこまで交こう渉しように踏ふみ込みますか？」

「今夜の時点でフィーネ・ルウ・ミストレイアの譲じよう渡との交渉まで持ち込むのは難しいだろう。本人の意向もあるだろうしな。だからまずはこちらに興味を持たせる。具体的にはあちらから後日の話し合いの場を提案させられれば満点だ」

「そんなに上手くいくかしら？」

「そう仕向ける。なあに必ず食いついてくるさ。彼女たちが本当に脱獄を目指しているのであれば、な。よし、そろそろいくぞ」

　屋敷林を横手にしてリオンたちは歩き始める。しばらく進むと正門が見えてきた。

　裏口などから侵しん入にゆうはしない。正々堂々、正面突とつ破ぱだ。

　正門の扉とびらは来客のためにすでに開け放たれていた。衛兵のような者もいない。侵入者などそもそも想定していないのだ。

　開かれた扉の向こうに見えるのは、広大な庭園。飛沫しぶきを上げる噴ふん水すいが中央にあり、技ぎ巧こうを凝こらした樹木と花か壇だんがその周囲を彩いろどっている。

　各所にはテーブルが設置され、豪ごう勢せいな食事と酒が振ふる舞まわれていた。

　すでにドレスの囚しゆう人じんを引き連れた看守たちが数多く歓かん談だんしている。

　庭園の奥には屋敷の舞踏室も垣かい間ま見みえた。

　おそらく庭園にいるのが一級看守、舞踏室まで入れるのが特一級看守だろう。こういった序列に関してこの監獄は偏へん執しつ的なまでに厳しい。

　当然、二級看守のリオンたちが紛まぎれ込んでいると知れれば、厳げん罰ばつは免まぬかれない。

　リオンは生きたままケルベロスか何かの餌えさになり、レオナとキリカは慰なぐさみ者にされて嬲なぶり殺しになるだろう。

「バレたら一巻の終わりだ。二人ともできるだけ目立たないようにしててくれ」

「了解です」

「大だい丈じよう夫ぶ、心得てるわ」

　正装のリオン、ドレスのレオナとキリカ。三人は覚かく悟ごを決めて正門をくぐる。色取り取りのタイルが敷しき詰つめられた歩道を進み、庭園へと足を踏み入れた。

　仮面の下でリオンは、さて、と段取りを確かく認にんする。

　フィーネ・ルウ・ミストレイア、そして脱獄王ヴァレリア。二人の表向きの所有者は一級看守である。よって舞踏室ではなくこの庭園のどこかに該がい当とうの人物たちはいるはずだ。

　まずは目立たないようにしながら捜さがしだす。と、そういう算段だったのだが──ここで想定外のことが起こった。

　キリカが一気に周囲の視線を集めてしまったのだ。

　ざわざわと庭園の喧けん騒そうが増し、看守たちが「ほほう」だの「これはなかなか……」だのといった声を上げる。

「なんか、わたし注目されてる……？」

　その中心にいるキリカはまだ状じよう況きようを理解していないらしく、冷や汗あせを流す。

　リオンは胸中で、しまった……と呟いた。

　キリカの美しさは理解しているつもりだったが、それでも一級や特一級の看守が所有する囚人たちのなかには紛れ込めると思っていた。だがどうやら認識が甘かったらしい。

　美しさ自慢の展覧会のなかにあってさえ、キリカの美貌は一ひと際きわ輝かがやきを放っていた。

　給仕役の手伝いとして普ふ段だんの囚人服を着ていればそれでもどうにかなっただろうが、ドレスアップしたのが完全に裏目に出てしまった。

　庭園の入り口付近にいた十数人程度ではあるものの、多くの看守たちの視線がキリカへ集中してしまっている。自由に動けないどころか下手へたをすれば潜入がバレかねない。

「マズいですね、リオン」

　そっと背後にきたレオナが小声で呟く。リオンも仮面の位置を直す振りで口元を隠し、

「ああ、そういえばキリカは王都一の美少女だったな。すっかり忘れてたが」

「あたしも完全に忘れてました。すっかりポンコツお姉さん扱あつかいしてたので」

「ねえ、なんか二人でわたしの悪口言ってない？」

　するとそれまで遠巻きにこちらを見ていた看守たちのなかから、二人ほどが連れ立って寄ってきた。それぞれにドレスアップした囚人を引き連れている。

「こんばんは、良い夜ですな」

「素晴らしい絵画をお持ちのようで。良かったら私たちと一いつ杯ぱいどうですか？」

　看守たちは正装に合わせて口調まで丁てい寧ねいになっていた。

　普段は口くち汚ぎたなく囚人を罵ののしっているだろう看守たちが紳しん士し然としている姿は茶番染じみていたが、こちらも根はただの絵描きなので顔には出さない。

　問題はこの場をどう乗り切るかだ。とりあえずリオンは似たような口調で応じる。

「ええ、ぜひともご一いつ緒しよさせて下さい。せっかくの夜ですから今夜は楽しみましょう」

　差し出されたグラスを受け取る。すると二人の看守は前のめりになって尋たずねてきた。

「それでこちらの囚人はなんの絵画を宿しているのですかな？」

「絵画の価値は見た目の美しさだけでは決まりませんが、それでもこの気品……２００番台ということはないでしょう。１００番台ではないかと見ましたが、如何いかがです？」

　残念ながらキリカは３５７番である。

　だが馬ば鹿か正直にそれを言ってしまえば後々に潜入がバレてしまう。

「ひとまずはご想像にお任せしますよ。こいつは手に入れるだけでずいぶんと苦労させられました。まあ、それだけの価値はあったと自負してますが」

「ほほう、そんなことを言われたら増々興味が湧わいてしまう」

「これだけの上玉だ。当然、安くはなかったのでしょう？」

　二人の看守はどうやら完全にキリカに目をつけたらしい。

　宮廷展覧会はコレクションを誇こ示じし合う場であるが、実は交渉の場という側面も持っている。看守同士で合意があった場合、後日に囚人の交こう換かんが行われるのだ。

　リオンがフィーネ・ルウ・ミストレイアを求めて宮廷展覧会を接触の場に選んだのもそれが理由である。

「ちなみに夜の相手はどの程度できるのですかね？」

　看守の一人が性処理用としての価値を探さぐるようにキリカへ手を伸のばした。

　柔やわらかくせり出したキリカの胸へ、男の無ぶ遠えん慮りよな手が近づいていく。

　おかしな話だが、その目は情じよう欲よくに猛たけってはいなかった。良くも悪くも彼らは囚人を人間としては見ていない。コレクションの絵画として捉とらえている。

　そこにはマティーリのような下げ卑びた獣じゆう性せいはなく、だからこそリオンも冷静に思考することができた。紳士的に『あまりコレクションを触さわられるのは好まないので』とでも言ってやんわりと腕うでを摑つかめばいい。そう思って手を伸ばしたのだが──。

　それより一いつ瞬しゆん早く、看守の顔にミートパイがぶち込まれた。

　キリカだった。近くのテーブルから流れるようにミートパイを摑み、一呼吸で看守の顔に叩たたき込んでいた。

　庭園の空気が一気に凍こおりつく。リオンやレオナはおろか、もう一人の看守や取り巻きの囚人たち、そして遠巻きに様子を見ていた周囲の看守たちまでもが呆ぼう然ぜんと思考停止した。

　そんななかキリカだけが当然のように胸を張り、堂々と言い放つ。

「たかだか看守風ふ情ぜいがわたしの柔やわ肌はだに触ふれようだなんて百万年早いのよ。分際を弁わきまえなさい」

　リオンは状況も忘れて思わず感心してしまった。

　……ここまでくればキリカのプライドも大したもんだ。

　べちゃべちゃになったミートパイが看守の顔からぼとりと落ちた。その肩がわなわなと震ふるえだし、

「貴様ぁぁぁッ！　囚人風情が一級看守の俺に何をしたァ!?　ぶち殺される覚悟はできてるんだろうなァ!?」

　装っていた紳士らしさも剝はがれ落ち、看守は左手のブレスレットを振り上げる。途と端たん、囚人たちの首輪の外装が開き、魔ま術じゆつの封ふう印いんが解除された。囚人たちは五人。

　だがキリカはまったく動どう揺ようする気配もなく、悠ゆう然ぜんとブロンドの髪かみをかき上げた。

「たったそれだけの人数でわたしを打ち倒たおすつもり？　それってかなり本格的な自殺行こう為いよ？」

　自らの勝利を信じて疑わない表情だった。だがそこに壮そう大だいな落とし穴があることにリオンとレオナは気づいている。

「キリカ、剣けんは独房に置いてきただろ！」

「丸まる腰ごしじゃキリカさん戦力にならないじゃないですかっ」

「は──っ!?　そうだったわ……っ」

　空っぽの両手をニギニギし、サァーッと青ざめるキリカ。

「あれ、どうしよう？　これどうすればいい？」

「全速力で逃にげるんです！」

　もはや脱だつ獄ごく王に接触だのと言っていられる状況ではない。

　レオナがキリカの手を引っ張り、リオンもその後に続く。

　だが鎖くさりを外された囚人たちがすでに背後へ回り込んでいた。

「く……っ！」

　足を止め、リオンは全力で思考する。

　レオナの霧きりの魔術を目くらましにすればこの場は逃げられる。だが霧系統の魔術を使う囚人はそう多くない。虱しらみ潰つぶしにされればいつかはレオナを特定されてしまう。

　謝罪することでどうにか収められないかとも考えたが、すでに相手は首輪の封印を解いている。それは銃じゆうの撃げき鉄てつを起こすのと同じ行為だ。もはや話し合いの余地はない。

　名案が出ないまま、囚人たちがそれぞれの魔術を放とうとその手を掲かかげた。

　やはりこの場は霧を使うしかない。そう結論づけてレオナに目配せしたその時だ──。

「待たれよ。今こ宵よいは宮きゆう廷ていで開かれる展覧会だ。血を流すのは野や暮ぼというものだろう」

　何者かの声が凛りんと響ひびいた。反射的に全員の視線が声の方へ向く。

　一瞬、誰だれもが見み惚とれた。

　それは男装に身を固めた囚人だった。

　他ほかの囚人たちがドレスで着き飾かざっているなか、その少女だけは宮廷兵の軍服をまとっている。腰こしにはサーベルを下げており、一分の隙すきもない足取りはそれこそ訓練を受けた兵士のようだ。

　一方、風に舞うのは黒曜石のような艶つややかな黒くろ髪かみ。陶とう磁じのように白い肌はだと黒髪のコントラストが女性的なしなやかさを感じさせる。

　男装の堅けん牢ろうさと女性の柔にゆう和わさが調和した囚人。その美しさはキリカにも匹ひつ敵てきするほどである。

「……リオン。あの方、４００番台の工場で仕入れた情報と外見が一いつ致ちします」

　レオナが小声で報告してきた。リオンも同じく小声で返す。

「ああ、俺が調べた外見とも同じだ。まさかこんなタイミングで出会うとは」

　脱獄王ヴァレリアに仕え、作品番号２７５番『伯はく爵しやく夫人の薔薇ばら園にて』を宿し、そこに封ふうじられし『魔ま獣じゆう統とう率そつ』の魔術を扱う少女。

　今この場に現れた男装の麗れい人じんこそ、リオンたちが仲間に引き入れようとしているフィーネ・ルウ・ミストレイアだった。

　彼女は首輪こそしているものの鎖で繫つながれてはおらず、堂々とした足取りで囚しゆう人じんたちの包囲のなかへ入ってくると、一級看守の方を向いた。それはリオンたちを庇かばうように。

「さて、喧けん嘩か両りよう成せい敗ばいだ。この場は双そう方ほう矛ほこを収めることにしてはどうだ？」

　フィーネはまるで自分と一級看守が対等であるかのように語りかけた。

　驚おどろくべきは一級看守の反応である。キリカに対しては激げき怒どしたというのに、フィーネの言葉には明らかな狼ろう狽ばいを見せたのだ。

「し、しかしだな。そこの囚人は俺の顔面にミートパイをぶつけたんだぞ。そんな奴やつをこのまま野放しになんて……」

「食事をすれば顔にパイがつく程度のことはあるだろう。それとも貴様は仲ちゆう裁さいに入った私の顔に泥どろを塗ぬるつもりか？　それはすなわち我が主あるじの顔にも泥を塗ったとみなすことになるが、構わんか？」

「く……っ」

　目に見えて看守の顔に焦あせりが浮うかんだ。どうやら脱獄王に関かかわることを恐おそれているようだ。するとフィーネはそれを好機と見たのか、すかさず噓うそを放り込んだ。スッと敬意を表するようにリオンの方へ手を掲げ、

「ちなみにこちらの方は特一級看守だ」

「なっ!?　なんだと……っ!?」

「ああ、最近一級に上がったばかりの貴様は知らなくても仕方がない。しかし見る人間が見ればすぐに気づく。そこのブロンドの囚人を見るがいい。あれは知る人ぞ知る１００番台の絵画『我が子を喰くらう聖者ファティマ』の囚人だ」

　水を向けられたキリカは一瞬ぱちくりと目を瞬またたいたが、背後からレオナに裾すそを引っ張られて合が点てんがいったらしく、なんとなくそれっぽい顔をした。取ってつけた感は満まん載さいだったが、自信ありげな表情は堂に入っているので一応効果はあったようだ。

　一級看守は途端に目を泳がせ始め、そこへフィーネがダメ押しする。

「分かったか？　つまり貴様は目上の特一級看守へ喧けん嘩かを売ろうとしていたのだ。貴様が今すべきことは仲裁に入った私に心からの感謝を示し、早々にこの場を立ち去ることだ」

「くっ、囚人風情が調子に乗りおって……っ」

　一級看守は口では毒づきつつ、分が悪いと判断したようだ。舌打ちすると、もはやリオンやキリカとは目も合わさず、身を翻ひるがえして庭園の奥へと去っていく。同時に囚人たちの首輪も封印が戻もどり、主の後を追っていった。

　おそらくリオンが特一級看守だという噓については話半分程度にしか信じていないだろう。それよりはヴァレリア一派と関わることを避さけている様子だった。

　もう一人の一級看守や周囲で様子を窺うかがっていた看守たちもフィーネをちらりと見ると、そそくさと歓かん談だんの輪へと戻っていく。

　残っているのはリオンたちとフィーネだけである。

　……いや正しくは少し離はなれたところに瘦やせこけた看守が一人いた。あれが建前上フィーネたちを所有している一級看守だろう。しかし肝かん心じんの脱獄王の姿は見当たらない。

　相手の出方を窺いつつ、リオンは軽く会え釈しやくをした。

「危ないところを助けてくれてありがとう。感謝するよ」

「ほう、囚人に頭を下げるのか。看守でありながら礼れい儀ぎを心得ているな」

　フィーネは腕を組むと、少し愉ゆ快かいそうに目じりを下げた。リオンは軽く笑えみを作り、

「俺は看守や囚人なんて線引きはそもそも無意味だと思ってるんだ。無理やりこの監かん獄ごくにぶち込まれ、二度と外に出られないのはどっちも一いつ緒しよだからな」

「ほう、二度と外に出られない、か」

「ああ、二度と外に出られない、だ」

　両者の視線が絡からみ合った。お互たがいに探さぐりを入れるような沈ちん黙もくが下りる。

　視線を交こう錯さくさせながら、リオンは思考している。

　脱獄王がこの場にいないのは遺い憾かんだが、まあそれはいい。問題なのは今夜フィーネを求めにやってきて、窮きゆう地ちに陥おちいったところに当のフィーネが現れたという事実だ。

　キリカのミートパイの騒そう動どうはこちらのミスなので偶ぐう然ぜんだろうが、それにしてもフィーネの登場は都合が良すぎる。こんな偶然があるわけがない。となれば──。

「フィーネ・ルウ・ミストレイア。どうやら君は俺たちが庭園に入った時から見ていたみたいだな？」

　こちらから口火を切った。名乗られる前にフィーネの名前を出し、反応を窺う。

　すると「ああ」と確かな頷うなずきが返ってきた。そこには確固たる自信が垣かい間ま見みえる。

「私は最初から貴様たちのことを見ていた。今夜、貴様たちがここにくることを知っていたからな。この返答で満足か、リオン・ハイレイン？」

　リオンはにやりと口元に弧こを描えがく。

「俺も君が今夜ここに現れることを知っていた。そういう情報を得ていたからだ。だがひょっとするとそれは君が──もしくは君の主が意図的に流した情報だった、ということかな？」
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「そういうことだ。最近、我々のことをやたらと調べている二級看守がいた。それに気づいたのであえて声こわ高だかに今夜の参加を表明したのだ。それこそ二級看守たちの耳にまで届くようにな」

「へえ、策を弄ろうするつもりが、すでに相手の術中だったなんて久々だ。でも一つ妙みようだな。興味本位で君らのことを調べる奴なんて多々いるはずだ。なぜなら君の主は一級看守ではなく、伝説の脱獄王なんだから」

　これはリオンからの問いかけである。

　わざわざ情報を流すような手の込んだ真似まねまでして、なぜこちらを呼び寄せたのか？

　フィーネはその問いに対し、これ以上ない明確な答えを寄よ越こした。

　艶やかな黒髪の下、思し慮りよ深い瞳ひとみがリオンを見つめる。

「リオン・ハイレイン、貴様は──アークドラゴンは好きか？」

　リオンは素す直なおに苦く笑しようを浮かべた。

　目立つことなく順当に接せつ触しよくできたら、実はその話をしようと考えていた。こちらへの興味を引くために。それがまさか向こうから話を振ふってくるとは。

　つまり彼女たちはすでに察知していたのだ。先日、何者かがアークドラゴンを使って脱獄を企くわだてたことを。そしてその首しゆ謀ぼう者しやがリオンだというところまですでに当たりをつけていた。ゆえにわざわざ情報を流して、こうしてリオンたちに会おうとしたのだ。

　ひょっとしたらカマをかけているだけの可能性もあるが、ここはあえて乗っていくことにする。

「ああ、好きだ。少し前まで毎晩夢にみていた程ほどさ。アークドラゴンに乗って遥はるかな空へ飛び立つその瞬しゆん間かんをね」

「ふ、そうか。実を言うと、私や主も似たような夢をよくみている。アークドラゴンではないが、それに類する素す晴ばらしい夢だ」

　フィーネの唇にも苦笑が浮かんだ。

　この瞬間、両者はお互いの意志を確かめ合った。

　──我々はどちらもこの『天空の大監獄』からの脱獄を目指している、と。

「ハイレインよ。貴様を我が主に会わせたい。どうだ？」

「願ってもないことさ。ぜひともお目通り願いたい」

　もはや多くの言葉は必要ない。トントン拍びよう子しで話がまとまる。

「よし、では明日あした、中央官舎の歓談室でどうだ？」

「いや明後日あさつてだ。午前の刑けい務む作業が終わった後がいい」

「いいだろう。そのように我が主にも伝えておく」

　日付の変へん更こうを願い出たのは、終始向こうのペースで進むのを避けたかったからだ。だがあちらも心得ているようで柔じゆう軟なんかつ素す早ばやい対応をみせてきた。おそらく最初からこの状じよう況きようを想定していたのだろう。一ひと筋すじ縄なわではいかない相手である。

　だが、ほぼ完かん璧ぺきな形で当初の目的を達成することができた。

「では明後日。……ああ、そうだ。一応、紹しよう介かいしておこう」

　フィーネが手招きすると、遠方にいた瘦せこけた一級看守が走ってきた。

「この男の名はハンス。体面上、我らの看守ということになっている」

「……ど、どうもです」

　ハンスと呼ばれた看守は落ち着かない様子で目を泳がせ、おずおずと頭を下げた。

　そしてベルトから布ぬの袋ぶくろを取り外すと、フィーネへと手て渡わたした。

　布袋はそのままリオンへと差し出される。

「これは？」

「ローレライの花だ。私たちのことを調べる傍かたわらに探していただろう？　友好の証あかしだ。とっておくといい」

「……ありがたく貰もらっておくよ」

　これはさすがに一本取られた。

　リオンはここ最近アネットの体を治すためにこのローレライの花を探していたのだが、どうやらフィーネたちはそこまで察知していたらしい。

　胸中で舌を巻きつつ、リオンは布袋を受け取った。

　そしてこちらもレオナとキリカを紹介する。するとフィーネはレオナへ視線を向け、

「貴様は常に注意深く周囲を観察していたな。一級看守と魔ま術じゆつ戦になりかけた時の脱だつ出しゆつの判断も的確かつ素早かった。我が陣じん営えいにほしいくらいだ」

「どうも、ありがとうございます」

「ではハイレイン、今夜はこの辺りにしておこう。先ほどの一級看守がまた難なん癖くせをつけにこないとも限らん。貴様たちは早々に立ち去った方がいいだろう」

「そうさせてもらう。じゃあ明後日に」

「ああ、明後日に」

　そうしてリオンたちは庭園を後にした。







　それからリオンはしばらくの間、フィーネたちとどう相対していくか思考を巡めぐらせ続けた。最初の出会いは友好的なものとなったが、今後の関係もそうなると決まったわけではない。

　フィーネたちは策略を巡らせるタイプだ。そしてそれはリオンたちも同様である。

　となれば次に会った場では、駆かけ引きの応おう酬しゆうになるだろう。

　こちらは目下のところフィーネを必要としている。おそらくあちらも同様に求めるものがあるはずだ。そうでなければたとえ脱だつ獄ごく者同士だろうとわざわざ危険を冒おかして接触はしない。

　フィーネはアークドラゴンについて言げん及きゆうしてきた。

　となれば知りたいのはアークドラゴンの制せい御ぎよ法だろう。もしもリオンがフィーネたちの立場だったなら、ぜひとも知っておきたい情報である。たとえアークドラゴンによる脱獄が一度失敗していたとしても、陽動などで計画に組み込める可能性があるからだ。

「……とすれば、フィーネたちはどうやってアークドラゴンを制御したと考えるだろう」

　最も無難なのは絵画の魔術である。

　こちらの脱獄方法まで分かっているのなら、レオナとキリカの魔術についても調べはついているはずだ。しかし『霧きりと蛍ほたる火びによって魔術の紋もん様ようを描き、アークドラゴンの習性を利用した』というところまでは辿たどり着けはしないだろう。

　となれば最も落ち着きそうな結論は『レオナの霧の魔術でアークドラゴンに幻げん覚かくを見せて操あやつった』という辺りである。そうなれば次は当然こう考えるはずだ。『霧の魔術がアークドラゴンに有効ならば、他ほかの混血種にも有効かもしれない』と。

　フィーネの陣営は魔ま獣じゆうを操ることができる。さらにアークドラゴンのような『外がい殻かくの神々』側の混血種まで操れるようになれば、計画の幅はばは一層広がるだろう。

「……結論として、レオナの譲じよう渡とを求めてくる可能性が高いな」

　フィーネはレオナ自身についても評価していた。あれはレオナの譲渡を求めるメッセージとも取れる。

「……オン……リオ……リオンってば、ねえちょっと聞いてる？」

　ふいに肩かたを叩たたかれ、リオンは「ん？」と顔を上げた。

　目の前でキリカが憮ぶ然ぜんとしている。どうやら思考に集中し過ぎていたらしい。

「ああ、すまん。どうした？」

「どうした、じゃないわよ。──魔ま力りよく抽ちゆう出しゆつ。一番面めん倒どうな作業なんだからチャッチャと終わらせてよ」

「ああ、そっか、そうだったな」

　リオンたちは今、刑務作業の一いつ環かんで二等魔術工場という施し設せつにきている。

　週に一度の『魔力抽出』の作業を行うためだ。

　これは囚しゆう人じんたちの『魔ま王おうの絵画』を解放し、その魔力を監獄の中ちゆう枢すうに流し込むという刑務作業である。

『魔王の絵画』には膨ぼう大だいな魔力が込められており、『天空の大だい監かん獄ごく』はそこから抽出された魔力によって運営されている。小さなところでは自動的に鉄てつ格ごう子しを開ける魔術から、大きなところでは監獄自体を飛行させている魔術まで、すべてはこの作業で抽出した魔力によるものである。

　また絵画から抽出した魔力が多ければ多いほど、看守としての評価は上がっていく。

　実は刑務作業でちまちまポイントを稼かせぐよりも、膨大な魔力を監獄に献けん上じようした方が昇しよう進しんの可能性は飛ひ躍やく的に高まる。『天空の大監獄』において囚人のコレクションが盛んなのもこの要因が大きい。高位の絵画を宿した囚人を手に入れて、より多くの魔力を抽出できれば、一気に看守としての地位が高まるのだ。

「じゃあ、キリカからいこう。抽出路に座ってくれ」

「はいはい、もう座ってるわよ」

　二等魔術工場の中央には巨きよ大だいな水すい晶しよう球がある。

　その台座をぐるりと囲むように数十の椅い子すがあり、囚人たちはここに着席する。この椅子は抽出路と呼ばれ、無数のパイプによって水晶の台座と繫つながっている。

　パイプには生態的な形状のものと機械的な形状のものの二種類があり、それらが無数の蛇へびのように絡からみ合い、囚人の座る抽出路へと繫がっている。

『天空の大監獄』は異世界の監獄がモデルとなっている。そこでは『電気椅子』という装置があったそうなのだが、抽出路の椅子はそれを真似たものらしい。

　今も抽出路には十数人の囚人が座っており、それぞれの担当看守が個別に魔力抽出を行っている。一応、抽出路同士の間には衝つい立たてが設けられ、隣となり同どう士しが見えないようになっている。

　椅子の肘ひじ掛かけ部分には左右に水晶球がついている。キリカがそこへ手を差し入れると、粘ねん性せいの液体に触ふれた時のようにぬぷんっと両手が水晶球のなかへと入った。

「うわ、本当いつ触さわっても気持ち悪いわねこれ……。スライムみたい。リオン、早く」

「ああ、了りよう解かいだ」

　リオンは左手のブレスレットへ呪じゆ文もんを唱え、キリカの封ふう印いんを解除する。

　首輪の外装が外れ、胸の呪印が光となって幾いく重えにも空中を舞まう。

　そうして描えがき出されたのは、雷いかずちに打たれて燃え盛る大聖堂の絵──キリカに宿っている作品番号３５７番『無限煉れん獄ごく』の絵画である。

「ん……っ」

　キリカの唇くちびるから小さく吐と息いきが洩もれた。

　本来、魔術光で描かれた絵画はすぐに指先に集まって指輪に変わるが、魔力抽出で解放するのは第一段階の封印のみなので、『魔王の絵画』は空中に存在し続けている。

　空中の絵画は鼓こ動どうのように明めい滅めつし、キリカが手を差し入れている左右の水晶球と呼応している。そうして絵画の魔力が監獄の中枢へ流れ込んでいる。

「リオン、あたしはどうしましょうか？」

　キリカが魔力抽出をしている傍ら、レオナがそばに寄ってきた。

「そうだな……レオナは少し時間をズラすか」

　レオナの『霧海の騙だまし絵』はリオンが描かき変えたことで絵え柄がらが変わっている。衝立は横しか遮さえぎっていないので正面を通る看守にはどうしても絵柄を見られてしまう。

　４００番台の絵柄など誰だれも気にしないので普ふ段だんはそこまで警けい戒かいしなくてもいいのだが、今日は少し勝手が違ちがった。

「よお、リオン。調子はどうだ？　手に入れたシスターの味はどうだったよ？」

「ハイレイン二級看守、何かお手伝いすることはありませんか？　へへ、見返りなんていいですよ。ただちょっとお裾すそ分わけを頂ければね」

「どれどれ……なんだまだ３００番台の抽出やってんのかよ。早くしてくれよな」

　先ほどから入れ替かわり立ち代わり同どう僚りようの二級看守たちが覗のぞきにくるのだ。

　奴やつらの目当ては衝立の前で所在無げにしているアネットである。

　魔力抽出の際は少なからず絵画からの反動がくる。それは絵画のテーマに即そくしたものが多く、たとえばキリカなどは周囲にチリチリと小さな火の粉が飛んでいる。

　アネットの絵画は作品番号１２９番『虹にじを待つ裸ら婦ふ』。

　署長に調教されたという境きよう遇ぐうや『裸婦』という絵柄から性的な反動があるのではないかと二級看守たちは期待しているのだ。

　アネットのためにもこの状況はどうにかしてやりたいが、無む作さく為いにやってくる不特定多数を追い払はらうのは難しい。

　そうこうしているうちにキリカの『無限煉獄』が光となって弾はじけ、収束するように胸むな元もとの呪印に戻もどった。キリカの体力が限界にきたのだ。

「ん、終しゆう了りようよ」

　水晶から手を抜ぬき取り、キリカは危なげなく立ち上がる。体力の限界まで搾しぼり取られているはずなのだが、それを顔に出さない辺りはさすがである。

「悪いな。いつも嫌いやな思いをさせて」

「目先のことに囚われてても仕方ないわ。今は前を向きましょ」

　絵画から抽出された魔力は『天空の大監獄』の運用だけではなく、地上の高等法院に供給されて革命のための武器製造にも使われている。革命阻そ止しを掲かかげて地上への帰き還かんを目指すキリカにすれば複雑なところだろう。

　リオンは再度キリカへ労ねぎらいの言葉をかけつつ、アネットへ視線を向けた。

「アネット、君の番だ。頼たのめるかな？」

　あとでレオナのためにもう一度くるつもりだが、アネット見たさにまた看守たちが集まってくればイタチごっこになる。できるならアネットの魔力抽出は済ませておきたい。

「……はい、かしこまりました」

　小さく頷うなずくと、アネットは抽出路の椅子に座り、水晶球へ手を差し入れた。顔色があまりよくない。魔力抽出は署長のところでもやっていただろうが、役職者の看守は個別の作業場を持っている。不特定多数がいるところでの抽出作業はアネットも初めてのはずだ。

　色々と不安もあるだろう。早く終わらせてやるべきだと思い、リオンはブレスレットを一ひと振ふりする。

　呼応してアネットの首輪が開いた。胸元で呪印が光に変わり、宙を舞う。だが、

「おい、シスターの魔力抽出が始まったぞ！　みんな早くこい！」

「……っ!?」

　わらわらと看守たちが集まってきて、アネットの頰ほおが引きつった。

　──そして、絵画の形になる途と中ちゆうで光が弾けた。

　魔ま術じゆつの光はおぼろげな輪りん郭かくを現してはすぐに弾け、アネットの空中をさ迷い続ける。

　キリカが「え、どうなってるのあれ……？」と目を丸くし、レオナが「まずいです、あれは……っ」と顔色を変える。リオンは叫さけんだ。

「やめろ、アネット！　魔力が逆流してズタズタにされるぞ!?」

　アネットが絵画を無理やり抑おさえ込もうとしているのだ。

　絵画の形になろうとしている魔力を意志の力で押し留めようとしている。だが相手は魔王の魔力である。人間が単身で制御できるものではない。下手へたをすれば命に関かかわる。

　リオンはすぐさまブレスレットを振ふったが、絵画が半はん端ぱな状態なせいか再封印の術式が機能しない。

　アネットは歯を食いしばって体を震ふるわせていた。露ろ出しゆつした乳ち房ぶさが小刻みに揺ゆれ、背後の看守たちが歓かん声せいを上げる。

「アネット、絵画に逆らうな！　それは君一人でどうにかできる力じゃないんだ！」

「……嫌、でござい……ます……っ」

　おそらくその身には今、凄すさまじい激痛が走っている。それでもアネットは涙なみだをぽろぽろとこぼしながら、己おのれの絵画が晒さらされることに抗あらがっている。

「皆みな様さまにお見せするわけには、参りません……修道女が……淫みだらな者として描かれた、絵画など……、決して……っ」

『魔王の絵画』は宿した少女の魂たましいを表現したものだと言われている。

　それを見られるということは、ある意味で内面すべてを暴あばかれることに等しい。人によってはそれは何にも勝まさる苦痛だろう。そうリオンは思ったのだが──。

「神に、仕える者……修道女の役目は、皆様に主の教えを伝えること……そうして救いの道を……示す、こと……快楽に溺おぼれるような……淫らな者では道は示せません……っ」

「そんなことのために君は耐たえるというのか……っ!?」

　アネットが絵画を拒こばむのは自らのためではなかった。主の教えを人々に伝えるため、それができる人間──修道女であり続けるためだ。

　だが今、アネットが『隣りん人じん愛あい』を伝えるべき数多あまたの人間たちは、苦痛に耐える彼女を見て歓声を上げている。

　それはなんと皮肉なことだろう。リオンは痛つう烈れつに感じた。神を信しん奉ぽうしている限り、この少女は救われない。──彼女を救えるのは神様ではない。

「一いつ瞬しゆんだけ我が慢まんしてくれ」

　リオンはアネットの首の後ろに当て身を打った。ビクンッと仰のけ反ぞると、アネットはそのまま椅子から崩くずれ落ちる。意識が途と切ぎれ、絵画が呪印に戻った。

「あ……あ……っ」

　だが床ゆかに倒たおれたアネットは痙けい攣れんし続けていた。体のあちこちから魔術光が漏もれ出している。首輪の封印が戻ったにも拘かかわらずだ。

「ね、ねえ、これ大だい丈じよう夫ぶなの……っ？」

「……いえ、マズいですね。魔力が体内に残留しています。このままだといずれ血管という血管が破は裂れつしてアネットさんは……」

「……死ぬことになる。なんとか体内の魔力を発散させないと駄だ目めだ。それに……」

　ちらりとリオンは背後に目を向ける。十人近くの二級看守がニヤニヤとこちらを注視していた。面めん倒どうなことに叩たたきのめしたことがない連中ばかりだ。

　今の一件でリオンは『囚しゆう人じんに抵てい抗こうされたマヌケな看守』という立ち位置になりかけている。

　舐なめられれば一気に足をすくわれるのが二級看守の世界だ。それがひいてはレオナたちの危険にも繫がってくる。

「レオナ」

「やるんですね？」

「ああ。このまま放置すればアネットは死ぬ。なんとかして体内の魔ま力りよくを発散させないといけない」

「でもそれってどうするの？」

「アネットが絵画を受け入れることが必要だ。そのためには……アネットに快楽に溺れる自分を受け入れさせる。力ずくでもな」

「えっ、なんでそうなるのよ!?」

「虹のような清せい廉れんさと裸婦の如ごとき情欲。それが『虹を待つ裸婦』の本質なんだ」

「そういうことなら仕方ありませんね」

「幸い探していたローレライの花は手元にある。本来ならもっと穏おだやかに導いてやりたかったが……こうなったらやるしかない。それに看守たちにこれ以上舐められるのもマズいからな。──一ひと芝しば居い打つぞ。キリカも調子を合わせてくれ」

　リオンは失神しているアネットの首輪を力任せに摑つかんだ。そして力いっぱい叫ぶ。

「恥はじをかかせやがってこの無能がッ！」

　ガクンッと頭を揺らされ、アネットの意識が戻った。

「あ……わた、くし……は……」

「わたくしはじゃない！　俺の命令に逆らったな!?　一体どういうつもりだ!?」

「ひっ!?　も、申し訳、ありません……っ」

「謝って済むなら監かん獄ごくなんざいらないんだよ！」

　リオンは首輪と修道服の裾すそを持ち、アネットを椅い子すに叩きつけた。「う……っ」という呻うめき声が皆みなの耳に届く。ヒューと看守の誰かが口笛を吹ふき、まばらな拍はく手しゆも起きた。

　すかさずレオナがリオンの腰こしに抱だきつき、懇こん願がんする。

「やめて下さいっ。今、乱暴なことをしたらアネットさんが死んじゃいます……っ」

「ソ、ソウヨ、やめなさいヨ……っ」

　微び妙みように棒読みだがキリカも一声入れてきた。

　豹ひよう変へんしたリオンに対して、アネットの顔色は見る間に恐きよう怖ふに染まっていく。

「……ハ、ハイレイン様……、あの、も、申し訳……」

「黙だまれ！　ちょっと甘くしたらつけ上がりやがって！　よくも俺の顔を潰つぶしてくれたな、おい!?　地じ獄ごくを見せてやるぞ……ッ！」

　そう凄すごんで椅子をガンッと蹴ける。「きゃっ」と怯おびえた声が返ってきた。その悲鳴で多少溜りゆう飲いんを下げたという顔をし、リオンはアネットを冷たく見下ろす。

「なあ、看守に逆らった囚人がどこへいくか知ってるか？」

「どこ、と申しますと……？」

「知らないなら特別に教えてやる。囚人番号１２９番シスター・アネット。現時刻をもってお前は隔かく離り収容室へ転てん房ぼうだ」

「……隔離、収容……室……？」

「そう。つまりは愉たのしい愉しい──」

　リオンは両手を広げ、恐怖に震える少女へ絶望の代名詞を突つきつけた。

「──懲ちよう罰ばつ房ぼうさ」







　懲罰房行きを言い渡わたされた直後、絵画の反動もあってアネットは気を失った。それからどれくらい時間が経たったか分からない。アネットがはっと目を覚ますと、そこは見知らぬ場所だった。

「わたくしは……、えっ？　こ、これは……っ」

　体の自由が利かない。両手が拘こう束そくされている。いやそれどころか、アネットの体は木製の十じゆう字じ架かによって──磔はりつけにされていた。

「ど、どうしてこのような……っ」

　身じろぎするがどうにもならなかった。両手は鉄の錠じようで完全に木き枠わくへ固定されている。両足に錠はないが、ぎりぎり床につま先がつく程度で自由にならない。

「やっとお目覚めか。待ちくたびれたぞ。意識が戻る前に始めちまおうかと思った程ほどだ」

「ハイレイン、様……っ」

　顔を上げると、ハイレインはほぼ正面に立っていた。にやにやと笑えみを浮うかべ、まるで標本の昆こん虫ちゆうでも見るような目を向けてくる。豹変していた。かつて署長が言っていたように。ハイレインが浮かべているのは、人を弄もてあそぼうとする看守の顔だ。

「さあ、シスター。ここがどこか分かるか？」

「お、お待ち下さい。ご命令に背そむいてしまって申し訳ございませんでした。謝ります。手をついて謝りますので……」

「俺はな？」

　ずいっとハイレイン──否いな、看守が一歩近づいてきた。そして凄まじい怒ど鳴なり声で、

「ここがどこか分かるかと訊きいているんだッ！」

「ひぃっ!?　ちょ、懲罰房っ。懲罰房でございますよね……っ」

「そうだ。懲罰房だ。これまで数多くの囚人を更こう生せいさせてきた、由ゆい緒しよ正ただしいお仕置き部屋だ」

　さあ見回せ、と言うように看守は両手を広げた。従順に周囲へ目を向け、アネットは息をのむ。薄うす暗ぐらく苔こけむした部屋に並んでいるのは三角木馬や人吊つり機、強制的に股またを開く晒し台の数々だった。周囲を照らすのは魔術光のランプではなく極太の蠟ろう燭そくの数々だ。壁かべには様々な形状の鞭むちや手て錠じようも掛かかっている。

　明らかに囚人へ性的な嗜し虐ぎやくを加えるための部屋だった。

「ど、どうかお許し下さいませ。お願いでございます……っ」

「ほう、許してほしいのか。じゃあここでお前の絵画を見せてみろよ？　そうしたら許してやる」

「そ、それは……」

　──できない。修道女として絵画を晒すことだけは決して。

　二級看守たちがたむろして魔ま力りよく抽ちゆう出しゆつを見にきた時にアネットは決意していた。自分の絵画は決して人目に晒してはならない。これ以上、彼らのなかの『修道女』を貶おとしめないために。そうしなければきっと主の教えが彼らの耳に届かなくなってしまう。すると、

「──っ!?　うぅ……っ！」

　絵画を意識した途と端たん、再び反動がアネットを襲おそい始めた。体から魔ま術じゆつ光が漏れ、無数の針で突き刺さされるような痛みが全身に巡めぐりだす。

「俺を見ろッ！」

　看守が強ごう引いんに襟えりを摑んできた。恐怖で心臓が跳はね上がり、アネットの意識が絵画から看守へ向く。

「看守の俺が目の前にいるのに他ほかのことに気を取られるんじゃない。魔力ってのは術者の意志と密接に関係してる。お前の気が反れたらすぐに分かるぞ。懲罰房で俺以外のことを考えるな。お仕置きされる自分のことだけ心配してろ」

　看守への恐怖が心を占しめ、魔術光と激痛が弱まっていく。するとそれに気をよくしたのか、看守はにやりと笑み、そして──ビリッと何かが破れる音がした。

　アネットの背筋に悪お寒かんが走る。

「な、何をなさるおつもりですか……っ!?」

「まずは乳ち房ぶさを晒さらしてもらう」

　修道服の胸むな元もとが一気に引き裂さかれた。豊満な乳房が波打つように露ろ出しゆつした。

「や──っ、嫌いやぁ……っ！　見ないで、見ないで下さい……っ」

「見られたくないなら隠かくせばいい。ああ、今は両手が不自由なんだったか。なんせお前の大好きな主と同じように磔にされているんだもんな？」

「……っ！」

　はっとした。エヴェレット教は『磔にされた聖人』を信しん仰こう対象としている。その信徒が同様の姿になるなど背信に等しい。

　少しでも主の似姿から遠ざかろうとアネットは猛もう烈れつにもがいた。その度たびに二つの乳房が左右から激しくぶつかり合う。衝しよう突とつしてはくにゅりと形を変え、勢いをつけて離はなれると、またくにゅりと柔やわらかく衝突する。だが磔の姿勢はどうにもならない。

「はっは！　おいおい、淫みだらなダンスだな！　ひょっとして俺を誘さそってるのか!?」

「なっ!?　ち、違ちが……っ」

　カァッとアネットは羞しゆう恥ちに頰ほおを染める。すると看守は嗜虐的な笑みを浮かべ、

「いいね、そそる顔だ。ひょっとしてお前、俺に純潔を奪うばわれたいんじゃないか？」

「──っ!?　そのようなことはございませんっ。わたくしは修道女として主に純潔を捧ささげた身！　それが奪われることなど望みませんっ」

「説得力がないな。だって『虹にじを待つ裸ら婦ふ』を宿した囚人は代々ド淫いん乱らんなんだぜ？」

「わ、わたくしは違います。神に誓ちかって絶対です……っ！」

「へえ。神に誓ってね。じゃあその誓いが真実かどうか見せてもらおうか」

　看守が左手でパチンッと指を鳴らした。すると暗がりからレオナとキリカが現れた。二人は目を伏ふせ、アネットから顔を背けている。

　彼女たちはそれぞれに手押し台を押していた。レオナの方にはいくつもの筆と染せん料りようが乗っている。そしてキリカの方に乗っているのは──見覚えのある、青あお紫むらさきの花だった。

　アネットは息をのむ。すると看守が花を手にし、アネットの鼻先へ突きつけてきた。

　酸味のある香かおりが鼻び腔こうへ入ってきて、意識が霞かすみがかってくる。

「やっぱりこれだったか。ローレライの花──エゼルタ海の海かい賊ぞくがよく使う魔ま性せい植物の一種だ。その香りは単体でも酩めい酊てい感を引き起こし、さらにいくつかの香こうと合わせることで強力な催さい眠みん作用を発揮する。署長のところでも散々かがされたはずだな？」

　手押し台にはローレライの花以外にもいくつもの燭しよく台だいが置いてあり、そこに乗せられた香へキリカが次々に火を入れていく。すると甘い香りが辺りに立ち込めだした。

　そこへアネットだけがかがされているローレライの花の香りが混ざり合い、体がどんどん熱を帯びてくる。

「……ハッ……ハッ……う、アぁ……っ」

　アネットの呼吸が荒あらくなっていく。看守がその耳元へ顔を寄せ、囁ささやいた。

「お前はいやらしい女だ」

「アぁっ、ちが、違……っ」

「違わない。お前は快楽を求めている」

「そんな、そんなこと……──くうんっ！」

　甘い声が出た。肌はだに何かが触ふれたのだ。

　見ると、それは筆だった。看守が筆を持ち、アネットの肋ろつ骨こつを撫なで上げていた。

「なん、です……それ、なんでそんなもの……っ」

「これは平筆だ。豚ぶたの背毛で作った逸いつ品ぴんでな。毛先が硬かたく、弾だん力りよくがあるから筆先に力がほしい時にはちょうどいい。ほら、こんなふうに」

「はァン……っ!?」

　平筆がアネットの肋骨を滑なめらかになぞる。途端、ぞわぞわとした快感が駆かけ抜ぬけた。

「やめ、やめて、それダメぇ……っ」

　力強い毛先が肋骨を余すところなく行き来する。アネットは抗あらがおうとするが、どれだけ身をよじっても胸の双そう丘きゆうがぶつかり合うだけで逃にげられない。激しく揺れる乳房の下を平筆は縦じゆう横おう無む尽じんに暴れ回る。

「ひァ、はァ……ああン……あっ、はァ……っ！」

「さあ、下地が塗ぬり上がった。雨上がりの重い空。ここからすべては始まる」

　看守は肌の上に筆を滑すべらせているだけではなかった。染料を塗りつけている。

「……はァ……はァ……一体、何を……なさっているんですか……？」

「絵を描かいている。お前が絵画を見せないと言うから、代わりにお前の体に『虹を待つ裸婦』を描いてるのさ」

「……？」

「分からないのか？　だからな、モデルの上にさらに絵を描くことで俺は意味的な二重構造を構築しようと──」

　すると、なぜかキリカが看守の足を踏ふみつけた。「痛いぞキリカ、わりと痛い」と看守が呟つぶやき、熱っぽい説明が止まる。看守がなぜ絵を描こうとしているのかは分からない。だがこの仕打ちの意図はアネットにも分かった。快楽によってこちらを屈くつ服ぷくさせ、絵画を曝さらけ出させようとしているのだ。ならば耐たえなければならない。先日のように我を忘れて悶もだえることだけは決してあってはならない。

　だが看守から与あたえられる筆の感かん触しよくは、アネットの体を確実に快楽の坩堝るつぼへ誘い込む。

「さて、お次はイタチの尾おで作った面相筆だ。こいつは毛先が細く、まとまりもいいから繊せん細さいなタッチに向いている」

「わたくしはそのような物で溺おぼれま……んっ、んン……っ、嫌ぁ、こそばゆい……っ」

　ヘソを中心にこねくり回された。看守の言う通りそのタッチは非常に繊細で、敏びん感かんな部分を丁てい寧ねいに刺し激げきされてしまう。

　そうしてアネットのお腹なかに描かれたのは裸婦の姿だった。骨か枯かれ木のようにも見えるが、おそらくは薄うす絹ぎぬをまとった裸婦だろう。それが雨上がりの空を見上げている。

「うぅ……もう……もうご満足ですか……？　わたくし、これ以上は……っ」

　アネットは自分に限界が近いことを感じていた。白い肌は朱しゆに染まり、全身がうずいて堪たまらない。このまま続けられたら、きっとまだ見ぬ地平まで飛ばされてしまう。

　だが看守は一いつ切さいの慈じ悲ひの無い目で言い放った。

「まだだ。まだ虹を描いていない」

　ドクンッと胸が高鳴った。肋骨が空。ヘソに裸婦。だったら虹はどこに描かれてしまうのか。想像するまでもなかった。けれど今そんなところを触さわられたら……。

「今、期待したな？」

「……っ!?」

「これから与えられる快感を期待したろ？」

「そ、そんなことはございません……っ」

　否定するアネットの眼前に、看守がすっと筆を掲かかげた。

「グリフォンの羽根で作った彩さい色しき筆。こいつは程ほどよく毛先が開き、かつ粘ねばりがある」
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「ね、粘りが……っ!?」

「楽しみだろ？　お前今そういう目をしているぞ？」

　アネットは羞恥のあまり顔を背そむけた。だがこれからやってくる快感を思うと、胸の先せん端たんがどんどん張り詰つめてしまう。これでは口でなんと言おうと体が欲しがっているようなものだ。だが看守は彩色筆を構えたまま、焦じらすように話しかけてきた。

「なあ、シスター。なぜそんなにも快楽を拒こばむ？　快楽を欲ほつする自分をなぜ否定する？」

　期待に高まっていく体を誤ご魔ま化かすため、アネットは毅き然ぜんと答えた。

「決まっております……わたくしが……修道女だからです」

「修道女は悦よろこびを知ってはいけないのか？」

「……修道女が、欲よくに溺れれば……迷える人々に主の救いを……お教えできません」

「それが理由なら──お前はもう快楽を拒む必要はない」

　なぜ？　という視線を向けるアネットへ、看守は肩かたを竦すくめた。

「この監かん獄ごくには神に救いを求める奴やつなんて一人もいない。だってこの『天空の大監獄』を築いた者こそ『外がい殻かくの神々』なんだぜ？」

「あ……」

　水面に雫しずくを落としたように、声が洩もれた。それは小さな吐と息いき程度の声だったが、アネットの心は鈍どん器きで殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けていた。看守は口の端はしを持ち上げ、

「今気づいたって顔だな？　そうさ、ここにいる奴らは神に救いなんて求めやしない。どれだけ迷おうが苦しもうが神にだけは祈いのらない。絶対に、何があってもだ。ここにはお前が道を示してやるべき、迷える子羊なんて一人もいないんだよ」

「……あ……あ……ああ……っ」

「むしろお前こそ神を呪のろうべきだ。信じて信じて信じ抜いた挙げ句、お前はこうして神の牢ろう獄ごくへ入れられたんだからな。なあ、もう気づいてるだろ？」

　絶望は静かな声で突つきつけられた。

「──お前は、神に見捨てられたんだよ」

「……ああ……あああ、あああああっ！」

　まるで弁が壊こわれたかのように涙なみだと悲鳴が迸ほとばしった。心の真ん中にあった信仰ががらがらと崩くずれていく。アネットは叫さけんだ。血を吐はくように。

「どうして!?　どうして気づかせたのですか!?　気づかなければわたくしはずっと幸福でいられたのに！　神の愛に包まれて、どんな地じ獄ごくの中でも生きていけたのにッ！」

「だろうな。でもそれは俺が赦ゆるさない。欺ぎ瞞まんに満ちたお前の幸福はここで終わりだ」

「あんまりです！　なんの権利があってあなたはこんなことを……!?」

「権利はない。でも資格はあるんだ。神の愛を否定する資格がある。だって俺は──」

　そう言って看守は右手の革かわ手て袋ぶくろを外した。その途と端たん、今まで右手の形をしていた場所から闇やみのような魔ま術じゆつ光がゴオッと溢あふれ出した。

「魔ま王おうだからな」

　アネットは慟どう哭こくすら忘れ、愕がく然ぜんとした。燃え盛る炎ほのおのような魔術光に照らされ、呟く。

「魔王……、あなたが……？」

「そうさ、魔王だ。正確には『魔王の右手を受け継ついだ者』だけどな」

「……魔王……は、はは……、魔王……っ！」

　磔はりつけにされた体が震ふるえだす。恐きよう怖ふではなかった。長年、神に仕えた者だからこそ分かる。これは本物だ。神に見捨てられた者の前に魔王が現れた。なんて皮肉な話だろう！

「まるで聖なる書物で語られた神話のようでございますね……っ！」

　アネットの全身から魔術光が迸る。体内にくすぶっていた魔ま力りよくが魔王の右手に反応していた。だがやってきたのは激痛ではなかった。快感だ。脳のう髄ずいを焼き尽つくすほどの快感が体の内側から溢れ出てくる。

　事ここに至ってアネットはついに考えることを放ほう棄きした。──もうどうなってもいい。

「あは、あははは……っ！　気持ちイイ……っ！」

「それでいい。もうお前を縛しばる教えなんてどこにもない！　快楽を受け入れろ！　そして魔力を解き放て！」

　看守──否いな、魔王が左手に持った彩色筆で一気に胸を塗り始めた。筆を押しつけられた乳ち房ぶさが波打つ。だが魔王は粘りのある筆さばきで見事に虹を描いていく。

「んンッ！　ひゃァ……ふふッ、あはンっ！」

「そうだ、もっと哭なけ！　慟哭しろ！　お前の苦く悩のうと哀かなしみはそんなものか!?」

「んンンあっ！　見捨てられたっ、神様に見捨てられた！　そして魔王に犯おかされる！　これが顚てん末まつっ……こんな顚末を迎むかえるなら……わたくしの人生はなんだったのですか!?」

「今から始まるのさ！　お前の本当の人生がな！　こっちも仕上げだ。最後の一塗りは三本の筆すべてを使う！」

「三本!?　三本も使われたら、わたくしは……っ!?　いえ、いいです！　やって！　わたくしを辱はずかしめて！　あ、ああ、あああッ！」

　魔王はまるでケープの棒心を扱あつかうように左手で三本の筆を操あやつった。思いもよらない角度から波状的に筆が舞まい、ついぞ一度も触れられていなかった胸の先端が責め立てられる。

　雷かみなりの如ごとき衝撃がアネットを貫つらぬいた。かつてないほどの快楽の地平に突き飛ばされ、声にならない嬌きよう声せいが木こ霊だまする。

「ぁ──ぁぁぁぁァッ！」

　何もかも弾はじけた。そう感じた瞬しゆん間かん、アネットの体から魔力が放出された。それは光となり、アネットの空中で絵画に変わる。

　作品番号１２９番『虹にじを待つ裸ら婦ふ』。それは雨上がりの雲の下、空を見上げている裸婦の姿。

　精せい根こん尽つき果て、ぐったりと脱だつ力りよくするアネットの瞳ひとみに、きらきらと輝かがやく絵画が映る。

「ああ……」

　その絵画はとても美しかった。けれどひどく哀しい。どうしてこんなことになったのだろう。力なく頭を垂れたアネットの脳のう裏りに今日までの日々が蘇よみがえる──。







　シスター・アネットが住んでいたのは、アルヴィレウス王国の田舎いなかにある小さな教会だった。古いだけが取り柄えの、本当にこぢんまりとした教会だ。

　そこには年老いた神父がおり、その妻もいた。聖エヴェレット教会では、一定の地位以上の聖職者には婚こん姻いんが許されている。

　アネット自身は生しよう涯がい純潔を貫くつもりだったが、もちろんそれを他者にまで押しつけたりはしない。何より神父と妻の間には深い愛情があることをアネットは知っていた。

　愛とはこの世で最も尊ぶべきものだ。愛によってこそ人は救われる。アネットはそう信じていた。その教義を人々に伝え、救いの道を示すことに誇ほこりを持っていた。

　だがある日、その信念に綻ほころびが生まれる。

　就しゆう寝しん前の祈りに没ぼつ頭とうしてしまい、自室へ戻もどるのが遅おそくなってしまった夜。

　しずしずと廊ろう下かを歩いていると、ふと神父と妻の寝しん室しつから物音がすることに気づいた。少しだけ戸が開いている。その隙すき間まからアネットは見てしまった。

　まるで獣けもののように求め合う、老夫ふう婦ふの姿を。

　アネットとて男女の営みに関する知識はある。体を重ねるということは互たがいを慈いつくしみ合う愛ある行こう為いだ。だがいざ目まの当たりにしたその行為は知識や想像とはかけ離はなれていた。

　理性をはぎ取られたかの如く、激しく交わり合う神父と妻。彼らの姿はまるで欲よく望ぼうの権ごん化げであった。

　昼間の神父は理性的で慈悲深く、尊敬すべき人物だ。また妻も心こころ穏おだやかで誰だれに対しても分け隔へだてない優やさしい女性である。

　だからこそ分からない。獣のように荒あら々あらしいあの営みはなんだったのだろう。

　あれは本当に愛ゆえの行為だったのだろうか。

　気づけば、アネットは日がな一日そのことばかり考えるようになった。主に祈りを捧ささげている時でさえ、いつの間にか男女の営みに思いを馳はせてしまう。

　あまりに思い詰め、とうとうある時、礼拝堂で神父に告解をした。営みを見てしまったことを詫わび、あれが愛の伴ともなうものだったのかを問うた。

　すると神父は厳おごそかに言った。──試ためしてみればいいのです。

　神父はそう言ってアネットに迫せまった。当とう惑わくしながらも無論アネットは拒きよ否ひをする。すると神父は辛しん抱ぼう堪たまらなくなったのか自ら衣服を脱ぬぎ始め──その時だった。

　礼拝堂に妻がやってきた。昼食の用意ができたことを告げにきた妻は、夫の姿を見て、すべてを悟さとった。否、妻がどのように事実を咀そ嚼しやくしたのか、正確にはアネットにも分からない。

　数日後、アネットは地方を管かん轄かつする近衛騎き士し団・第二十七分隊によって捕とらえられた。

　告げられた罪状は、姦かん淫いん罪。

　アネットは神父に指一本触ふれられていない。ましてや不道徳な行いを強要したのはあちらの方だ。だが現実は無慈悲かつ無情だった。アネットは修道女として最も恥はずべき罪を着せられ、この『天空の大監獄』へと収しゆう監かんされた。

　そして署長の囚しゆう人じんとなったアネットは男女のものではないにしろ、世せ俗ぞくの営みを様々な角度から経験することになる。それはやはり愛とは呼べないものだった。きっと人間というものは、そのなかの愛は、不完全なのだ。だからこそ完全なる愛、主の教えを人々に伝えなくてはいけない。アネットはこの監獄でより強くそう考えるようになった。

　けれど──今日、その主にすら見捨てられていたことをアネットは知った。

　もう何もない。信じるべきものがもう何一つ残されていない。

「ああ……」

　磔のアネットの目じりからぽろぽろと涙がこぼれた。

「……結局、わたくしはなれなかった。立派な修道女になんて……」

「いいや、君は立派な修道女だよ」

　ふいに声が聞こえた。魔王の声だ。

　同時にレオナとキリカによって手て錠じようが外された。磔の状態から解放され、ガクンッとふらついたところを二人に後ろから支えられた。それでも力が入らず、アネットはずるずると床ゆかに尻しり餅もちをつく。

「アネット」

　顔を上げると、すでに右手に革手袋をつけ直した魔王がこちらを見つめていた。

　その眼まな差ざしはなぜかひどく優しい。

「人々を救いたいと願った君の心は本物だ。こんな地獄に堕おちてさえ、君は自分よりも他人を救いたいと願った。その心が修道女のものじゃなくてなんだと言うんだ？」

　それはアネットを肯こう定ていする言葉だった。すべてを失ったと嘆なげくアネットに『そうではない』と告げる言葉だった。だが頷うなずくことなんてできない。

「……だって、わたくしは……神に見捨てられました……」

「神が人間を救うなんてきっとまやかしだ。人間を救うのは人間だよ。そしてそれを体現しようとしたのが君だ」

「……でもわたくしは……快楽に溺おぼれるような淫みだらな女です……っ」

「だからいいんだ。それだからこそだ！」

　強く断言し、魔王は腰こしを落とすとアネットに視線を合わせる。

「穢けがれのない手が泥どろにまみれた人々を救えるか!?　アネット、君は快楽に溺れる心と体を持っている。でもだからこそ！　だからこそ君は同じように痛みや苦しみを抱かかえる人々の気持ちを理解してやれるはずだ！　そうだろ!?　ならば君こそが真の修道女だ！」

「……っ」

　一いつ瞬しゆん、心を奪うばわれそうになった。だがアネットは激しく首を振ふり、

「魔王のあなたに慰なぐさめなど言われたくありません……っ。散々わたくしを弄もてあそんでおいて、一体どの口で言うのですか!?」

「君はすぐに俺に弄ばれてよかったと思うことになるよ」

「そんなわけが──」

「気づいてないようだが、君はさっきからレオナとキリカに触さわられてるぞ。でももう発情したりしてないだろ？」

「え……」

　驚おどろいて左右を見る。レオナとキリカが肩かたを支えて苦く笑しようしていた。そうだ、さっき拘こう束そくを解かれた時から自分はずっと二人に支えられていた。

　なのに魔王の言う通りまったく快楽に襲おそわれない。他人に触れられただけでこみ上げてきたあの熱をまったく感じない。呆ぼう然ぜんとするアネットに魔王はにやりと笑えみ、

「君は快楽を求める自分を受け入れた。だからもう暴走もしない。君はこれから多くの人を救うだろう。君は人のなかの弱さも醜みにくさも知っている。きっと誰よりも優しく、慈じ悲ひ深い修道女になれるはずだ」

「そんな……」

　信じられなかった。体が元に戻った奇き跡せきも、こんな自分を認めてくれる温かい言葉も。

　ずっとひた隠かくしにしていた本心がこぼれだす。

「本当は……わたくし、イヤらしい女なんです。体が快楽を知るほど、もっと欲しくなって……口では否定していたけれど、本当はもっともっと気持ち良くなりたいってずっと思ってたんです……っ！　純潔だって気持ちいいならあなた様に奪われたいと……っ」

　恥じ入るように顔を隠し、震ふるえながらアネットは問う。

「なのに、いいのですか……？　わたくしが……こんなふしだらなわたくしが……修道女であってもいいのですか……っ？」

　すると魔ま王おうは穏おだやかに微笑ほほえむ。その瞳は青い空のように澄すんでいた。

「正しいだけの人間なんてクソ喰くらえだ。淫らで、ふしだらで、でも清らかな君がいい。そんな君だからこそ救える人たちがたくさんいる。俺はそう思うよ」

　涙なみだがこぼれた。だがさっきまでの哀しい涙ではない。

　ぽろぽろとこぼれる涙は、虹を呼ぶ五月雨さみだれのように温かい。

　ああそうか、とアネットは思った。魔王の言っていることが少しだけ分かった。

　どうしようもなく汚よごれ、傷つき、疲つかれ果て……それでもその先には救いがあった。この気持ちを多くの人に伝えたい。それはきっと修道女の役目だ。

「……魔王様。あなた様は不思議な方ですね」

「そんなことはない。俺はどこにでもいるただの絵え描かきだよ」

　少し照れくさそうに魔王は苦笑する。その笑みがあまりに自然で『ああ、こっちの方が彼の本来の姿なのだ』とアネットは気づいた。看守めいた振る舞いは、快楽を認めさせ、魔ま力りよくを放出させるためのものだったのだろう。ああして力ずくで背中を押してもらわなければ、自分はきっと死ぬまで絵画の反動に耐たえようとしたはずだ。

　彼のやり方は決して綺き麗れいなものではない。むしろ道徳的にはどうかしてるとすら言えるだろう。しかしだからこそ自分はこうして救われた。そしてこんな彼だからこそ救われる人々がまだまだいるはずだ。この『天空の大だい監かん獄ごく』では尚なお更さらに。

　──この人についていこう。そう思った。

「魔王様」

　アネットは祈いのりを捧げるように両手を組む。

「わたくしは決めました。古き主しゆを捨て、今この時からあなた様にお仕えします」

「……いいのか？」

「もちろんです。わたくしの祈りと純潔を捧げることをどうぞお許し下さいませ」

　そして親愛と情じよう欲よくを込めた瞳でアネットは誓ちかう。

「今よりこの身は、魔王の修道女でございます」







　しばらくして、リオンたちは地下第二層の懲ちよう罰ばつ房ぼうから第一層の独どく房ぼうへと帰ってきた。

　懲罰房でどれほど暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくしたかについて、同どう僚りようたちに話しながら帰ってきたのでなんとか二級看守たちからの評価も下がらずに済んだ。

　アネットの体内に残留していた魔力はすべて消え、もう体調も回復している。

　これで概おおむね一件落着だ。

　アネットが体の染せん料りようを洗い落として新しい修道服に着き替がえると、リオンは右手や脱だつ獄ごくのこと、フィーネたちとの会合を控ひかえた今の状じよう況きようなどを詳くわしく話した。

　そのなかには『外がい殻かくの神々』や『塔とうの住人』のことも含ふくまれるので、少なからず驚くだろうと思っていたが、意外にもアネットは落ち着いた様子ですべてを受け入れてくれた。

「かしこまりました。どうかわたくしもお供させて下さい。お役に立てるかどうか分かりませんが、わたくしも皆みな様さまと命運を共にしたく思います」

「脱獄は命いのち懸がけになる。それでも構わないか？」

「もちろんでございます。どこまでも魔王様について参りますわ」

　そう言ってアネットは微笑んだ。レオナとキリカも異論はないと言うように頷く。

　全員の意志を確かく認にんし、改めてリオンは頷いた。

「心から歓かん迎げいするよ、アネット。これからよろしく頼たのむ」

　こうしてシスター・アネットが仲間に加わった。

　するとキリカがアネットの方を見て苦笑する。

「ちなみにリオンへの呼び方は『魔王様』なの？」

「あー、そうだな。できれば右手に繫つながりそうな情報は隠しておきたい」

「では他人ひと様さまの目がある時は、リオン様とお呼び致いたしますね」

　どうやら普ふ段だんの『魔王様』呼びは譲ゆずれないらしい。まあ他ほかの看守や囚人がいないところでならいいか、とリオンは了りよう承しようした。すると次に口を開いたのはレオナだ。

「えっとですね、アネットさん。一番がキリカさん、二番目があたしとなってるので、アネットさんは三番目になります。この序列さえ守ってもらえれば独房の平和は保たれますです」

　何か不思議な言い回しだったが、アネットは得心したように頷いた。

「なんとなくそうではないかと思っておりました。わたくしは三番目で異存はございません」

「……ほほう、なんとなく感じてたんですか。アネットさん、やり手ですね」

「はい、何かと修しゆ羅ら場ばはくぐっておりますので。ご安心下さい、レオナ様。わたくしの愛情はどちらかと言うと崇すう拝はいに近いので、レオナ様のお邪じや魔まにはならないかと」

「ふふ、アネットさんとは仲良くやれそうです」

「どうぞ良しなに」

　何やら黒い感じで二人は笑い合う。なんの話だ？　とリオンは首を傾かしげる。

　ちなみにキリカも同じように「なんのこと？」と首を傾げていた。

　よくは分からないが仲が良いに越こしたことはない。そう結論付けてリオンは、

「じゃあ、とりあえずこれで万事解決だな」

　そう言った途と端たんだった。レオナとキリカがまったく同時にこちらを向いた。

「解決じゃないですよ？　まだ一個大きな問題が残ってます」

「解決じゃないわよ？　まだ一個大きな問題が残ってるじゃない」

「えー……と、なんかあったか？　妙みように顔が怖こわいぞ、二人とも」

　定位置のイーゼルの前でリオンが言うと、二人はわざとらしく顔を見合わせた。

「なんかあったかとか言ってますよ、キリカさん」

「よくもまあそんな言葉が出てきたモンよね、レオナちゃん」

「や、その……なぜだかすごく怒おこってるのは分かるぞ、うん。何かあるなら忌き憚たんなく言ってほしいんだが……」

　途端、まずはキリカが青筋を浮うかべてギンッと睨にらんできた。

「何かあるならって大いにあるわよ！　なんなのあの一部始終!?　磔はりつけで筆責めって！　あんな特とく殊しゆなことする必要どこにあったのかしら!?」

　しまったその件か、と気づき、リオンは弁明を試みる。

「や、それはほら二人が直接アネットに触っちゃいけないっていうからだな……」

「だからって絵を描かく必要なんてないでしょ!?　あれ完全にキミがやりたいからやったことよね!?　一から十まで公私混同よね!?　変態っ、最低っ、不潔っ、ばっちぃ！」

　リオン的には言い分もあるのだが、キリカのお怒いかりが凄すさまじくて口を挟はさめない。

　すると今度はレオナが、思いきり笑みを浮かべる。怒ってる時の笑顔だ。

「『正しいだけの人間なんてクソ喰らえだ』って、リオンって誰だれにでもああいうこと言うんですね？　あたしだけじゃなかったんですね？　まあいいですけどっ」

　途端、リオンは「待てそれは違ちがう！」と慌あわてて飛び出し、レオナの手を握にぎり締しめた。

「俺がこの世で最も心こころ惹ひかれるモデルは君だ、レオナ。他にどれだけ素す晴ばらしいモデルがいても君以上にはなりえない。君は俺にとって唯ゆい一いつ無二の存在だ。頼む、それは分かっていてほしい」

「つーん、知りません。そんなこと言って、本当はアネットさんの裸はだかでエッチな気持ちになったりしてたんじゃないですか？」

「してないしてない！　絵を描く時にそんな気持ちになるわけないだろ!?　だいたい裸だったら俺は君の裸の方がいい！」

「えっ!?　あう、ま、まあそれならいいですけど……」

　少し機き嫌げんが直ったようで、そっぽを向きつつもレオナの頰ほおが赤くなる。

　が、代わりに今度はアネットがずーんと肩を落とした。

「それはわたくしが大いにショックです……」

　さらにはキリカの青筋が巨きよ大だい化していた。

「レオナちゃんの裸の方がいいってどういうこと？　こないだリオンの様子が変だったけど、ひょっとして何かあったんじゃないでしょうね？」

　怒りの矛ほこ先さきが再びこちらに向いたので、リオンは全力で話題の転てん換かんを試みた。

「そうそう！　アネットに条件付けの話をしないといけないんだった」

「条件付け？　でございますか……？」

　すると機嫌を直したレオナも助け船を出してくれる。

「リオンがどうしてアネットさんを筆責めにしたかというと一応理由があるんです」

「え、そうなの？　わたし聞いてないわよっ？」

「緊きん急きゆう時だったからな。アネット、簡単に言うと俺は──君を再調教したんだ」

　アネットが他者に触ふれられただけで発情するのは単純な調教によるものだけではなく、署長に催さい眠みんを施ほどこされたことが大きな原因だった。

　その催眠の条件は『触れてきた相手すべてに発情する』というものだろうとリオンは当たりをつけていた。

　魔ま性せい植物であるローレライの花の催眠は一度掛かけられたらまず解くことはできない。

　だがその条件付けを変へん更こうすることは可能で、リオンはその手順を知っていた。

　よってリオンはアネットが発情するものの条件を『触れてきた相手』から別のものに上書きしたのだ。

「で、上書きした別の物っていうのがこれ──筆さ」

　ローレライの花で再度催眠状態になり、そこから筆による強きよう烈れつな快感を与あたえられたことで、アネットの発情対象は『触れてきた相手』から『筆』に上書きされた。

　これからのアネットは『筆』に触さわって発情することはあるが、もう無差別に『触れてきた相手』すべてへ発情することはない。

　発情対象に『筆』を選んだのは、なんだかんだでアネットに絵を描きたかったからなのだが、それを言うと血を見ることになりそうなので、リオンは黙だまっておくことにした。

　ちなみにアネットに描いたリオン版『虹にじを待つ裸ら婦ふ』はレオナとキリカに「下手へたくそ」と一いつ蹴しゆうされた。二人曰いわく『どう見ても針山の白骨死体』らしい。その評価についても色々言いたいのだが、これまた藪やぶ蛇へびになりそうなのでリオンはぐっと涙なみだをのむ。

「もし快楽がほしくなった時は言ってくれ。いつでも俺の筆を貸すよ」

「はい、そうさせて頂きます」

「魔ま王おうの奇き跡せきとかじゃなくて落らく胆たんしたか？」

「とんでもありません。条件付けに気づくことも、それを上書きできたことも、魔王様だからこそです。わたくしの信しん仰こうにはいささかの揺ゆらぎもありませんわ」

　アネットは親愛に満ちた表情で「本当にありがとうございます、魔王様」とリオンの手を握った。するとその途端、

「ああンッ！」

　思いっきり発情した。

「なんでだ!?」

　愕がく然ぜんとするリオンの横で、キリカがレオナの方を向く。

「ねえ、レオナちゃん。あれってひょっとして……」

「……ええ。アネットさんの発情対象は『筆』じゃなくて『リオン』に上書きされちゃったみたいですね。……正直あたし、こうなるんじゃないかと思ってました」

　色々諦あきらめた表情でレオナがため息をつく。

　その間もアネットはどんどん高ぶり続け、とうとうぷちっときたキリカが剣けんを抜ぬく。

　リオンは「キリカ、待て!?　頼むからちょっと待ってくれ!?」と叫さけんだが、容よう赦しやなく斬ざん撃げきの雨が降る。

　その夜、リオンは本気の飛ひ燕えんの騎き士しを相手にして逃にげ延びた、初めての生物になったという──。







　三章




「そういえば、アネットの魔ま術じゆつはどんなものなの？」

　フィーネ陣じん営えいとの会合の当日。午前中の刑けい務む作業を終え、独どく房ぼうで作戦会議を一通りやった後、キリカがそう尋たずねた。

　リオンはイーゼルの前で「そっか、まだ言ってなかったな」と頷うなずく。レオナはベッドの上、キリカは椅い子すに座り、当のアネットはキリカの向かいでやはり椅子に座っている。

　ちなみにアネットの服装は元通りの露ろ出しゆつだらけの修道服である。自分の心と体を受け入れたことで逆に愛着が湧わいたそうだ。

　あれからだいぶ吹ふっ切れたらしく、魔ま力りよく抽ちゆう出しゆつも無事に済ませ、本人曰く『これからは背徳シスターとして魔王様にお仕えして参ります』とのことである。

　その後、『わたくしは魔王様の玩具おもちやですので、いつでもご利用下さいませ』と笑え顔がおで言われた時は例によってキリカの斬撃が降って大変だったのだが、今はなんとか平和を取り戻もどしている。

　そして今しがたのキリカの質問にはアネット自身が応こたえた。

「わたくしの絵画、作品番号１２９番『虹を待つ裸婦』は『感かん応のう治ち癒ゆ』の魔術です」

「カンノウチユ……？　単純な治癒魔術とは違うの？」

　キリカが首を傾げたので、横からリオンが注ちゆう釈しやくを入れる。

「この場合の感応は『交わり』を表すものだな。東の辺境に房ぼう中ちゆう術じゆつという技わざがあるんだがそれに近いものだろう。つまり性的な接せつ触しよくによって相手を治癒する魔術ってことだ」

「性的っ？　何それどうなっちゃうのよ？」

「たとえばでございますが、切り傷程度でしたら患かん部ぶへ口づけすることで治癒して差し上げられます。かなりの重傷や病気であっても、時間をかけて肌はだを密着させることで治癒が可能です」

「なんかすごいわね。でも性的ってことは……相手が女の子の場合は？　それでも治癒できるの？」

「もちろんでございます。愛に垣かき根ねはございませんから」

　アネットが慈じ愛あいの笑顔を浮かべると、キリカは「そうなんだ……」となんとも言えない顔になった。逆に思案顔をするのはベッドの上のレオナだ。

「妙ですね。アネットさんの絵画は１００番台。確かに便利な魔術だとは思いますが、同じ１００番台の『収束する妖よう光こう』がアークドラゴンを撃うち墜おとすほどの威い力りよくだったことを考えると、ちょっと弱いような……」

「レオナ、いいところに気づいたな。アネットの『感応治癒』には一回限りの特殊効果があるんだ」

「生しよう涯がいでたった一度きりですが、わたくしの『感応治癒』は死者さえ蘇よみがえらせることが可能なのです」

　するとキリカが「すごっ」と目を丸くした。

「死者を蘇らせるって神をも恐おそれぬ行こう為いね……っ」

「魔王の魔術だからな」

「闇やみ堕おちした修道女のわたくしにぴったりでございましょう？」

「そんな得意げに……。なんか色々吹っ切れたわね、アネット……」

　これまたなんとも言えない顔になるキリカ。その間もレオナはまだ思案顔をしていた。

「死者の蘇そ生せいができる……確かにそれなら１００番台で遜そん色しよくないですね。でも生涯に一度っていうその制約は……あ、そうか、『感応治癒』の魔術だから」

　ぽんっとレオナは両手を合わせ、納なつ得とく顔になった。

「蘇生の条件が『死者に純潔を捧ささげること』なんですね」

　その通り、とアネットとリオンは頷いた。一方、キリカは「はあ!?」と目を見開いた。

「え、何それつまり……死体と、しちゃう……ってこと!?」

「背徳シスターでございますので」

「そんなあっけらかんと言わないで！　や、でもそれ……」

　他ほかの三人がすでに理解しているなか、キリカだけが頭に巨大なハテナを浮うかべる。

「……できるの？」

「何がだ？」

「や、だからつまり男性の……あれが、その、あれできるのかなって」

「何がでございます？」

「だからほらあれよ、する時に……か、固く？　……なるっていう……」

「なんのことです？」

「だからっ男の人の！　……お、おち……、おちん……っ」

　キリカは真っ赤になって言葉を絞しぼり出そうとしていたが、途と中ちゆうではっと気づいた顔になり、「みんなわざと言ってるでしょ!?」と立ち上がる。

　レオナとアネットが揃そろってイタズラ顔をしているなか、リオンは一人だけ『キリカは何を恥はずかしがってるんだろう？』と思いつつ、説明に戻った。

「正解を言うとだな、キリカ。生き物には死後硬こう直ちよくというものがあるんだ」

「他にも抜け道みちはありますしね」

「レオナ様、後学のためにその抜け道というのをぜひ一度ご教授頂ければ」

「待って、わたし頭痛くなってきた……え、わたしだけ？　わたしがおかしいの？　っていうかその死者蘇生こそ女の子が相手だったら……あ、いいわレオナちゃん。そんな得意げな顔でこっち見ないで。説明いらないから。わたし、これ以上この変人空間に耐たえられないから」

　そうして独房が賑にぎわうなか、リオンはふいに一人で思案する。

　アネットの『感応治癒』は非常に便利な魔術だが、やはり脱だつ獄ごく向きではない。重傷なほど治癒に時間が掛かるし、そもそも脱獄するならなるべく傷を負わないことを優先するべきだからだ。

　そんなことを考えていると、そろそろ出発する時間になっていた。

　今はフィーネを迎むかえることに専念しようと頭を切り替かえ、リオンは三人の仲間と共に独房を出る。目指すはフィーネたちとの約束の場所、地下第一層の中央官舎だ。







　先日、アネットを迎えた時もリオンは中央官舎を訪おとずれている。あの時は看守と囚しゆう人じんが話すための面会室だったが、今回は看守同士が親しん睦ぼくを深めるための歓かん談だん室である。

　およそ２メートル四方の部屋に一人掛がけのソファーが向かい合わせに置いてあり、木製のテーブルが真ん中にある。壁かべ際ぎわには暖だん炉ろがあり、燭しよく台だいと花か瓶びんが並んでいた。

　ドアは二か所、それぞれソファーの後ろにある。予あらかじめどちらのドアから入るかお互たがいに決めておくのがマナーとなっている。歓談室とは銘めい打うっているものの、主に絵画交こう換かんの交こう渉しように使われる部屋なので、表面的な対等さを出すための間取りである。

　先に着いたのはリオンたちの方だった。

　東側のソファーにリオンが陣じん取どり、その左側にキリカが立つ。今日は剣も持ってきている。ちょっとした牽けん制せいだ。だがフィーネたちはこの程度で浮き足あし立だちはしないだろう。

　リオンの右側やや後方にレオナがおり、そのさらに後ろにアネットがいる。これは単純に場慣れしている順である。アネットは運動が苦手だそうなので、いざという時はレオナがフォローに入る手て筈はずだ。

「そろそろやってくる頃ころ合あいだな。みんな、独房で話し合った内容を頭のなかで反はん芻すうしておいてくれ」

　リオンは懐かい中ちゆう時計で時間を確かく認にんしながら言った。

　今回、リオンたちは相手の出方、求めるもの、信しん頼らい度ど、考え方や脱獄の実行力などを加味して数パターンの対応を考えている。

　まずは相手が友好的かつ実力を兼かね備え、こちらと共存できる場合。この場合はぜひとも協力関係を結びたい。人数が増えることでフットワークは落ちるだろうが、地上で何度も脱獄を成功させた脱獄王のノウハウと、放ほう浪ろうの旅で培つちかったリオンの幾いく多たの知識を合わせれば、脱獄の成功率は飛ひ躍やく的に高まるだろう。願わくばこの状じよう況きようになってもらいたい。

　次に信しん頼らいでき実力もあるが、考え方の違ちがいなどで協力関係は結べない場合。この場合でもできる範はん囲いで情報交換などは行っていきたい。

　一方で、信頼はできるが実力が不十分な場合。トップを張る脱獄王がただの理想主義者だった場合もこれに該がい当とうする。この場合は手早く会合を終しゆう了りようする。また、もしも脱獄王が人格に問題のある人物であれば、罠わなにかけてフィーネを奪うばい取ることもリオンは考えている。

　ここまでは比ひ較かく的てき理想的な状況での対応である。

　問題は相手と共きよう闘とうできない上、実力者な場合である。当然ながらこの会合はそういった危険性もはらんでいる。

　その場合は交渉を開始するつもりだ。

　信念が相あい容いれなくても、互いに利益があるなら問題はない。

　こちらが求めるのは当然フィーネの譲じよう渡とである。

　そのための交渉材料として、リオンは足元に革かわの鞄かばんを持ってきていた。中身は金きん塊かいである。

　前回、リオンたちは脱獄に失敗して監かん獄ごくに戻ったのだが、その際もぬけの殻からになった副署長の屋や敷しきからこの金塊を頂ちよう戴だいしてきていた。今、キリカが携たずさえている剣けんもその時に頂いた一ひと振ふりである。

　最近は深刻な資金難だったので、何度もこの金塊に手を出しそうになったのだが、残念なことにただの二級看守がいきなり金塊を使えば当然ながら足がつく。この金塊は今回のような裏取引にしか活用できない裏資金なのだ。

　しかし交渉すら成り立たない相手だった場合は、対立することになるだろう。

　ただもしそうなったとしても、最低限の安全ラインのようなものはある。

　お互いに脱獄を目指している以上、大事になれば自分たちの首も絞しめることになるからだ。よって最悪の場合でも、完全な戦せん闘とう状態になるということはありえない。その辺りが救いといえば救いである。

「そういえばキリカは交渉事は得意なのか？　ほら騎き士し長だったし」

　まだフィーネたちはこないので、リオンはふと左側を見て訊きいてみた。

　するとキリカは「誰だれに言ってるのかしら」と自信ありげにブロンドの髪かみをかき上げる。

「わたしは王立近衛騎士団・第四隊の騎士長よ。考える仕事はぜんぶ副官のシェリーに任せてたわ」

「……いや、それでいいのか？　騎士長って」

「当然よ。ほらわたし、ガンッと行ってドンッとやるタイプだから」

「シェリー嬢じようの苦労が偲しのばれるな……」

　そんな話をしていると、「失礼するぞ」と一声あり、艶つややかな黒くろ髪かみを揺ゆらして男装の麗れい人じんが入ってきた。フィーネである。彼女も当然のように腰こしにサーベルを差していた。フィーネは反対側のソファーの横に立つと、キリカの剣にちらりと目をやって口の端はしをつり上げた。

「上々だ。丸まる腰ごしでやってくるようなマヌケではなくて安心したぞ」

　どうやらお互い同じことを考えていたようだ。リオンは苦く笑しようを返す。

「君とキリカが斬きり結んだらどっちが勝つかな？」

　途と端たん、「ほう」とフィーネが目を細めた。

　リオンが調べたところ、フィーネは元・処しよ刑けい人である。脱獄王と同じくガレク王国の出身で、そのミストレイア家と言えば由ゆい緒しよある処刑人の家系だ。

　美しく精確に首を落とすには卓たく越えつした技ぎ巧こうが必要だと言われている。アルヴィレウス王国の騎士長だったキリカとどちらが上か、なかなか難しいところだ。

　するとフィーネは自分の前まえ髪がみを軽く払はらい、

「アルヴィレウスの騎士団といえば、魔ま獣じゆう相手に戦争ごっこをしているような連中だと聞く。腕うで前まえなど高が知れているさ。だが安心しろ、私は弱い者いじめはしない主義だ」

「へえ、処刑人風ふ情ぜいが言ってくれるわね。ガレクの処刑人って墓はか掘ほり人にんと似たような閑かん職しよくだってよく聞くわよ？　実戦も知らないひよっこが大口叩たたかないでほしいモンだわ」

　リオンの予想以上に二人は対たい抗こう意識を見せた。だがこれはこれで問題ない。

　ここまでの段取りをつける過程で、リオンはフィーネと対等に話し過ぎていた。

　こちらの代表であるリオンが脱獄王の部下であるフィーネと対等では交渉上、不都合になる。よってリオンは騎士と処刑人という括くくりでキリカとフィーネを並べ、リオンとの対等性をリセットしたのだ。

　フィーネの入室から程ほどなくして、瘦やせこけた看守のハンスも「し、失礼します」とおどおどしながら入ってきた。フィーネとハンスはそれぞれソファーの両側に立ち、主あるじを迎える従者のように半身をドアへ向ける。

　そして待望の人物が歓談室へ入ってきた。

「ふむ、妾わらわに謁えつ見けんを求めた看守というのはお前か。なるほど、思し慮りよのある面つら構がまえをしているな」

　笑えみを含ふくんだそんな一言と共に、彼女は颯さつ爽そうと現れた。

　着ているのは王族の如ごとき豪ごう奢しやなドレス。額にはティアラをつけ、左手にはクリスタルのついた腕うで輪わを嵌はめている。

　その足取りはあくまで堂々。囚人の雰ふん囲い気きなど微み塵じんもない。彼女が放つ存在感だけでここが謁見の間ではないかと錯さつ覚かくしてしまいそうになる。

　ヴァレリア・ガレク・ワイズシャット。

　旧ガレク王国の王女にして、地上の監かん獄ごくを悉ことごとく脱だつ出しゆつした伝説の脱獄王。

　やはり一ひと筋すじ縄なわではいかない相手だ、とリオンは警けい戒かい心しんを一気に高めた。

　ヴァレリアは煌きらびやかな装そう飾しよくの他にも、ドレスの首元に大きなクラヴァットを巻いていた。クラヴァットとはスカーフなどと同様、首に巻く装飾布のことである。

　なかでもヴァレリアのものはとくに大きく、首輪がまったく見えない。よってこちらからは首輪が封ふう印いん状態かどうかの判別がつかなかった。

　つまり──今この瞬しゆん間かんにも魔ま術じゆつが放たれる可能性がある。

「リオン・ハイレインだ。よくきてくれた。君に会えたことを光栄に思う」

　リオンはソファーから立ち上がりつつ、足元の鞄を軽く蹴けった。傍はた目めからはたまたまぶつかっただけにしか見えないだろうが、これはキリカへの合図である。

　その意味は『奴やつらがおかしな動きを見せたら斬りかかれ』。

「良い良い、そのまま座っておれ。この場において妾とお前は対等だ。そうだろう？」

　ヴァレリアはリオンに優ゆう雅がな笑みを向けると、恭うやうやしく頭を下げているフィーネとハンスの間を通ってソファーへ座った。

「ハイレインと言ったな。知ってはおろうが妾の名はヴァレリア・ガレク・ワイズシャット。謁見を求められるのも久方ぶりだ。おかげで今日は心が躍おどっている」

「俺は君に対して元・王女として接すればいいか？　それとも栄はえある脱だつ獄ごく王として？」

「両方で良い。強しいて言うなら『脱獄王女』。今はこの呼び方が最も気に入っている」

「脱獄王女か。初めて聞いたな」

「当然だ。昨夜、思いついたのだからな」

「しまった……それなら俺も何か考えておけばよかった。『脱獄画が伯はく』とかどうだ!?」

　横にいるキリカがボソッと「語ご呂ろ悪すぎ……っていうかキミが画伯って図ずう々ずうしい」と呟つぶやいたが、ヴァレリアの方は膝ひざを叩いて頷うなずいた。

「脱獄画伯！　良いではないか。ハイレイン、お前のことはその通り名で覚えておこう」

「おお、さすが王族は器うつわが違うな！」

　本当に嬉うれしくなってそう言ったら、なぜだか仲間であるキリカとレオナの方からしらーっとした空気が流れてきたが、リオンは気にしない。

　ヴァレリアは「さて」と自らの頰ほおに手を当て、こちらを値ね踏ぶみするような目を向けてきた。

「脱獄王女と脱獄画伯。この両者が揃そろったならば、するべき話は一つだな？」

「ああ、その通りだ。そのために俺たちは今ここにいる」

　ヴァレリアの陣じん営えいとリオンの陣営、両者はこの『天空の大監獄』からの脱獄を目指している。顔を突つき合わせたなら、話すべきは脱獄のことをおいて他ほかにない。

「妾はな、この監獄が案外嫌きらいではない。つまるところこの世は弱肉強食だ。『天空の大監獄』はそれを清すが々すがしいほどに体現している」

「ならいっそこのまま監獄で一生過ごすって手もあるぞ？　一級看守すら支配する君は間ま違ちがいなく強者だろうしな」

「否いな、だからこそ成すのだ。──脱獄をな」

　決定的な一言をついに口にし、ヴァレリアはにやりと笑んだ。

「神々だかなんだか知らんが、異世界からやってきた余所よそ者もの共にこの世界が屈くつしているなど赦ゆるしがたい。ゆえに奴らの支配の象しよう徴ちようたる監かん獄ごくを踏とう破はするのだ。悉ことごとくな。この世界の強者たる妾に神々の支配は届かぬ、そう証明するために」
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　リオンは一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られそうになった。

「まさか君は……わざとこの『天空の大監獄』に収しゆう監かんされたっていうのか？」

　ヴァレリアは笑みを浮うかべたまま答えない。リオンは胸中で唸うなる。

　もしも本気で言っているとするなら、この人物は見ているものがまったく違う。

　リオンはさらに質問を重ねることにした。答えが返ってくるかは分からないが、

「なら、この『天空の大監獄』での脱獄を果たしたとして、その後、君は何をするつもりなんだ？」

「時にハイレイン、お前は看守の座学で『重力』というものについては学んだか？」

　ぴくりとリオンは眉まゆを上げた。わざとらしいまでの腰の折り方だった。こちらのペースを乱そうとしているのか？　と頭の隅すみで推測しつつリオンは答える。

「『外がい殻かくの神々』がもたらした異世界の概がい念ねんだな。それは俺たちの世界にも適用できる。物体を地面に引きつける力、一定方向への力の向きが重力だ」

「50点と言ったところだな。まあ我らの世界は球体ではないからな。そんな程度の理解が限界だろう。むしろきちんと知識を蓄たくわえようとしているだけ、お前は優ゆう秀しゆうだ」

「適度な評価には感謝する。だが話が見えないな。ヴァレリア、一体何が言いたい？」

「ん？　分からんか？　ふふ、決まっているだろうに。妾は心こころ優やさしい王女なのでわざわざ教えてやったのだ」

　白い右手が無造作にこちらを向く。

　気品漂ただよう王女が浮かべたのは、恐おそろしく酷こく薄はくな笑みだった。

「──妾の魔術は『重力制せい御ぎよ』だ、とな」

　それは開戦の合図だった。だが呆気に取られるような人間はこの場にはいなかった。

　まず誰より早く動いたのはキリカ。ヴァレリアが右手を向けた瞬間にはすでに剣を抜ぬき放ち、魔術が行使されるより早く、鋭するどい斬ざん撃げきがソファーへ向かう。

　だがその一いち撃げきは紙かみ一ひと重えで阻はばまれた。一瞬で回り込んだフィーネがサーベルを抜き、凄すさまじい精確さでキリカの剣を受け止めたのだ。

　しかしその時にはすでにリオンが拳けん銃じゆうを抜き、ヴァレリアへ発はつ砲ぽうしていた。

　至近距きよ離りの場合、魔術と拳銃で打ち合いをすれば、ほぼ拳銃が圧勝する。魔術は純じゆん粋すいに術者の意志のみで操作するため、銃じゆう口こうを向けられた瞬間にどう足あ搔がいても一瞬集中が乱れるのだ。だが、

「惜おしい。実に惜しい。並の相手であれば勝っていたのはお前だったぞ、ハイレイン」

　リオンが撃うった銃じゆう弾だんはヴァレリアに当たる直前で垂直に落下し、床ゆかにめり込んでいた。

　そしてヴァレリアは今もなお優雅に腰こし掛かけている。

「なかなか良い戦術ではあった。会合の際に首輪の封印は解けぬと考え、予あらかじめ斬撃と銃弾の二段構えを準備していたのだな。その辺の看守相手ならば十分に通じる戦術だ。しかしお前の銃弾は届かなかった。なぜだと思う？　教えてやろう。妾は重力の話を始めた時点ですでに周囲へ重力を発生させていたのだ。不可視の壁かべとなるようにな」

　たおやかに首元のクラヴァットを撫なでながら、「そして」とヴァレリアは言った。

「お前からの銃弾を防いだ時点で、妾は重力の発生範囲を拡大した。だから今、お前たちはそうして地に伏ふしている」

「ぐ……っ！」

　リオン、レオナ、アネットの三人は凄まじい力で床に押し潰つぶされていた。

　立ち上がろうとしてもまったく体が動かせない。ヴァレリアの『重力制御』の魔術である。

　唯ゆい一いつ、キリカだけが重力圏けんの外にいた。フィーネと斬り結んでいたのでヴァレリアがそこまで範はん囲いを広げなかったのだろう。

「リオンッ！」

　サーベルを弾はじき、キリカはフィーネの胴どうへ蹴りを叩き込んだ。「ぐっ!?」と呻うめいたフィーネを踏ふみ台にし、その勢いで跳ちよう躍やく。再度、キリカの斬撃がヴァレリアへ向かう。流れるような一瞬の動きだった。常人ならばまず対応できるはずがない。

　だがヴァレリアはまったく動じず、むしろ「ほう！」と破顔し、

「お前も良い腕うでだ、飛ひ燕えんの騎士！　並以上の相手であってもその剣けん技ぎ一つで逆転だったろう！　だが、真の王は白はく兵へい戦せんも笑ってこなすぞ！」

　ヴァレリアがテーブルの下に左手を伸のばした。一体いつからそこに仕込んでいたのか、穂ほ先さきを向けて飛び出したのは一本の槍やりだった。剣と槍が交こう錯さくし、火花が散った。

　押し負けたのはヴァレリアの槍だ。だがその笑みは消えず、

「はっはっ、なんと！　武器の扱あつかいならば妾よりお前が上か!?　これはでかい口を叩いた妾が恥はずかしいではないか！　しかし──重力は剣けんよりも強しだ！」

　ヴァレリアが手を掲かかげると、その周囲に星ほし屑くずのような光が舞まった。直後、キリカが壁側に吹ふっ飛んだ。その唇くちびるから「かはっ」と吐と息いきが洩もれる。

　その間もリオンは重力に押し潰されていたが、キリカが時間を稼かせいでいる間になんとか左手を右手へにじり寄らせていた。

　そのまま革かわ手て袋ぶくろを外そうとし──だが直前でヴァレリアがさらなる光を放つ。

「甘い甘い甘いぞ、ハイレイン！　今、お前は何か逆転の一手を出そうとしているな!?　ならば！」

　重力が恐るべき牙きばを剝むき、歓かん談だん室の床が蜘蛛くもの巣す状にひび割れる。

「切り札など使わせん！　お前は奈な落らくの底そこに墜おちるがいい！」

　その声が轟とどろくと同時、リオンたちのいる床が崩くずれ落ちた。「な──っ!?」と絶句し、リオンはとっさに右手を伸ばす。

「レオナっ！」

「リオン……っ」

　ヴァレリアたちの狙ねらいがレオナならここで奪うばおうとするはずだ。落下しながら革手袋を外すこともできた。だがリオンはその手でレオナを抱だき留めることを選ぶ。

　落ちていくリオンの耳にヴァレリアの声が届いた。

「ああ、そうだったな。詐さ欺ぎ師しを狙っているかのように匂におわせよ、と命じてあったのだった。ふふ、だがそれはフェイクだ。妾が真に欲ほつしていたのは飛燕の騎き士しだぞ？」

「なに……っ!?」

　キリカはまだ重力で壁に押しつけられていた。リオン、レオナ、アネットは為す術すべもなく落下し、一階分落ちたところで何か柔やわらかいものにボフッと受け止められた。

　大量の綿だ。幸運にも下の階は綿花の保管庫だった。リオンはすぐ顔を上げ、

「キリカっ！」

　頭上を見上げるが天てん井じようの穴が見えるだけで、キリカの姿は確かく認にんできない。

「く……っ、二人とも大だい丈じよう夫ぶか!?」

「は、はいっ。あたしは平気です……っ」

「わ、わたくしも……真っ暗で何も見えませんけども、でも大丈夫でございますっ」

　抱き留めているレオナは腕のなかからすぐに返事をし、アネットも顔から綿花に突っ込んでいたが怪け我がはなさそうである。

　二人の無事を確認し、リオンはすぐに立ち上がろうとした。だがそこで「ぐっ!?」と呻く。右みぎ肩かたが鎖さ骨こつから折れていた。

「リオン、あたしを庇かばったせいで……っ」

「大丈夫だ。これくらい問題ない！」

　すると大きく開いた穴の縁ふちからヴァレリアが姿を見せた。

「はっはっは、命に別状はなさそうだな。ほう、偶ぐう然ぜん、下が綿花の保管庫だったのか。きっと普ふ段だんの行いの賜たま物ものであろう。その偶然に感謝せよ？　良い偶然であったな？」

「く……っ」

　しつこいほどの物言いだった。幸運や偶然などではなく、ヴァレリアはこの間取りを予め理解した上で重力を放っていたのだ。

　それはつまり『命は助けてやるから飛燕の騎士を寄よ越こせ』というメッセージである。

「どういうつもりだ、ヴァレリア……っ!?」

「どうとは？」

「この会合は話し合いをするためのものだったはずだぞ……っ」

「それは本気で言っているのか？」

　真っ直すぐに問われ、リオンは思わず歯は嚙がみした。

　分かっている。仲良く話し合いをしよう、などとは誰だれ一人ひとりとして言っていない。こちらとて状じよう況きよう次し第だいでフィーネを騙だまし取ろうと考えていた。その先手を取られたというだけの話だ。目もく論ろ見みが甘かった。ヴァレリアたちは最初からやる気だったのだ。

　ヴァレリアが槍をぐるりと回転させて肩かたに乗せると、その横に苦々しく腹を押さえているフィーネ、そしておどおどした顔のハンスも姿を見せる。

　ハンスの背にはキリカが背負われていた。気を失っているらしく、力なく頭を垂れている。

「キリカをどうするつもりだ!?」

　リオンが問うと槍が一回転し、その柄えがキリカのあごを上げる。眠ねむり姫ひめのように気を失っているその美び貌ぼうに王は舌した舐なめずりをした。

「地上での脱獄時代に飛燕の騎士の名はよく耳にしていた。この誇ほこり高き騎士に煉れん獄ごくの如ごとき苦しみを与あたえれば、妾わらわの目論見も達せよう。ハンスの独どく房ぼう塔とう──我が城はオークにヒドラ、ワームやスライムと選より取り見取りでな。存分に愉たのしませてもらうつもりだ」

「──っ!?」

　とっさに言葉が出なかった。だが直後に煮にえたぎるような怒いかりが湧わき、叫さけんだ。

「ふざけるな！　キリカに手を出してみろ!?　貴様ら全員皆みな殺ごろしにしてやるぞッ！」

「はっはっは、吼ほえろ吼えろ負け犬が。そうだな、飛燕の騎士を取り戻もどしたくば日にち没ぼつまでにハンスの独房塔までこい。まだ妾に刃は向むかおうと言うなら存分に相手になってやる。ただし心せよ。一度目は遊び、だが二度目は戦争だ。次に妾の前に立てば──」

　冷れい徹てつな瞳ひとみがリオンたちを見下ろした。

「全員、斬刑に処す」

　そう言い捨て、ヴァレリアたちの姿は穴の向こうへ去っていく。リオンはすぐさま「逃にがすか！」と立ち上がろうとするが、そこへレオナが覆おおい被かぶさってきた。

「ダメです、リオンっ。右みぎ腕うでが動かない状態じゃあなたに勝ち目はありません！」

「でもレオナ！　キリカが、キリカが連れていかれる……っ！」

「冷静になって下さい！　アネットさん、魔ま術じゆつでリオンの治ち療りようをお願いします！」

「はいっ。かしこまりました、今すぐにっ」

　歯嚙みしながらリオンはブレスレットを振ふり、アネットの封ふう印いんを解除する。

　レオナに制服を脱ぬがされ、アネットが肩に舌を這はわせてくる。

　治ち癒ゆの魔術を受けている間もリオンは奥歯を嚙かみ締しめて思考を巡めぐらせた。

　ヴァレリア・ガレク・ワイズシャット──あれは常人には理解不能な化け物だ。

　本来、ここで完全な敵対行動に出るなどありえない。脱獄者同士、共とも倒だおれになる可能性が高いからだ。

　ではヴァレリアがそれを理解できないような愚ぐ者しやかと言うと、まったく違ちがう。

　あの脱だつ獄ごく王はキリカの斬撃、リオンの発砲、そして右手を繰くり出そうとした瞬しゆん間かんなど、こちらの戦術を瞬しゆん時じに見み極きわめ、悉ことごとく覆くつがえしてみせた。

　理解しがたい無む軌き道どうさと精密な戦術性。ありえないことにヴァレリアは相反する二つの素養を同列に有している。

　……これが王者の器うつわだとでも言うのか。

　脱獄を決意した時、リオンは神々だろうと出し抜ぬいてみせると啖たん呵かを切った。だと言うのに今、たかだか王に躓つまずき、こうしてキリカを奪われてしまっている。

　レオナを副署長のもとへ残してしまった時のことを思い出す。

　あんな失態は二度と犯おかさないと誓ちかっていたはずなのに……っ。

　己おのれの不ふ甲斐がいなさが許せず、リオンは血が滲にじむほど唇を嚙み締めた。







　そこは監かん獄ごくとは思えぬ豪ごう奢しやな一室だった。

　柔らかな絨じゆう毯たんが床を彩いろどり、彫ちよう刻こくなどの美術品も並んでいる。壁かべ際ぎわに飾かざられているのは囚しゆう人じんの絵画の模造品。贅ぜい沢たくな金きん縁ぶちの額に入った絵画が数枚、静かに存在感を放っている。

　そんな一室の真ん中にキリカはいた。両手には手て錠じようをつけられ、剣もない。気絶から目覚めるとこの状態だった。

　歓談室での戦せん闘とうからそう時間は経たっていないはずだ。

　窓の向こうに見える空はまだ赤く、夜の紺こん碧ぺきには近づいていない。

「なかなかの眺ながめであろう？　ここはハンスの独房塔の最上階だ。我が城へようこそ。歓かん迎げいするぞ、飛燕の騎士」

「……ずいぶんご丁てい寧ねいな招待もあったものね。ガレクではこういうやり方が一いつ般ぱん的なのかしら？」

　キリカが睨にらむ先、玉座の如き椅い子すには脱獄王──ヴァレリアがいる。

　その横にはぴったりと寄り添そうようにフィーネがおり、反対側にはハンスの姿もある。

　くっくっと喉のどを鳴らし、ヴァレリアが笑った。

「招待のぶしつけさについては詫わびてやろう。妾もまさかこんな事態になるとは考えてもいなかったからな」

「それはどういう意味よ？」

　キリカが眉まゆをひそめると、直立不動のフィーネが口を開いた。

「我が主あるじ──ヴァレリア様は今この時に貴様らと戦うつもりはなかったのだ」

「はあ？　いきなり喧けん嘩か売ってきたのはそっちでしょ？　戦うつもりがなかったっていうならどんなつもりだったっていうのよ!?」

「それはだな、それはつまり──……ヴァレリア様、私もお心づもりをお聞かせ願いたいです。今日は直接的な戦闘は行わず、交こう渉しようのなかで恭きよう順じゆんさせ、後日に飛ひ燕えんの騎士を奪い取ると仰おつしやっていたはずですが……」

　主の方を向き、ひどく極きまり悪げにフィーネは言った。

　するとヴァレリアは「ふむ」と口の端はしを上げ、

「ああ、そうだ。確かに妾はそう言ったぞ、ルウよ」

　困こん惑わく顔をしながらもフィーネは「はい」と頷うなずく。どうやらヴァレリアはフィーネのことをセカンドネームで『ルウ』と呼んでいるらしい。

「気が変わったのだ」

「気が変わったですって？」

「そうだ、飛燕の騎士よ。これをきっかけにしてな」

　ヴァレリアは首に巻いているクラヴァットを指で示した。

「妾はよくこうして首輪を隠かくす。そんな時、凡ぼん庸ような看守ならば何も思わん。一方、やや知に長たけた看守は牽けん制せいだと気づき、ムッとする。妾は試ためしたのだ。ではハイレインはどう出るか、とな。すると──」

　ヴァレリアは椅子から立ち上がり、その際に踵かかとで椅子の脚をカツンッと蹴けった。

　それはリオンがキリカに送った合図と同様の仕草だった。

「──奴やつは即そく座ざに臨戦態勢に入った。そうだな？」

　キリカは思わず押し黙だまる。二人の合図をヴァレリアは看破していたのだ。

　ドレスの袖そでを振り上げ、ヴァレリアは熱っぽく拳こぶしを握にぎり締めた。

「その瞬間、妾は直感した。この男は──正面から敵にした方が面おも白しろい！」

　胸を張って言い切るヴァレリア。するとフィーネがひっそりと頭を抱かかえた。

「……ああ、なるほど。いつもの悪あく癖へきが出たのですね……」

「なんだ、ルウ。不服か？」

「我が主に不服などございません。もう諦あきらめています」

「ならば良い！」

　自信たっぷりに頷き、ヴァレリアは再び椅子にどかっと座った。

「リオン・ハイレイン。奴は切れ者だ。判断の速度、思い切りの良さ、機を狙ねらう忍にん耐たい。そこらの看守なんぞ比ひ較かくにならん。実際、妾が口火を切らなければ、あの場の会合は双そう方ほうに有益なものとなっていただろう」

「そこまで分かってて喧嘩を売ってきたっていうの？　あなた、おかしいわ」

「それが妾の悪癖だ。昔から興が乗ると他ほかのことがどうでもよくなる。だがおかしいと言えば、ハイレインも相当だぞ？　奴の才知は先天的なものではなく、おそらくは強きよう靭じんな意志で築いた後天的なものだろう。何が奴をそこまで突つき動かすのか、妾は非常に興味がある」

　キリカはわずかに眉を寄せた。

　……言われてみれば、地上で初めて会った時のリオンは、今よりもう少し少年らしかった気がする。

　だが今はそんなことを考えている時ではない。キリカはキッとヴァレリアを睨んだ。

「わたしをどうする気？　リオンへの人ひと質じちにでもするつもり？」

「無論そうする。ハイレインとはギリギリの戦いを楽しみたいからな。本来、妾にはルウの他にも臣下がいるが、ハンデのためにみな刑けい務む作業に出しておいた。こちら側は妾、ルウ、ハンス。あちらはハイレイン、詐さ欺ぎ師し、シスター。３対３の戦いだ。しかし、一方で飛燕の騎き士しよ、お前自身にも用がある」

　ヴァレリアは肘ひじ掛かけにもたれ、頰ほおに手を当てた。

「お前は自分の絵画が持つ矛む盾じゆんについて思いを馳はせたことはないか？」

「わたしの絵画？　『無限煉獄』のこと？」

「そうだ。無限の煉獄という大層な名を持ちながら、お前の絵画は小さな火を出す程度の魔術でしかない。そして燃え盛る聖堂を描えがいたその絵え柄がらも、見たところお前の精神性にはまったく関かん与よしていない」

　今まで考えたこともなかったが、そう言われると確かにしっくりこない感じはする。

「むしろ絵え描かきであるハイレインが気づいていないことが妾には意外だったがな」

「……リオンはわたしの絵画になんて興味がないのよ」

　たとえばこれがレオナの絵画であれば、リオンはその矛盾とやらに気づき、徹てつ底てい的に究明したことだろう。だがあの少年は思考や興味がえらく偏かたよっている。『無限煉獄』のことなどアークドラゴンで使った時以降は考えてもいないだろう。

「ふむ、ハイレインもなかなか罪作りな男のようだな。その割にお前をなぶると聞かせた時はずいぶんな憤いきどおりを見せたものだが」

「……っ、わたしをどうするですって？」

「聞こえなかったか？　なぶると言ったのだ」

　ヴァレリアは愉しそうに目を細め、視線を横へ。

「ルウ」

「はっ」

「飛燕の騎士をもてなしてやれ。お前なりのやり方でな」

「仰おおせのままに。しかし宜よろしいのですか？　当初の目もく論ろ見みは飛燕の騎士をヴァレリア様のコレクションに加えることだったはずでは？」

「必要なことなのだ。それで壊こわれてしまう程度ならそれまでの話だ」

「御ぎよ意い」

　恭うやうやしく頷くと、フィーネは軍服の襟えりを開け、首輪と胸むな元もとの呪印を露あらわにした。そこへハンスがブレスレットを振り、首輪の封印が解かれる。

「では飛燕の騎士よ。さっきは私に大層な一いち撃げきを入れてくれたな？　そして処しよ刑けい人風ふ情ぜいとも言ってくれた」

「悪いけど、謝る気も訂てい正せいする気もさらさらないわよ？」

　キリカは唇くちびるを嚙み締めてフィーネを睨む。だが魔ま術じゆつが解放されて金色に変わっていく瞳は悠ゆう然ぜんとこちらを見み据すえ、

「構わん。代わりに大いに後こう悔かいしろ。私の魔術は──恐おそろしく陰いん惨さんだぞ？」

　元・処刑人は酷こく薄はくな笑えみを浮うかべた。







　ハンスの独どく房ぼう塔とうは地下第二層の収しゆう監かん区画にあった。

　二級看守の場合と違ちがい、一級看守は独房塔まるまる一つを与あたえられている。

　独房塔の形状は一級・二級の区別なく城の尖せん塔とうに近い。ただしところどころに建物の強度を上げるための魔術的及および機械的な補強がされている。外がい壁へきに取り付けられた魔術の水すい晶しよう球や蒸気を吐はき出す構造材がそうだ。

　リオンたちはすでにその独房塔に潜せん入にゆうし、魔術炎が照らす廊ろう下かを走っていた。

　歓かん談だん室での攻こう防ぼうの後、リオン、レオナ、アネットの三人は一いつ旦たん自分たちの独どく房ぼうに戻もどり、様々な準備を整えてハンスの独房塔にやってきた。

　最速できたつもりだが、それでも一旦独房に戻った分の遅おくれは大きい。一刻も早くキリカの下もとへいかねばならない。

「──待て、二人とも止まれ！」

　前方、廊下の両りよう端たんに甲かつ冑ちゆうを着た兵士の像が並んでいるのを見つけ、リオンは制止の声を上げた。レオナはすぐに反応したものの、アネットがすぐに止まれなかった。「あ、あららっ」と足をもつれさせて兵士の像がいるところまで進んでしまう。

　途と端たん、ブロックの一部がガコンッと下がった。

「なんの音でございますかっ？」

「罠わなだ！　下がれ、アネット！」

　リオンはアネットの腕うでを摑つかみ、自分の方へ引き寄せる。

　刹せつ那な、二十体ほど並んでいる兵士の像が一いつ斉せいに槍やりを突き出した。アネットのヴェールの端はしが穂ほ先さきに触ふれて千切れ飛ぶ。──間かん一いつ髪ぱつだった。

「お、恐ろしい罠でございますね。……ああンっ」

「驚おどろいてるわりに嬉うれしそうだぞ？」

「こ、これは魔ま王おう様に抱だき留められているからでございます。ンンっ。早く手をお離はなし下さい。さすがにキリカ様のお命が懸かかっている時に身み悶もだえるのはわたくしも良心が痛みますっ」

「ああ、そうか。悪い」

　ぱっとアネットの体を離す。と、横でレオナが笑顔を浮かべる。

「アネットさーん？」

「レオナ様っ。い、今のは不ふ可か抗こう力りよくでございましょうっ？」

　二人のやり取りを聞き流しつつ、リオンは思考する。予想はしていたが、やはり罠が仕し掛かけられていた。

　看守同士の絵画の奪うばい合いはよく起こるが、その中ちゆう核かくとなるのはやはり絵画による魔術戦である。

　独房塔で迎むかえ撃うつ場合でいえば『広いフロアなどに高位の囚しゆう人じんを待機させ、侵しん入にゆう者が現れると同時に魔術で消し飛ばす』というのが定石だ。

　つまり罠の設置というのは魔術戦の常識からかけ離れた行こう為いである。しかし、だからこそこの上なく有効だった。囚人による奇き襲しゆうのみを警けい戒かいしているような看守であれば、この罠一つで容易たやすく葬ほうむれるだろう。

　やはりヴァレリアは一ひと筋すじ縄なわではいかない相手だ。

　絵画の魔術が絶対視されているこの『天空の大だい監かん獄ごく』で、ヴァレリアは絵画の魔術を手段の一つとしか考えていない。思考の幅はばや柔じゆう軟なん性が他の看守たちとは一線を画している。

　一級看守たちが手を出せないはずだ。生半可な看守では返り討うちに遭あうだろう。

「だが引き出しの多さならこっちだって負けてない。レオナ、鞄かばんから瑪め瑙のう色の瓶びんを出してくれ」

　リオンたちはそれぞれに肩かた掛かけ式の鞄を背負っていた。罠があることを見み越こして、独房から持ってきた道具が入っている。

　レオナから瓶を受け取り、リオンはその蓋ふたを開ける。

　途端、ゴボゴボと泡あわが吹ふき出した。像の方向へ傾かたむけると、瓶の容積を遥はるかに超こえる液体が床ゆかへと流れていく。

「魔王様、この液体は一体……？」

「バブルスライムの死し骸がいに火か炎えん岩の粉末といくつかの薬草、それにアルコールを混ぜた精製液だ」

　放ほう浪ろうの旅のなかで古い遺い跡せきの内部をスケッチをする時に覚えたトラップ解除法である。

　本来は脱だつ獄ごくのために用意していたものだが、思わぬところで出番がきた。

　瑪瑙色の精製液は床一面に広がると、その一部が錆さびた褐かつ色しよくに変わっていく。

「この精製液は密度が低いところへバブルスライムの成分が浸しみ込んでいくようになっている。火炎岩の成分が残った褐色の箇か所しよ、あそこだけが他と違うブロックだ」

「つまり、そこさえ踏ふまなければ兵士は動かないってことですね」

「まあ、すごいですわ、魔王様っ」

　その後も次々に罠が出てくるが、その都度リオンが対応して切り抜ぬけた。

　何度か分かれ道やフェイクのルートもあったが、どの場合も程ほどなくして正しいルートは判明した。罠の質が違うのだ。仕掛けた人間が通ってほしくないと思っているルートは無意識的に精度が上がる。そうして導き出した結論はこうだ。

「上だ。ヴァレリアたちはこの塔とうの最上階にいる！」







「──妾わらわたちは最上階にいる。ハイレインはそう結論している頃ころだろうな」

　すべてを見み透すかした口調で言い、ヴァレリアは長い足を組み直した。

　彼女は今、優に５メートルはある巨きよ大だいな祭さい壇だんの上に設置された玉座に座っている。

　祭壇は金きん縁ぶちの柱や真しん紅くのヴェールで荘そう厳ごんに彩いろどられており、あたかも謁えつ見けんの間のように設しつらえられていた。

　ここは最上階の私室ではない。独房塔の地下である。執しつ拗ような罠でハイレインたちを最上階へと誘さそい、ヴァレリアたちは隠かくし通路から地下に移動していた。

　その空間は広大で、祭壇の周辺以外は鍾しよう乳にゆう洞どうのような岩いわ肌はだが延々と続いている。

　また周囲には瘴しよう気きと呼ばれる黒い霧きりが薄うつすらと漂ただよっていた。これは魔ま獣じゆうが放つ魔術光の残ざん滓しで、瘴気が漂う場所には高確率で魔獣の群れがいると言われている。

　つまりこの地下空間には数多くの魔獣が存在している。それもそのはず、ここは地下第三層から第四層を貫つらぬく場所──魔獣の保管庫である。

　ハンスの独房塔はちょうど魔獣の保管庫の上に位置している。ヴァレリアたちはそこへ繫つながる通路を作り、保管庫の一部を自分たちの活動拠きよ点てんに作り替かえているのだ。

「ハンス、タルトを寄よ越こせ。木き苺いちごのやつがいい」

「はい、我が主あるじ。ど、どうぞ」

　玉座の横には銀のトレイを持ったハンスが立っていた。トレイには色取り取りの焼やき菓が子しが乗っている。何なにを隠そう、ハンス一級看守の趣しゆ味みはお菓か子し作りである。

　そしてその主であるヴァレリアは大の甘党であった。

　ハンスが差し出した木苺タルトをヴァレリアは真しん剣けんな目で凝ぎよう視しする。

「これは甘いやつか？　すっごく甘いやつか？　酸すっぱいやつだったら許さんぞ？」

「……以前にレモンリキュールを隠し味あじにして額を割られましたので、心得ています」

　よしっと頷うなずき、木苺タルトを頰ほお張ばると、ヴァレリアは子供のように満面の笑みになる。

「うーっ、美味おいしいっ！　褒ほめて遣つかわすぞっ。本当にお前はそのお菓子作りの腕だけで生かしている価値がある！」

「主に出会って、芸は身を助けるという言葉の意味を嚙かみ締しめました。ええ、本当に」

　この監獄にきて早々、自分の看守が無能だと見み抜ぬいたヴァレリアは早々にハンスを串くし刺ざしにしようとした。もう少し使える看守を矢や面おもてに立てた方が便利だと考えたからだ。

　だがその直前にお菓子作りの腕が発覚し、以後こうして飼い殺しにしている。

「さて美味しいおやつで妾も大変満足のなか、そっちの様子はどうだ？　ルウ」

　清潔なテーブルナプキンでハンスに指を拭ふかせつつ、ヴァレリアは下界を見下ろした。

「はっ、すべてはヴァレリア様のお望み通りに進んでおります」

　そこにはすでに数多くの魔獣が集まっていた。奴やつらは本能的に人間を襲おそうようにできている。本来であればヴァレリアたちにも襲い掛かっているはずだった。

　だがそうはならない。この場に薔薇ばらの香こう気きに似た魔ま力りよくが満ちているからである。

　フィーネ・ルウ・ミストレイアに宿った作品番号２７５番『伯はく爵しやく夫人の薔薇園にて』。

　その『魔獣統とう率そつ』の魔術である。

　フィーネの魔術によってヴァレリアたちは魔獣の保管庫を自由に闊かつ歩ぽし、こうして活動拠点を築くことができていた。『魔獣統率』の効果範はん囲いは術者本人を中心に約20メートル。周囲に魔獣を魅み了りようする魔力を漂わせ、強制的に命令を聞かせることができる。

　魔力自体は不可視だが、きらきらと光る魔術光は見え、薔薇のような濃のう密みつな香かおりもついている。

「ご覧下さい、我が主。この通り、飛ひ燕えんの騎き士しはすでに虫の息です」

　祭壇の下、魔術光を放っているフィーネの眼前には今、飛燕の騎士──キリカ・スワロウテイルがいた。当然、手て錠じようは嵌はめたまま、丸まる腰ごしである。

　キリカの周囲には今、フィーネの操あやつる多種多様な魔獣たちが集まっていた。

　二足歩行する猪いのししのような真緑色の化け物、オーク。炎ほのおのヒレを持つ巨大なトカゲ、フレアリザード。オークよりも小こ柄がらで一層醜しゆう悪あくな顔つきのゴブリン。動物とも植物ともつかない無数の触しよく手しゆの塊かたまり、ヒドラ。

　薔薇の香りのなか、それらの魔獣がキリカを取り囲み、獰どう猛もうな嘶いななきを上げていた。

「……誰だれが虫の息ですって……？　舐なめるんじゃないわよ。わたしは、まだ……膝ひざをついてさえいないわ……わたしを倒たおしたいならこの十倍は持ってきなさい……っ！」

　キリカは強気にそう言い放つ。だがすでに満まん身しん創そう痍いだった。

　囚人服はあちこち破け、そこかしこに血が滲にじんでいる。美しかったブロンドはほつれ、泥どろを吸った汗あせで頰ほおに張りついていた。

　フィーネがけしかける魔獣たちの攻こう撃げきをキリカはギリギリで躱かわし続けている。だが限界が近い。フィーネが包囲の遥か後方から嘲あざ笑わらう。

「ずいぶんと威い勢せいがいいな。だが私が主に命じられたのはお前を倒すことではなく、お前を徹てつ底てい的になぶることだ。さあ、休んでいる暇ひまはないぞ」

　フィーネが手を振ふると、魔術光と共に香気が舞まい、オークたちが生せい殖しよく器を高々と反り返らせた。そしてキリカへと突つっ込んでくる。

「く……っ、汚きたならしいもの見せるんじゃないわよ！」

　キリカは突とつ進しんしてきた一いつ匹ぴきを右に飛んで躱し、手錠の金属部分を眼球に振り下ろす。

　グチャッと卵が潰つぶれるような音がし、オークの悲鳴が轟とどろいた。

　だがすでに次の一匹が迫せまってきている。キリカはさらに右に移動するが、そこには三匹びき目が距きよ離りを詰つめてきている。

「くっ、埒らちが明かない……っ！　──きゃあっ!?」

　三匹目の拳こぶしを背後に飛んで避よけたところで、突とつ然ぜん足を摑まれた。

　さっき目玉を潰した一匹である。丸太のような腕がキリカの足を摑み、囚人服の身が宙を舞う。細枝のように振り回され、キリカは地面に叩たたきつけられた。

「かは……っ！」

　そこに二匹ひき目の拳がきて、キリカの腹を直ちよく撃げきした。細い体が無残なまでにバウンドし、何度も地面を転がる。

　すぐに立ち上がろうとするが、ガクンッと膝が崩くずれ、キリカは大量の血を吐はいた。

「こ、このわたしがこんな雑魚ざこ共どもに……っ。宝ほう剣けんさえあれば、いえせめて剣の一ひと振ふりさえあれば……っ。ぐぅっ!?」

　別のオークがキリカの背中を踏みつけた。ミシミシッと背骨の軋きしみが聞こえる。その加重には一いつ片ぺんの容よう赦しやもなかった。「ああっ、ああああ……ッ！」とキリカの悲鳴が響ひびく。

　フィーネは軽い吐と息いきと共に肩かたを竦すくめた。

「私が見る限りそのオークは瘦やせ形だな。運がいいぞ、飛燕の騎士。おそらくそいつは大の男五人分程度の重さしかない。まだまだ耐たえられるだろ？　ああ、無理だと思ったら言うがいい。『ごめんなさい、助けて下さい、お許しを』と言ったらどけてやる」

「誰が……言うモンですか、そんなこと……っ！　くっ、ああ……ッ！」

　さらにオークの加重が増した。キリカは爪つめが割れるほど地面を抉えぐってその苦痛に耐えている。フィーネはその姿を見て、呆あきれたように言った。

「理解しがたいほどの強ごう情じようさだな。こちらもなぶれとは命じられているが、死なれては困るのだ。適度に慈じ悲ひを乞こうくらいはしてほしいのだがな？」

「……はっ、やっぱり……処しよ刑けい人はどこまでも誇ほこりのない奴らね……っ」

「なんだと？」

　血の滴したたる唇くちびるで、キリカが口の端はしをつり上げる。

「魔ま術じゆつなんてけったいな……魔王他人に与あたえられた力で、勝ち誇ってるんですもの……本当に無様で滑こつ稽けいだわ……。だからあなたは処刑人風ふ情ぜいなのよ……っ！」

「くっ、貴様……っ」

　フィーネはギリッと奥歯を嚙み、香気を一ひと際きわ強く放った。

「ならばそのけったいな力で傷物にされても、まだ同じことが言えるか!?」

　ヒドラの触手が猛もう烈れつな勢いで伸のび、キリカの四し肢しに巻きついた。踏みつけていたオークさえ触手ではね飛ばし、ヒドラの群れが前に出る。

　粘ねん性せいの触手が白い肌はだを伝い、柔やわらかな腿ももを無理やりに開かせた。

「な、何をする気!?　やめろ、やめなさい……っ！」

「はは、どうした？　声が上うわ擦ずっているぞ？　何をされるかもう察しているだろう？」

　ズウンッズウンッと岩肌の地面が揺ゆれた。体長３メートル近い筋肉質のオークである。

　まるで棍こん棒ぼうのように巨大な生殖器を目にし、キリカの口からついに「ひっ」とか細い悲鳴が洩もれた。途と端たん、フィーネは破顔する。

「はは、どうだ!?　怖こわいだろ!?　恐おそろしいだろ!?　名高き飛燕の騎士でもオークに犯おかされることには恐きよう怖ふするのだな!?」

　フィーネは薔薇の香気と共に艶つややかな黒くろ髪かみを舞わせて言った。

「いいか、飛燕の騎士。これは教育だ。騎士などという肩かた書がきは所しよ詮せん張りぼてに過ぎないと認め、処刑人であるこの私に手をついて許しを請え。そうすればオークの慰なぐさみ者にすることだけは勘かん弁べんしてやらんこともないぞ!?」

「……ハッ、お優やさしいことね。寝ね言ごとは寝ねてからいいなさいよ……っ」

「貴様、今の状じよう況きようが分かっていないのか!?」

　唇を恐怖に震ふるわせながら、それでもキリカは強気な姿勢を崩さなかった。逆に呆あつ気けに取られたのはフィーネの方である。

「よく考えてものを言え！　このままでは貴様はオークに貫かれ、この世で最も惨みじめな死を迎むかえることになるのだぞ!?」

「……まだ、そうなると決まったわけじゃないわ！」

「馬ば鹿かか、貴様!?　私があと一声かけただけでそのオークは貴様に襲い掛かかるのだぞ!?」

　フィーネは焦あせっていた。このままキリカを殺せば主の命に反してしまうことになる。だが処刑人の誇りを傷つけられた以上、後にも引けない。

　ギリッと奥歯を嚙み、フィーネはさらに香気を放った。オークが低い唸うなり声と共にゆっくりとキリカへ覆おおい被かぶさっていく。

「さあ、私に許しを請うと誓ちかえ！　一言誓えばそれでいいのだ！」

「嫌いやよ、誰が誓うもんですか……っ」

「なぜだ!?　なぜ貴様はそこまで頑かたくなになる!?」

「約束してるのよ……」

　すると、キリカは引きつる頰を意地でつり上げて笑った。

「わたしが地上で捕とらわれた時、騎士団の仲間は誰も助けにこなかった。でも、そんなわたしにリオンは言ったの」

　どこか夢みるような表情になって、彼女は言う。

「……わたしが本当に困った時は、イーゼルを蹴け倒たおしてでも助けにきてくれるって。だから、わたしもその約束を信じなくちゃ……」

「戯たわ言ごとを……っ！」

　フィーネは苦く悶もんの表情で吐き捨てた。するとその背後、玉座の方から興ざめした口調で主が言う。

「飽あきた。もう良い。ルウ、やってしまえ」

「ヴァレリア様、しかし……っ」

「これだけ追い詰めても兆きざしの一つもない。『無限煉れん獄ごく』は見込み違ちがいだったということだ。それに無残に純潔を散らした姿の方がハイレインも猛たけるであろう。命令だ。やれ」

「……か、かしこまりました。仰おおせのままに」

　これを誇りを賭かけた勝負とするなら、意地を通したキリカの勝ちだろう。だがその結果は無残なものである。フィーネはキリカの方へ目を向けると「……愚おろか者め」と呟つぶやき、手を振り下ろした。

　魔ま獣じゆうたちの咆ほう哮こうが保管庫に木こ霊だまする。何匹ものオークの腕うでが一いつ斉せいにキリカへ伸び、囚しゆう人じん服が引き裂さかれる。ほぼ裸ら身しんになった少女の前へ、あの３メートル級のオークが立った。

　キリカの体は震えていた。それでも悲鳴は上げない。

「……リ、オン…………」

　キリカへ飛び掛かるため、オークが大きく体を反らせた。

「…リオン…っ、リオン……っ！」

　すべての祈いのりを込め、声の限りにキリカは名を呼んだ。

「リオン！　妻のピンチなんだから格好つけるならここしかないわよっ！　今きてくれたら絶対メロメロになっちゃうんだから！　ねえ……リオーン──ッ！」

　その瞬しゆん間かんだった。

　岩だらけの天てん井じようを純白の閃せん光こうが貫つらぬいた。

　その光は凄すさまじい熱を持って降り注ぎ、オークの頭に直撃する。獰猛な顔面が一瞬にして消し飛んだ。

「キリカ──ッ！」

　そして一人の少年が降ってきた。

　粉々になった鍾しよう乳にゆう石せきの欠片かけらと共に落ちてきたその少年は、真っ黒な魔術光を放つ右手をオークの胸むな板いたに叩きつける。

　大たい砲ほうのような轟ごう音おんが炸さく裂れつし、オークの巨きよ体たいが爆ばく散さんした。その衝しよう撃げきは波のように拡散し、他ほかの魔獣たちをも吹ふき飛ばす。後方にいるフィーネは愕がく然ぜんとした顔で後あと退ずさり、

「ば、馬鹿な!?　貴様は……っ！」

　希望に輝かがやいた顔でキリカがその名を呼ぶ。

「リオンっ！」

　この場に現れた少年の名は、リオン・ハイレイン。

　彼は右手を一いつ閃せんし、キリカに巻き付いていたヒドラの触手を薙なぎ払はらうと、空中に投げ出されたキリカを左手で抱だき留める。そして無事を確かめるようにぎゅっと力を込め、

「すまない、遅おそくなった」

「まったくよっ。本当はすっごく怖かったんだから……っ」

　すんっとキリカはしゃくり上げる。

「でもよく間に合ったじゃないの」

「間に合わせるさ。──君との約束だからな」

　途端、キリカの瞳ひとみがじわっと潤うるんだ。

「わたしにも助けにきてくれる人がいるのね」

「当たり前だろ。妻を助けるのは夫の務めだ。で、どうだ？　俺、ちょっとは格好つけられたかな？」

「ばかっ」

　朱しゆに染まった頰を隠かくすようにキリカは思いきりリオンへ抱きついた。

「世界一、格好良いわよっ」







　四章




　リオンがキリカを抱き留めてからほぼ間を置かず、爆散させた天井から微び妙みように気の抜ぬけた悲鳴が響いてきた。

「あ～れ～……っ！」

「おっと、きたか。キリカ、ちょっとごめんな？」

「？　これ、アネットの声？」

　キリカを下ろし、リオンは頭上を見上げる。するとスリットの入った修道服をたなびかせ、肉付きのいい太ふと腿ももを露ろ出しゆつさせてアネットが落ちてきた。

　リオンは上手うまく落下の衝撃を逃にがしながら、アネットを受け止める。快感に打ち震えるアネットを下ろし、さらに落ちてきたレオナも受け止める。

　前回の脱だつ獄ごく後にひそかに何度か試ためしてみて気づいたのだが、右手の『魔王』を発動している時は身体機能が格段に強化されている。天井からの着地やアネットたちを受け止める程度は造作もなかった。

　すると魔獣たちの後方で啞あ然ぜんとしていたフィーネが、はっとした顔で手を上げた。

「魔獣共！　今すぐ奴やつらを──」

「レオナ、霧きりを」

「はい、いきますっ」

　予あらかじめ首輪の封ふう印いんを解いておいたレオナが『霧む海かいの騙だまし絵』の霧を発生させた。香こう気きを押し戻もどすように魔ま力りよくの霧が溢あふれていく。これでしばらく時間が稼かせげるはずだ。

　キリカが目を瞬またたきながら、すでに霧の立ち込めた頭上を見上げる。

「みんな、どこから落ちてきたの……？」

「この塔とうの最上階さ。キリカが塔のどこにもいないことを確かく認にんできたから、『収束する妖よう光こう』で各階をぶち抜いてきたんだ」

「む、無茶苦茶するわね……っ」

「冷静に判断した結果だよ。それに予定通りだ。最上階までいって見つからなければ、すぐに地下までぶち抜こうって最初から決めてたんだ」

　罠わなの状況からキリカが最上階に捕らわれていると判断したリオンだが、それがヴァレリアの手のひらの上である可能性も同時に考えていた。

　この独どく房ぼう塔とうが魔獣の保管庫の上に建っていることはすぐに気づいた。最上階にいなければキリカの居場所は地下しかない。そう判断し、リオンはここへ辿たどり着いた。

「アネット、キリカの治ち癒ゆを頼たのむ」

「かしこまりました。あ、キリカ様、すでに半はん裸らなので手間が省けますわね」

「え、ちょ、アネット、なんで脱ぬいでるの!?　えっ、きゃーっ!?」

　こちらもすでに首輪の封印を解いているアネットが艶っぽく修道服を脱いでキリカを押し倒たおした。「やっ、あ、ダメ……っ」と声を上げるキリカの周囲にアネットから漏もれ出した魔ま術じゆつ光が煌きらめき、だんだんと傷が塞ふさがっていく。

「うん、『虹にじを待つ裸ら婦ふ』の運用はこれで正解だな」

　敵が目の前にいる状況で『感かん応のう治癒』の魔術を使えば、どうしても無防備になる。

　よってまずはレオナの霧で身を隠し、その間にアネットが治癒を施ほどこす。

　脱獄向きではないが、戦せん闘とう時にはこのやり方である程度運用できるはずだ。

「二人ともあとは頼んだ」

　そう言ってリオンは身を翻ひるがえす。霧の目くらましはあくまで一時的なものだ。敵が対策を立てる前にこちらも打って出る必要がある。

　すると「リオンっ」とキリカに呼び止められた。キリカは半裸の胸を手で隠しつつ、全ぜん裸らのアネットが「ああ、ご無体なっ」と嘆なげくのを一いつ旦たん押し退のけ、立ち上がる。

「勝機はあるの？」

「魔獣はもともと魔ま王おうが生み出した混血種だ。俺の右手の敵じゃないさ」

「ヴァレリアは？　わたしも歓かん談だん室でやられたけど『重力制せい御ぎよ』は恐ろしく厄やつ介かいよ？」

「それも一応、対策を立ててある。ヴァレリア本人が懇こん切せつ丁てい寧ねいに『重力制御』だと説明してくれたからな」

「一応なのね？　だったらもっと勝率を上げる方法があるわ」

　キリカは胸を隠している手を恥はずかしそうに少しだけ下げた。

　そうして見えるのは、キリカに刻まれた作品番号３５７番『無限煉獄』の呪じゆ印いんである。

「わたしの絵画を描かき変えて。今ならわたし、キミに魂たましいを触さわられてもいい」

　キリカは決意を込めた瞳で見つめてくる。

　それは確かに有益な提案だった。今の『無限煉獄』は小さな火を出す程度だが、なんらかの強力な魔術に変わればヴァレリアたちに対たい抗こうする切り札になる。だが、

「それはできないんだ。不可能だと言ってもいい」

「どうしてよ？　だってレオナちゃんの時は……」

「俺は『無限煉獄』を描き変えたいと思ってない」

　作品番号６６６番『魔王』は魔王の手であるが、同時に絵描きの手だ。

　絵画を描き変える力を持っていても、リオン自身に『この絵画はこうあるべき』という理念がなければ効果はない。
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　それどころか理念なく手を入れられた絵画は駄だ作さくとなり、魔術を行使できない欠けつ陥かん品となるだろう。

　リオンは以前、囚人４０４番ジャッカルの絵画を塗ぬり潰つぶして自じ滅めつさせたことがあるが、それと同様のことになるはずだ。

「でもやってみないと分からないじゃないっ。描いてる途と中ちゆうで閃ひらめくってこともきっとあるでしょ？」

「いや、それは違うぞ」

「いいから！　わたし自身がいいって言ってるんだからいいでしょ？　失敗するかもしれなくたって構わない。強力な魔術になるようにチャチャッと描いちゃって！」

「無理だ。描きたくない絵は俺には描けない。これだけは譲ゆずれない」

　するとショックを受けたように表情が固まり、キリカの瞳にじわりと涙なみだが浮うかんだ。

「何よ、馬ば鹿かっ！　結局、キミはそうなのよねっ。わたしに結けつ婚こんしようとか言いながら、心はレオナちゃんのものなのよ！　いいわ、もう知らないっ。とっとと一人でヴァレリア倒してきなさいよ！」

「……すまん」

　なぜか喧けん嘩か別わかれのようになってしまった。おろおろしているアネットと、なんとも言えない表情をしているレオナに「あとは頼む」と言い、リオンは霧の外へ出ていく。







　その頃ころ、フィーネは白く霧の掛かかった一帯を眺ながめ、苦々しく唇くちびるを嚙かんでいた。

　ハイレインの陣じん営えいを調べた時に情報を得たが、あの霧は４８８番の詐さ欺ぎ師しの魔術だ。

　その効果は幻げん覚かくをみせることである。今、フィーネは霧の外にいるので安全だが、問題はそこではない。

　詐欺師の『霧海の騙し絵』はフィーネの『伯はく爵しやく夫人の薔薇ばら園にて』と同じく、範はん囲い型の魔術である。範囲型同士の戦いは陣じん地ちの取り合いだ。あの霧が現れたせいで、フィーネの香気が押し返されてしまった。おかげで魔ま獣じゆうたちをけしかけることができない。

　フィーネが手をこまねいていると、ふいに霧の向こうからハイレインが現れた。同時、頭上の玉座から主あるじの指示がきた。

「ルウ、奴と戦え。全力でだ。確かめたいことがある」

　その声には常ならぬ鋭するどさがあった。不思議に思いつつフィーネは「仰おおせのままに」と応こたえ、魔獣たちに命令を下す。

「奴を蹴け散ちらせ、魔獣共！」

　オークの一いつ匹ぴきがハイレインへ突つっ込んだ。そして力任せに拳こぶしを振ふり下ろす。

　並の人間ならそのままぺしゃんこになるような一いち撃げきである。しかし、ゴオッと魔術光が猛たけり、ハイレインはそれを片手で受け止めた。

　侵しん食しよくするように魔術光が閃き、オークは恐きよう怖ふするような絶ぜつ叫きようを上げて爆ばく散さん。フィーネは思わず瞠どう目もくする。

「なんだ、その右手は……っ？」

　先ほど３メートル級のオークを一撃で粉ふん砕さいしたのもあの右手だった。調べたなかにあんな右手の情報はない。

　ハイレインは策略を巡めぐらせる男なので切り札の一つや二つあっても不思議ではないが、それを差し引いてもあの右手の存在感は異様だった。

　ハイレインがこちらを見る。

「……キリカと喧嘩になった。お前らのせいだ」

「なんだと？　なんの話だ？」

「キリカは傷だらけだった。ボロボロだった。お前らがやったことだ」

　奥底に強い感情を押し込めた目がフィーネを捉とらえる。

「フィーネ・ルウ・ミストレイア──いや、囚しゆう人じん２７５番。一つだけ確認しておく。キリカに魔獣をけしかけ、あそこまで痛めつけたのはお前の意志か？　それとも主であるヴァレリアの命令か？」

「その質問になんの意味がある？」

　慎しん重ちようにフィーネは訊たずね返す。するとハイレインは血だるまになったオークの頭を無造作に踏ふみ潰した。ぐしゃっと果実のように頭が砕くだけ、威い圧あつ感かんの増した声が響ひびく。

「いいから答えろよ」

　フィーネは思わず気け圧おされそうになった。

　だがここで主の命令だと言えば、臣下としての矜きよう持じが廃すたる。

「私の意志だ。私の意志で飛ひ燕えんの騎き士しを教育してやったのだ！」

「へえ……教育、教育ね。──そうかい」

　ぼそりと呟つぶやいた、次の瞬しゆん間かんだった。右手の魔術光が業ごう火かの如ごとく燃え上がった。闇やみ色の炎ほのおが激しく猛り、そばにいた数匹ひきのヒドラがその余波だけで消し炭になる。そして、

「うおお、おおお、おおおお──ッ！」

　獣けもののような咆ほう哮こうを上げ、ハイレインが右手を大地に突き立てた。すると割れた地面の間から魔術光が錐きりのように伸のび、目の前のオークたちを一気に貫つらぬいた。分厚い胸むな板いたがバターのように吹ふき飛び、オークたちの耳みみ障ざわりな絶叫が木こ霊だまする。

　さらにハイレインが右手を一いつ閃せんすると、貫かれたオークの肉につ塊かいが吹っ飛び、ヒドラの群れを巻き込んでぐちゃぐちゃに爆散する。

「な、なんだ……？　貴様は一体何者なんだ……っ!?」

　フィーネは愕がく然ぜんと見ていることしかできない。

　すると悲鳴を上げるゴブリンの首を片手で捩ねじ切り、ハイレインがこちらに視線を向けた。完全に理性を放ほう棄きした血走った目で、

「待っていろォッ！　今からそこにいってお前の爪つめを剝はぐ！　舌を抜ぬき、瞼まぶたを縫ぬい付け、生きたまま魔獣共の餌えさにしてやる。生まれてきたことを後こう悔かいさせてやるぞッ！」

　ゾッと悪お寒かんが駆かけ抜けた。胸に生まれた恐怖を誤ご魔ま化かすようにフィーネは叫さけび返す。

「ふ、ふざけるな、やれるものならやってみろ！」

　フィーネは体力の限界ギリギリまで魔ま力りよくを絞しぼり出し、今まででもっとも濃のう密みつな香こう気きを放った。すると祭さい壇だんの背後に待機させていた魔獣が雄お々おしい咆哮で命令に応えた。

　大地を揺ゆるがして祭壇の陰かげから現れたそれは、フィーネが操あやつれる最大級の魔獣──グレイドラゴンである。

　その体長は見上げるほどに高く、全身を岩のような皮ひ膚ふが覆おおっている。世界最強の一角と言われるアークドラゴンと比べれば格は落ちるが、それでも地上の街一つを優に壊かい滅めつさせるほどのドラゴンである。

「どうだ、ハイレイン！　貴様の進しん撃げきもここまでだ！　そのちっぽけな右みぎ腕うで一つでこの巨きよ大だいなグレイドラゴンを斃たおせるならやってみせるがいい！」

「ドラゴンで俺を斃したいなら、アークドラゴンの編隊を連れてこいッ！」

　ハイレインが叫んだ次の瞬間、右手に輝かがやく光球が生まれ、目も眩くらむような妖よう光こうが発射された。

　その光は地面に転がった魔獣たちの死し骸がいを蒸発させ、グレイドラゴンへ直ちよく撃げき。

　大たい砲ほうすら弾はじくと言われた岩の肌はだを一いつ瞬しゆんで溶とかし、凄すさまじい爆ばく発はつを引き起こした。

　グレイドラゴンの喉のど元もと近くがごっそりと抉えぐれ、血の雨が降る。そのまま断だん末まつ魔まの悲鳴を上げると、グレイドラゴンはズウンッと地面へ沈しずみ、息絶えた。

　一撃である。たったの一撃でドラゴンが葬ほうむられた。

　降り注いだ血で全身を真っ赤に染めながら、フィーネは「ありえない……」と呟いた。

　ありえない。ありえない。ありえない。ありえない。あえりない。

　ドラゴンを片手で葬り去る人間がいるなんて絶対にありえない──っ！

　混乱の極きわみに達したフィーネの耳に、パシャンッという水音が届いた。

　はっとした顔でフィーネは顔を上げる。

　ハイレインが血の海を渡わたるように一歩ずつ近づいてくる。

　血走ったその目が『さあ、次はお前の番だ』と告げていた。

「あ……あ、ああ……っ」

　生まれて初めて恐怖で体が竦すくんだ。

　もはやフィーネに魔術を行使する体力は残っていない。それどころか魔獣自体この近くにいたものはハイレインに皆みな殺ごろしにされてしまった。

　フィーネは無意識に後あと退ずさっている。背中が壁かべにぶつかり振り向くと、いつの間にか玉座の祭壇まで下がってしまっていた。そして、

「さあ、辿たどり着いたぞ」

「ひぃ……っ!?」

　ハイレインがとうとう目の前にやってきた。

　宮きゆう廷てい展覧会での邂かい逅こうからこっち、フィーネは自分とハイレインは同格だと思っていた。

　だがとんでもない。こいつは化け物だ。何かとてつもない化け物だ。

　恐怖でぐしゃぐしゃになった脳のう裏りへふいに一つの単語が浮かんだ。

「ま、魔ま王おう……」

　それはほぼ無意識の呟きだった。だがそれを聞いたハイレインは、なぜか皮肉げに口の端はしをつり上げた。

　その時だ。玉座から声が響ひびいた。フィーネの主たるヴァレリアの声である。

「そう、魔王だ！」

　見上げた先、ヴァレリアが左手を振り、腕うで輪わのクリスタルから槍やりを出現させていた。

　同時、無差別に放たれた重力で地面が次々に砕けていく。

　凄まじい破は壊かいを生みながらフィーネの主は歓かん喜きの声を張り上げた。

「ハイレインよ、お前がグレイドラゴンを葬った力、それは囚人１８９番の『収束する妖よう光こう』の力だな!?　これで妾わらわは確信したぞ！　お前のその右腕は──失われし絵画、作品番号６６６番『魔王』だッ！」

　ハイレインは表情を変えなかった。だがその正面にいるフィーネは言葉を失う。

　作品番号６６６番『魔王』。

　フィーネの主たるヴァレリアはいくつかの絵画を探している。そのなかでも『魔王』は今まで実在が確かく認にんできなかった終わりにして始まりの一枚である。

『魔王』はあらゆる絵画の魔力を喰くらい、そしてあらゆる絵画を描かき変える頂点の力。

　その正体は魔王の右手そのものだという。

　フィーネがハイレインに感じた魔王という印象は、的を射ていたのだ。

「まさかお前がその右手を持っているとはな。なんという僥ぎよう倖こうか。ずっと試ためしてみたかった。妾と魔王、果たしてどちらがより強大な王の器うつわであるかをな！」

　自らの破壊によって崩くずれ始めた祭壇からヴァレリアが跳ちよう躍やくする。

「さあ、始めようぞ！　──魔王ＶＳ脱だつ獄ごく王の饗きよう宴えんだッ！」







　リオンは臨戦態勢になりながら素す早ばやく思考する。あの槍は魔ま道どう具ぐだったようだ。

　歓かん談だん室でテーブルの下から出てきた時に『いつ仕込んだのか』と思ったが、どうやら腕輪に封ふう印いんできるものらしい。

「退たい屈くつはさせてくれるなよ、ハイレイン！」

　宙を舞まったヴァレリアがさらに星ほし屑くずの光を放出する。まるで巨大な不可視の獣が迫せまりくるように次々と地面を陥かん没ぼつさせ、重力圏けんが近づいてくる。

　ヴァレリアの魔ま術じゆつも範囲型のようだ。しかし術者を中心に展開するものではなく、魔術光で区切った範囲に重力が発生している。避よけ続けるのは至難の業わざだ。

　だがすでに対策がある。リオンはそばにいたフィーネの襟えりを摑つかみ上げた。「なっ!?」と呻うめくフィーネを左手で掲かかげ、叫ぶ。

「見ろ！　そのまま魔術を撃うち続ければ、お前の部下も一いつ緒しよにぺしゃんこになるぞ!?」

　同時、右手に『収束する妖光』の光球を生み出す。人ひと質じちを盾たてにして重力を封ふうじ、安全圏から妖光で狙そ撃げきする算段である。これが最も確実な『重力制せい御ぎよ』への攻こう略りやく法だ。だが、

「構わぬ！　押し潰つぶれて共に死ねい！」

「なにっ!?」

　ヴァレリアは逡しゆん巡じゆんもせず、全力の魔術を放ってきた。リオンはとっさにフィーネを放り捨て、自らも飛び退すさる。つい一瞬までいた場所が粉々に砕けて陥没した。

　地面を転げまわったフィーネが泥どろだらけになった顔で愕然とする。

「ヴァレリア様、私もいたのにどうして……っ!?」

「お前はもういらん」

　着地したヴァレリアはそう言って、フィーネを冷たく見下ろした。

「お前は先ほどハイレインに恐きよう怖ふしたな？　竦み上がって戦う意志を失くしたな？　我が臣下に弱者はいらぬ。これ以上醜しゆう態たいを晒さらす前に塵ちりとなって消え失うせろ」

「ち、違ちがいます、我が主あるじ！　私は恐怖してなどおりません！　それに私がいなければこの保管庫の維い持じはできないはずです！」

「魔ま獣じゆう如ごとき、妾かレベッカ一人いれば事足りる。消えよ」

　ヴァレリアがフィーネへ向かって右手をかざした。だが魔術が放たれるより一瞬早く、迸ほとばしった妖光によってヴァレリアは飛び退った。

　呆あつ気けに取られた表情でフィーネがこちらを向く。

「ハイレイン、どうして……？」

「勘かん違ちがいするな。お前を助けたわけじゃない」

　短く呟き、リオンはさらに右手へ光球を生み出す。同時、舞い上がった煙けむりのなかから、無傷のヴァレリアが飛び出した。

「はっはっは、敵対した者の窮きゆう地ちを救おうとは魔王とはずいぶんとお人よしだな!?」

「ほざけ！　あっさりと仲間を切り捨てるお前の態度に虫むし唾ずが走っただけだ！」

　リオンは妖光の散さん弾だんを連射する。だがヴァレリアは空中で槍を回転させ、すべての散弾を叩たたき落とした。

「──っ!?　１００番台の魔術を弾いた!?　なんだその槍は!?」

「はっは！　驚おどろいている暇ひまはないぞ！」

　重力を制御したらしく、ヴァレリアの突とつ撃げきの速度がふいに増した。完全にタイミングを外される。

「妾の一ひと突つきを耐たえられるか、魔王！」

　交こう錯さくしながら穂ほ先さきの軌き跡せきが右腕をなぞった。途と端たん、闇色の魔術光に亀き裂れつが入り、右腕が斬きり裂さかれる。

「な──っ!?」

　激痛が走った。完全に虚きよを突つかれ、リオンは膝ひざをつく。

　斬り裂かれた右手はすぐにまた炎のように猛たけったが、明らかに魔術光の勢いが小さくなっている。

　魔王の右手にダメージを与あたえた。そんなことのできる武器があるのか、とリオンは思考し、だがすぐに答えに行き当たる。

「……その槍、『外がい殻かくの神々』の神具か！」

　ヴァレリアは「正解だ」と笑い、ヒュンッと槍で風を切った。

「我が槍の名は神しん槍そうグングニル・ツヴァイ。飛ひ燕えんの騎き士しの宝ほう剣けんと同じ、かつて『外殻の神々』が魔王を斃すために作り出した神具──星せい装そう神じん器ぎと呼ばれる神々の武器だ」

　その槍の形状は美術品のように美しく、穂と柄えの一部が宝石のように透すき通っていた。

　確かにキリカの宝剣と同じ造りである。

「……そうか。お前が脱獄王になったきっかけ──ガレク王国で犯おかした『王家にあるまじき罪』ってのは、その神槍の奪だつ取しゆだったわけだ」

「いかにも！　この神槍は兄王や姉王女にやるにはあまりに惜おしい。妾が手にしてこそ輝くというものだ」

　神々の武器の逸いつ話わは、確かな事実として世界中に知られている。

　かつて『外殻の神々』は魔王を斃すためにいくつかの武器を造った。そして魔王の百年の逃とう走そうが終わりを告げた後、その武器を各地の王族へ授さずけたのだ。

　アルヴィレウス王国ではキリカのような当代随ずい一いちの騎士に与えられるのが代々の仕し来きたりだった。一方、リオンの知る限り、ガレク王国では王家の長子が連綿と継けい承しようしていたはずだ。ヴァレリアはそれを強ごう奪だつしたのだろう。

　魔王を斃すために造られた武器ならば、右手を斬り裂けても不思議はない。

「……最悪の相あい性しようだな。とんでもない隠かくし球を持っててくれたもんだ」

「ふふ。こうして魔王相手に槍を振ふれるのだ。妾も王家の身分を捨てた甲斐かいがあったというものよ」

「喜んでるところ悪いが……こっちも負けるわけにはいかないんだ」

　リオンは歯を食いしばって立ち上がり、再び拳こぶしを握にぎり締しめた。







　その頃ころ、キリカは霧きりのなかで膝を抱かかえていた。すでに傷はアネットの魔術によって塞ふさがっている。

「キリカ様、いつまでも半はん裸らというのも良くないのでこちらをどうぞ」

　アネットが鞄かばんから服を出して渡してくれた。宮廷展覧会の時に着たドレスである。

「すぐに替えの服がご用意できなかったので、こちらになりますが……」

「ううん、ありがと。アネット」

　ドレスを受け取りつつ、キリカはまた少し落ち込んだ。

　……そういえば、せっかくドレスアップしたのにリオンは褒ほめ言葉の一つも言ってくれなかったな。

「えっと、キリカさん。元気出して下さい。リオンは絵描き馬ば鹿かだから融ゆう通ずうが利きかないだけなんです」

　レオナがなんとも気まずそうに声をかけてきた。意地を張りたくなって、キリカはなんでもないというように立ち上がる。

「わたしはただ戦力的な問題を憂うれいてただけよ。リオン一人で本当にヴァレリアに勝てるのかって」

「それなら大だい丈じよう夫ぶです。リオンは勝ちます。どう転んでも逆転する策を取ってますから」

「……？　どういうこと？」

　レオナの言葉に違い和わ感かんを覚えてキリカは眉まゆをひそめた。するとレオナは小首を傾かしげ、

「ヴァレリアの読みはリオンの上をいっています。正面からやり合ったらたぶん勝てません。だからリオンはいざとなったら上半身の損そん壊かいだけで決着がつくようにするそうです」

「上半身の損壊……？」

「そうすればアネットさんの死者蘇そ生せいが使えますから」

「ちょっと待って、それって……っ」

　ええ、とレオナは笑いながら頷うなずいた。

「リオンは一度死ぬ気です。比ひ喩ゆではなく、本当に」

　レオナの言う、リオンの策とはこうだ。

　どうしてもヴァレリアに敵かなわないと判断したら、リオンは頭部もしくは心臓を貫つらぬかれるようにしてわざと殺される。

　その後、レオナたちはヴァレリアに降こう伏ふくすることでリオンの死体を引き取る。あとはアネットが死者蘇生でリオンを生き返らせ、どうにでも奇き襲しゆうをかければいい。

　リオンを完全に殺した後ならば、ヴァレリアも隙すきを見せるはずだ。

「ね？　これならどう転んでも逆転できますよね？」

「レオナちゃん、自分が何を言ってるか分かってるの……？　あなた、本当にそれでいいの!?」

　するとレオナはもう一度、はっきりと笑え顔がおを見せた。

「もちろんですよ。リオンがそう決めたんだから、あたしは従います」

「この大馬鹿っ！」

　パアンッと乾かわいた音が響ひびいた。キリカがレオナを引っ叩いた音だ。

「そんな薄うすっぺらな笑顔、わたしにだって噓うそだって分かるわ！　なんでそんなふうに我が慢まんするの!?　どう考えたってそんなのおかしいでしょ!?　こういう時のリオンは本気で頭のネジが外れちゃうんだから、そばにいるあなたが止めなくてどうするの!?」

「……止めませんよ」

　叩かれた頰ほおを押さえ、レオナはぽつりと呟つぶやいた。そしてばっと顔を上げ、

「あたしは止めません！　意地でも言わない、間ま違ちがってるだなんて！」

「どうして!?　レオナちゃんはリオンが死んでもいいって言うの!?」

「いいわけないじゃないですか！　いくら生き返るからってリオンが死んじゃうなんて嫌いやです！　そのためにアネットさんとエッチしちゃうのだって絶対嫌！　でもあたしは身も心も噓も本当もぜんぶ捧ささげてリオンに尽つくすって決めてるの！　あの人は噓つきで狡ずる賢がしこいあたしのぜんぶを受け入れてくれた！　だからあの人がどんなに間違ってても、あたしだけはそのすべてを受け入れるんです！」

　もうレオナは笑っていなかった。涙なみだをこぼして泣いていた。

「キリカさんなんて、リオンのことなんにも分からないくせに勝手なこと言わないで！　自分だって何もできないくせに！」

「……っ」

　とっさに言い返せなかった。真実だったからだ。

　キリカは根本的なところでいつもリオンが何を考えているか分からない。なんで絵のモデルにしてくれないのかも、なぜ『無限煉れん獄ごく』を描かき直してくれないのかも、さっぱり分からない。けれどレオナはきっとリオンの深いところまで理解している。

　まるで蚊帳かやの外だ。思えばいつだってそうだった。

　キリカはアルヴィレウスの革命を阻そ止しするために地上へ戻もどろうとしている。だが本当は誰だれもが革命を望んでいるのかもしれない。知らないのは自分だけだったのかもしれない。いつだってそうだ。最後の最後で自分は何も知らず、結局何もできない。

「──道にお迷いなのですね、キリカ様。そんな時こそ修道女の出番ですわ」

　ふいに柔やわらかく声が響いた。アネットだ。

　シスターは胸の前で手を組み、静かに慈じ愛あいの笑みを浮うかべていた。

「どうぞお聞き下さい。実はわたくし、魔ま王おう様に再調教して頂いた時から考えていたことがあるのです。皆みな様さまと一いつ緒しよに脱だつ獄ごくした暁あかつきにはわたくし、地上で『魔王ハイレイン教』を立ち上げようと思うのです！」

　唐とう突とつ過ぎてワケが分からなかった。

「……は？　ま、魔王ハイレイン……え？」

「略して魔王教でございます！　教義もすでに考えておりまして、そのなかの一つにこんなものがございます。良いですか？」

　するとアネットは厳おごそかな表情を浮かべ、

「汝なんじ、右の頰を打たれたならば──」

　なんとも運動神経のなさそうな感じでぐっと拳を握った。

「──左の頰をぶん殴なぐっちゃえっ♪」

「えっと……？」

　キリカは反応に困る。するとアネットは打って変わって静かに目を伏ふせた。

「レオナ様とわたくしは魔王様に心しん酔すいしております。だからあの方の為なさることに異を唱えることはできません。けれど、キリカ様は違ちがうのではありませんか？」

　そして鞄からある物が取り出される。

「キリカ様は間違ってると思ったら魔王様もぶん殴れちゃうお方です。ですから、さあこれを」

　差し出されたのは一ひと振ふりの剣けん。それを目にした瞬しゆん間かん、ドクンッと胸が脈打った。

　──ああ、そうだ。その通りだ。

「わたしは騎士。助けてもらって、こうして隠れたままなんてガラじゃなかったわ」

　いつもリオンが何を考えているのか分からない。でも分からないことは恥はじではない。

　本当の恥は、騎士がこうして迷った挙げ句、戦場に出ることすらしないことだ。

　彼は今、一人で戦っている。一人で戦っているがゆえ、間違った選せん択たくをしようとしている。ならば騎士である自分がやるべきことは、彼の間違いを正し、共に戦うことだ。

　──こんなところで拗すねたりしている場合じゃない！

　アネットから剣を受け取り、一息に鞘さやから引き抜ぬく。鋭するどく閃ひらめいた銀光が迷いを完全に断ち切った。

　純白のドレスに袖そでを通し、ブロンドの髪かみをかき上げると、キリカは吹ふっ切れた顔で振り返る。

「リオンの左の頰を思いきりぶん殴ってくるわ。何を考えてるのかなんて知らないけど、リオンが間違ってるのは確かなことだもの。文句はないわね、レオナちゃん？　あなたがあなたの道をいくように、わたしはわたしの道をいく！」

「はァ……、なんとかできるって言うなら、そうして下さい。リオンが死なずにいてくれるなら……あたしだってそれが一番良いんですから」

「んっ、了りよう解かいよ。それじゃあ、飛燕の騎士キリカ・スワロウテイル──出しゆつ陣じんするわ！」

　一いつ切さいの迷いなく真っ直すぐにキリカは霧の外へと飛び出した。

　それを見送るレオナの横で、アネットが眉を寄せる。

「レオナ様、なんだか浮かないお顔でございますね」

「ええ、この先どうなるかが簡単に想像できちゃったので……」

　キリカの去った方を見つめ、レオナは呟く。

「王都に住んでた人なら誰だって知ってます。キリカさん……飛燕の騎士は、戦場で幾いく多たの奇き跡せきを起こした大騎士です。こんな監かん獄ごくに堕おとされさえしなければ、歴史に名を残すほどの人なんです。あの人が本気になったら、きっと剣一本で大たい抵ていのことはどうにかしちゃいます。たぶんそういう星の下に生まれた人なんです……」

「それでしたら……」

「ええ、キリカさんならなんとかしてくれるかもしれません。でも……」

　レオナは泣きそうな顔で、きっと自分だけが気づいていることを口にする。

「リオン・ハイレインという絵描きの魂たましいを満たすことができるのはあたしです。でもリオン・ハイレインという男の子が恋こいに落ちるのは、きっとキリカさんなんです──」







　崩くずれかけた祭さい壇だんに一ひと際きわ巨きよ大だいな亀き裂れつが生じていた。何本もの柱が折れ、亀裂の中心となっている場所には壁かべに叩たたきつけられたリオンがいる。すでに満まん身しん創そう痍いの有様だった。

「く……っ」

　ほとんど歯が立たなかった。重力によって容易に近づくことはできず、こちらの妖よう光こうは神しん槍そうによって弾はじかれてしまう。魔ま術じゆつか神槍のどちらかならばまだ対処できたが、その二つを組み合わせたヴァレリアの攻こう防ぼうには隙がなかった。やはりやるしかない。

　……当初の予定通り、ヴァレリアに俺を殺させる。

　神槍で頭か心臓を貫かれるのが一番良い。重力で肉にく片へんにされたらさすがにアネットも蘇生できないはずだ。

　そう考え、リオンの見上げる先、勝利を確信したヴァレリアが近づいてきていた。

「良き闘とう争そうであった。感謝するぞ、ハイレイン。妾わらわこそが魔王を超こえる王の器うつわなのだとこれで証明された」

「……お前の勝ちだ。好きにしろよ」

「うむ、そうさせてもらう。安心せよ、お前の臣下たちもすぐに後を追わせてやる」

「……なんだと？」

　がばっとリオンは顔を上げた。

「レオナたちは関係ない！　俺が死んだら降伏するように言ってある！　だからレオナたちは見み逃のがせ！　いや見逃してくれ！」

　最悪、自分が蘇生されずに野の晒ざらしになったっていい。

　だがレオナたちまで死ぬのは絶対に御ご免めんだ。だがヴァレリアは事も無げに言った。

「臣下とは王と共に逝ゆくものだ。これが妾からのせめてもの情けよ」

「馬ば鹿かな!?　レオナたちをお前の陣じん営えいに組み込もうとは思わないのか!?　絵画が増えれば戦術の幅はばが広がる！　魔ま力りよく抽ちゆう出しゆつの量だって増えるんだ！　それぐらい分かるだろ!?」

「ふっ、お前は今さらこの監獄の常識で妾を測ろうというのか？」

「……っ」

　神槍が無む慈じ悲ひに宙を走った。その穂ほ先さきは真っ直ぐにリオンの心臓へ。だが、

　……駄だ目めだ！　ここで死ぬわけにはいかない！

　リオンは渾こん身しんの力で左手を突つき出した。穂先が手のひらを貫かん通つうし、焼けるような痛みが脳のう髄ずいを叩く。穂先はそれでも突き進み、胸を抉えぐった。だが左手を盾たてにしたおかげでギリギリ心臓までは達しない。

「ほう？　今際いまわの際でまだ足あ搔がく気になったか？」

　言葉を返す余よ裕ゆうはなかった。リオンは歯を食いしばって神槍に貫つらぬかれている左手を滑すべらせ、ヴァレリアの腕うでを摑つかむ。

「む？」

　同時に右手に光球を生み出す。残っている１８９番の魔ま力りよくをすべて注ぎ込み、出現したのは最大級の光球である。それは小型の恒こう星せいのように眩まばゆく輝かがやき、保管庫を照らしだした。

「残りの魔力すべてを込めた光球だ。この距きよ離りならアークドラゴンだって塵ちり一つ残らない威い力りよくになる。ヴァレリア、お前にはここで一緒に死んでもらう……っ！」

「なんだと……!?」

　初めてヴァレリアの顔に焦あせりが浮かんだ。

「ハイレイン、お前まさか自じ爆ばくする気か!?」

「他ほかにお前を仕留める方法がないからな……っ！」

　リオンは１８９番の魔力だけではなく、右手の『魔王』の魔力も光球へ加えていく。

　蘇そ生せいのことはすでに諦あきらめていた。おそらくヴァレリアは防ぼう御ぎよに関してもなんらかの切り札を持っているはずだ。それを押し切るには二人一緒に消し炭になるほどの威力がいる。

　リオンはもしも自分が脱獄計画の途と中ちゆうで命を落としても、レオナたちが監獄内で安全に生きていけるように予防線を張ってある。囚しゆう人じんを慰なぐさみ者にしない良識派の二級看守へレオナたちが自動的に譲じよう渡とされるよう以前から手続きを済ませてある。

　だがそれが無事に履り行こうされるためには、レオナたちがこの保管庫から生き延びなくてはならない。だからここで確実にヴァレリアの息の根を止める。この命を懸かけて。

「馬鹿な！　王が臣下のために命を捨てるなど愚ぐ行こうにもほどがあるぞ!?」

　ヴァレリアが神槍を引き抜こうと柄つかを捩ねじる。だがリオンはあらん限りの力を込めてそれを阻はばんだ。左手はもうぐちゃぐちゃだ。だがそんなのもうどうでもいい。

　ヴァレリアは魔術は使おうとしない。一か八ばちかの賭かけだったが正解だったようだ。

　こちらが完全に密着してしまえば、おそらく重力は術者も巻き込んでしまうのだ。

「解げせん！　なぜそこまでする!?　一体どこにそこまでする理由がある!?」

　ヴァレリアの問いにリオンは思わず吐と息いきをこぼした。あまりにも愚ぐ問もんだったからだ。

「──俺にはさ、ずっと絵を描くことしかなかったんだ」

　光球の作り出した明暗が深く二人の間に影かげを落とした。

「幼い頃ころから多くの土地を放ほう浪ろうした。様々な経験をして、たくさんの人たちに出で逢あった。それでも……俺には絵を描かくことしかなかった」

　それを間ま違ちがいだと思ったことは一度もない。絵を描くこと自体がすでに生きる意味だったから。

　寝ね付つけない夜、意味もなく自分の最さい期ごを想像してみることがある。

　たとえば魔ま獣じゆうに襲おそわれて、あるいは遺い跡せきの罠わなにかかって、もしくはどこかの戦乱に巻き込まれて。

　そうして死んでいく自分は、いつ想像しても──笑っていた。

　このまま誰だれにも絵を認められなかったとしても、最期に死にゆく自分は笑っている。

　一生絵を描き続けて生きたのだからどんな結果であれ本ほん望もうだ、と。

　リオン・ハイレインとはそういう人間だった。

　そんな人間だったからこそ絵を描くこと以外に何もなかった。

　──でも。

「この監獄でレオナに出逢った。彼女はこんな俺を理解し、信じてくれた」

　巨大化した光球が凝ぎよう縮しゆくされていく。死をもたらすための密度を上げるように。

「キリカに出逢った。彼女はこんな俺のワガママを聞いて、共に監獄に戻もどってくれた」

　光球が凄すさまじい紫し電でんを帯びる。すべてを無に帰す準備が整ったと言うように。

「アネットに出逢った。彼女はこんな俺へ祈いのりを捧ささげ、慕したってくれた」

　相変わらずリオンの人生は絵を描くことばっかりだ。

　でもこうして死に瀕ひんした今、リオンは笑っていなかった。

　笑うどころか──悔くやしかった。

　こうして死んでいくことがなぜだか叫さけびだしたいほど悔しかった。

　でもこれはきっと良いことだ。笑って死んでいく自分よりも、死にたくないと悔しがっている自分の方が好きだと思えた。

　だって絵を描くこと以外の何かが心のなかにある。そんなこと地上にいた頃には考えたこともなかった。

　嬉うれしかった。自分でも驚おどろくくらい嬉しかった。最高の気分だ。悔しくて悔しくて仕方ないのに、最高の気分だ。

　これはきっとレオナのおかげだ。キリカのおかげだ。アネットのおかげだ。

「だから！」

　右みぎ腕うでが天高く突き出される。命を熱とし、目の前の敵を引き裂さかんとするように。

「彼女たちを守れるッ！　命を捨てる理由なんてそれ一つで十分だッ！」

　光球が妖よう光こうへと姿を変え、かつてない輝きを放った。

　アークドラゴンを撃うち墜おとした時よりもずっと強く、禍まが々まがしい光。

　ヴァレリアが「愚おろか者めぇっ！」と叫んだ。だがもはや勝敗は決した。

　そうしてリオン自身をも焼き尽つくす灼しやく熱ねつの光が解き放たれようとした、その刹せつ那な。

「リオン──ッ！」

　深く立ち込めた霧きりのなかから──白いドレスをまとった騎き士しが飛び出した。







　霧のなかから現れた彼女を見て、リオンは目を見開く。

「キリカ!?」

　なぜ、と問いかける間もなく、キリカは風のように瓦が礫れきの山を駆かけ抜ぬけた。

　その前方にふいに十数匹ひきのオークが現れる。おそらく戦いの音に引き寄せられてきたのだろう。しかし、

「邪じや魔まっ！」

　剣けんが疾しつ風ぷうの如ごとく閃ひらめき、オークの群れは瞬しゆん時じにバラバラの肉につ塊かいに変わった。

「くっ、飛ひ燕えんの騎士か!?　おのれ……ッ！」

　ヴァレリアの表情が今までとは別種の焦りを帯びた。槍と魔術はリオンが封ふうじている。がら空きの背中に斬きりつけられれば、防ぐ手立てはない。

　キリカは倒たおれた柱を蹴けり上げて跳ちよう躍やくし、一いつ瞬しゆんにしてリオンたちのもとへ辿たどり着く。

　そして剣とは逆の手を握にぎり締しめると、見事な角度で殴なぐり飛ばした。──リオンを。

「とりゃあ！」

「ふぐあっ!?」

「んん!?」

　妖光があらぬ方向へ消し飛び、手が槍からすっぽ抜け、冗じよう談だんのようにリオンは吹ふっ飛んだ。一方、ヴァレリアは目を点にして固まった。

　そんな両者の間にキリカはスタッと着地。

「よし、綺き麗れいに決まったわ！」

　満足げにガッツポーズするキリカ。ヴァレリアはしばし呆ぼう然ぜんとしていたが、やがて納なつ得とくのいく解かい釈しやくが思い浮うかんだのか、ぽんっと手を打った。

「飛燕の騎士よ、これはつまり妾の陣営に寝ね返がえりたいという意思表示か？　まあ、それほどまで願うのならばコレクションに加えてやらんことも──」

「うるっさいわね、黙だまってなさい！　ばーか！」

　てくてくと寄ってきたヴァレリアのクラヴァットを摑み上げ、キリカは一いつ喝かつ。

　脱だつ獄ごく王は怒おこるどころか「ば、ばか？　生まれて初めて言われたぞ……」と目を瞬またたいて思考停止。殴られたリオンはワケが分からず、地面からがばっと体を起こす。

「な、なんなんだ一体……!?」

「なんなんだじゃないわよ！」

　見上げると、キリカが仁に王おう立ちになっていた。そのまま指を突きつけられる。

「レオナちゃんから聞いたわよ！　いっぺん死んで隙すきを突こうって何よその作戦！　馬鹿じゃないの!?　どういう神経してたらそういう発想になるワケ!?」

「ばっ、キリカ!?　もう使わないが敵の前で策をバラすなんて──」

「いや、妾は気づいていたぞ？　だからお前の臣下も全員始末しようとしたのだ。そもそもローレライの花をくれてやったのは誰だと思っている？　あれはお前の切り札を『虹にじを待つ裸ら婦ふ』に限定するためのものだ」

「な……っ!?」

　リオンはヴァレリアの方を見て絶句した。だがキリカに襟えりを摑まれ、視線を無理やり引き戻される。

「こっち向きなさい！　アネットの死者蘇生のことだけじゃないわ！　キミ今、わたしが割って入らなかったら自爆しようとしてたでしょ!?　あれってもうアネットでも治せないレベルよね!?　どういうこと!?」

「や、それは仕方ないんだ」

「仕方ないなんて理由でキミは死ぬの!?　わたしたちを馬ば鹿かにするのもいい加減にしなさい！」

「ば、馬鹿になんてしてないぞ」

「してるわよ！」

　あー、もうっ、とキリカは頭をかきむしる。

「分かった。今、分かった。なんでレオナちゃんがあんなにキミのこと理解できるのか、分かっちゃったわよ。つまり根本的なところが似てるのね、キミたちは！」

「だからなんの話をしてるんだ？」

「キミの自己犠ぎ牲せいが行き過ぎるって話！」

　思わず虚きよを突かれた。するとキリカはもう一度指を突きつけ、はっきりと断言する。

「キミ、自分がいなくてもみんな幸せになると思ってるでしょ!?　だから追い詰つめられるとすぐ自分を犠牲にしようとするんだわ。言っとくけどね、それ完全に間違いだから！」

　指先は拳こぶしになり、ドンッと胸を叩たたかれる。そして、生まれて初めての言葉がきた。




「キミがいなきゃわたしたちは幸せになれないの！」




　ガツンッと殴られたような気がした。どう受け止めていいかも分からなかった。そんなリオンの胸をキリカは何度も叩く。まるで刻みつけようとするかのように。

「キミは朴ぼく念ねん仁じんだから言ってもすぐには分からないでしょうけど、よく覚えときなさい！　何かを捨ててでも守るなんて本当は一つも偉えらくないのよ!?　こういう時、キミは命とか絵とか右手とか色んなものを捨ててわたしたちを守ろうとするけど、そんなの誰も望んでないんだから！」

　そしてキリカは重く息を吐はいて、リオンの胸に額を当てる。

「わたしもね、地上にいる時、多くの部下を犠牲にしたわ。魔獣から王都を守るためにたくさんの命を礎いしずえにした。それはあの時必要なことだったし、彼らのことは心から誇ほこりに思ってる。──でもね」

　キリカは顔を上げた。そして真っ直すぐな瞳ひとみで断言する。

「今この瞬しゆん間かんからもう誰も犠牲になんてさせない！　だからキミもわたしと同じように生きなさい！」

「俺も……？」

「そうよ。これからは何一つ犠牲にすることなく勝ちなさい。わたしたちのことはもちろんキミ自身でさえも。これから先、ずっとよ。キミの右手も！　左手も！　下手へたくそな絵も！　その命も！　何一つ欠けることなく、キミはキミのすべてを守ったまま当然の如く勝ちなさい！」

「待ってくれっ。そんなこと不可能だ！　この監かん獄ごくは甘くない。みんなのことは絶対に守る！　でも俺自身も何一つ犠牲にせずなんてできるわけがない。ヴァレリア一人相手にしたって命を捨てて勝てるかどうかなんだぞ!?　なのにこの監獄で一体どうやって勝ち続けろって言うんだ!?」

　するとキリカは一転してびっくりするくらいあっけらかんと言った。

「うん、それはキミが考えて」

「ちょ……っ、無茶言わないでくれよ!?」

「無茶じゃないわ、できるわよ」

「なんで言い切れる!?」

「そんなの決まってるじゃない」

　唐とう突とつにふわりと体を離はなすと、キリカは笑った。ブロンドの髪かみを揺ゆらし、純白のドレスをなびかせ、まるでそれが誇りだと言うように胸に手を当てて、




「だってキミはこのわたし──キリカ・スワロウテイルの夫になる男なんだから」




「……っ」

　今度こそリオンは完全に言葉を失った。思わず魅み入いってしまったのだ。

　風に舞まうブロンドの髪、たなびく純白のドレス、それらに反して握られている抜き身の剣。辺りには戦いの余波で魔ま術じゆつ光が舞っており、彼女はまるで星の海にいるようだった。

　その姿はまるで完成された一枚の絵画のようで──。

　ふいにリオンは嵐あらしのように気づいた。

　なぜ自分はあれほどキリカを描えがきたくなかったのか。

「そうか、すでに君は……どんな絵画よりも美しいんだ」

　キリカ以上に美しい絵画なんて誰にも描けない。

　その気づきはリオン・ハイレインという絵え描かきにとっての完全敗北だった。けれど悔しくはない。それよりも心が震ふるえた。絵画よりも美しい存在がこの世にはいるのだと。
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　こんな女性は世界中見み渡わたしたってきっと彼女しかいない。

「……キリカがいてくれたら、もう絵を描くことすら必要なくなるのかもな」

　苦く笑しようした。そして想像する。絵がなくなった後の自分の心に何が残るのかと。

　それはとても温かいものだった。まるで生まれ落ちた瞬間に浴びた朝あさ陽ひのようにどこまでも柔やわらかく温かいものだった。そう気づいた瞬間、唇くちびるは自然に言葉を紡つむいだ。

「キリカ、俺は──君が好きだ」

　まるで年相応の少年のように、リオンは告白する。

「絵描きとしてではなく、一人の男として、君のことが好きだ」

　キリカは驚おどろいたように目を丸くする。だが直後に腰こしに手を当て、不敵に笑った。

「言っとくけど、監獄なんかで式を挙げる気はないんだからね？　本当にわたしを妻に迎むかえられるかどうかは、キミのその手に懸かかってると思いなさい。全力で生きて、全力で勝ちなさい。わたしはこの世界で一番の高たか嶺ねの花なんだから、格好良いだけの男じゃ手に入れられないわよ？」

　そしてその手が差し伸のべられる。

「お返事は無事に脱獄できたらしてあげる。どう？」

「ああ、上等だ」

　頷うなずき、そしてリオンは目を細めた。

「やってやるさ。君のためなら何一つ犠牲にせずやり遂とげてやる」

　そしてリオンは差し出されたキリカの手に触ふれた。──その瞬間だ。

　突とつ如じよキリカの呪じゆ印いんが輝かがやきだした。封ふう印いん状態だった首輪が勝手に開き、魔術光がゴオッと溢あふれ出して空中で絵画に変わる。

　二人が呆あつ気けに取られるなか、離れた場所にいるヴァレリアが声を上げた。

「これは……『無限煉れん獄ごく』の覚かく醒せい。はは、なんと！　『無限煉獄』の鍵かぎは恐きよう怖ふや苦痛ではなく、魔ま王おうの恋こい心ごころであったのか！」

　空中に描かれたのは、燃え上がる聖堂の絵。

　だがその魔術光の一部がふいに解けていく。構図が変わり、絵え柄がらが変化し、絵画は新たな姿をここに現す。その意味に気づいたリオンは愕がく然ぜんとした。これは──。

「『隠かくし絵』か!?」

　絵を塗ぬり潰つぶし、その上に絵を描く技法がある。それは隠し絵と呼ばれ、一枚の絵のなかに新たな解釈や隠れた意味を付加する描き方だ。

　今、リオンたちの目の前で聖堂の絵が消え、その下から新たな絵が現れる。

『魔王の絵画』の隠し絵。その存在を知っていたらしいヴァレリアが興奮気味に声を上げた。

「一体何を意図して魔王がそんな描き方をしたのか今となっては分からぬが、一部の『魔王の絵画』には隠し絵になっているものがある。それらの隠し絵はきっかけを与あたえられることで目覚め、隠されていた真の魔術を発揮するのだ。そして妾わらわの推測した通り、矛む盾じゆんをはらんでいた『無限煉獄』もまたそうした隠し絵の絵画だったということだ！」

　そう言われ、リオンも初めて『無限煉獄』の矛盾に気づいた。煉獄という名を与えられながら小さな火しか出せない魔術。キリカという少女の精神性にまったく沿っていない聖堂のモチーフ。

　それらの不合理を消し飛ばすように古い絵が弾はじけ、新たな『無限煉獄』が現れた。

　──それは天を駆かけ抜ぬける、白き雷いかずちの絵。

　聖堂や教会や城を遥はるかに見下ろし、それらの権けん威いも届かぬ大空で、雷が自由に閃ひらめいている。まさしく何者にも囚とらわれず我が道をゆく、キリカの絵だった。

「そっか……レオナちゃんやアネットもこういう気持ちだったのね。確かにこの絵画はわたしの魂たましいだって思う」

　キリカがそう呟つぶやくと、白き雷の絵が薬指に集つどい、指輪に変わった。

　途と端たん、その全身に電光が迸ほとばしり、キリカは雷をまとう。

　純白のドレスに雷が舞い、光を照り返す剣けんが美しく冴さえ渡わたる。

　その姿はまるで天空の女め神がみのようだ。雷と共に剣を振ふりながら、キリカが微笑ほほえむ。

「まったく困ったものね？　絵画もリオンもわたしへのラブコールが遅おそいのよ」

　困ったものだはこちらこそだ、とリオンは頭をかいた。

「まさか俺が描き変えるまでもなく、自力で新たな魔術を獲かく得とくするなんて……さすがキリカだ」

「あら、惚ほれ直した？」

「絶賛惚れ直し中だ。そのドレスも剣も雷もぜんぶ良く似合ってる。すごく綺き麗れいだ」

　するとほんの一いつ瞬しゆん目を丸くし、キリカはとてもくすぐったそうに笑った。

　そして二人は並び立ち、ヴァレリアと対たい峙じする。すると神しん槍そうが愉ゆ快かいそうに回転し、

「まったく。とびきりの良い女だな、ハイレイン」

「そうだろ？　どうにかして彼女を口く説どき落としたいんだ。だからお前には消し飛んでもらう」

　口元を隠し、キリカが自分の新しい魔術と神具について説明する。リオンはそれをもとに策を組み上げ、キリカへ伝えた。

「作戦会議は終わったか？　ならばかかってこい。真なる『無限煉獄』が妾の欲ほつしていたものかどうか、この目で確かめさせてもらおう！」

　星ほし屑くずの光が舞い、重力が地面を粉ふん砕さいしていく。リオンとキリカは同時に左右へ飛び出した。

「キリカ、頼たのむぞ！」

「任せてっ！」

　雷が閃き、キリカの姿がかき消えた。『無限煉獄』に隠されていた真の魔術は『雷の礼装化』。それはドレスのように雷をまとい、雷の特性と速度を体現できる。

　雷らい光こうと化したキリカは刹せつ那なでヴァレリアの横を駆け抜け、その肩かたを斬きり裂さいた。

「ほう！　これは……光の如ごとき速度だな！」

　まるで戦いを楽しむようにヴァレリアは背後へ出現したキリカへ槍を突つく。

　だがすでにその時にはキリカの姿はかき消え、ヴァレリアの脇わき腹ばらが斬り裂かれる。

「ふはは！　いいぞいいぞ、もっとこい！」

「当然よ。こんなモンじゃ終わらないわ！」

　雷光の斬撃が幾いく度どとなくヴァレリアの身を駆け抜けた。

　キリカが過ぎ去った後には摩ま擦さつによって火か炎えんが走る。何重にも駆け巡めぐるなかで、火炎の足あし跡あとは幾筋にも増えていき、やがてそれは燃え盛る業ごう火かとなった。

　終わらない雷光の斬ざん撃げきと、身を焦こがす炎ほのおの洗礼。

　だが脱だつ獄ごく王はそんな辛しん苦くのなかでさえ、哄こう笑しようを上げる。

「良い、大いに良い！　だが飛ひ燕えんの騎き士し、お前も宝ほう剣けんの適合者ならば知っていよう！　星装神器は圧あつ倒とう的な身体強化の加護をもたらす！　その斬撃だけでは妾を死に至らしめるには足りんぞ！　そして光は重力に捕とらわれる！」

　星屑の光が舞い、ヴァレリアは自分を中心に重力圏けんを一気に広げた。見る間に地面が蜘蛛くもの巣す状にひび割れていく。『重力制せい御ぎよ』の魔術。光の速度で駆け抜けるキリカも圧倒的な重力には捕つかまってしまう。これでヴァレリアには近寄れない。だが、

「こっちだ、ヴァレリア！」

　リオンは拳けん銃じゆうを抜き、ヴァレリアの上空に発はつ砲ぽうした。

　左手が崩くずれていることもあってあらぬ方向に飛んだ銃じゆう弾だんはしかし、空中で重力に捕まって急降下する。その先にいるのはヴァレリア自身である。

「ほう、そうきたか！」

　紙かみ一ひと重えでヴァレリアは銃弾を回かい避ひ。だが集中が途と切ぎれたその一瞬で魔術が解けた。

　重力が消え、ヴァレリアの注意が逸それたこの一瞬が最後のチャンスだ。

「いけ、キリカ！」

　キリカは即そく座ざに地面を蹴けり、一瞬姿を消す。

　だがその直後、ほんのわずか進んだところで雷が弾け、再び姿を現した。

「え……っ!?」

　啞あ然ぜんとするキリカ。雷の礼装化が解けていた。ヴァレリアが破顔する。

「雷とは一瞬の煌きらめきだ。どうやらその魔術は極きよく端たんに効果が短い、超ちよう短期決戦型だったと見える！　飛燕の騎士よ、強力な魔術を得て驕おごったな！　それがお前たちの敗因だ！」

　ヴァレリアは再び自分の周囲に星屑の光を煌めかせた。重力攻こう撃げきがくる。キリカにはもう避よける術すべはない。

　だがその絶体絶命の状じよう況きようでキリカはぺろりと舌を出した。両手を広げて肩を竦すくめ、

「このわたしが魔術を得て驕った？　冗じよう談だんでしょ？」

「む──っ!?」

　気づいたヴァレリアが目を見開く。キリカの両手には剣がない。

「わたしが戦いの中で信じるのは、この手で鍛きたえ抜いた剣けん技ぎと経験だけよ？」

　一いつ瞬しゆん遅おくれでヴァレリアの周囲に重力が発生。同時にヴァレリアは「しまった……っ！」と頭上を見上げた。

　そこへ一条の銀光が降り注ぐ。時間差でキリカが放り投げていた剣である。

　キリカの魔術が切れ、ヴァレリアに勝利を確信させるまでが二人の策である。

　重力の加速を得た剣は、銀の矢の如くヴァレリアの左手を引き裂いた。

　狙ねらったのは腕うで輪わのクリスタル。

「わたしも宝剣の担にない手だったから知ってるわよ？　クリスタルが砕くだけると神具の加護は消える。そして自動修復が終わるまでもう使えない」

　クリスタルがひび割れ、神槍が幻まぼろしのように砕け散った。

「今よ、リオン！」

「ああ！　槍がなければこっちのものだ！」

　リオンは身体強化された脚きやく力りよくでキリカの横を一瞬で駆け抜け、ヴァレリアの正面に到とう達たつする。密着すれば重力を使えないのは証明済みだ。

　あと一いち撃げき！　そう思考したところで「甘いわッ！」とヴァレリアからの拳こぶしがきた。

　オーク以上に重い拳が腹にめり込み、「ぐ!?」とリオンはたたらを踏ふむ。

「妾のドレスはガレク王家が神槍を解かい析せきして作り上げた魔道具だ。星装神器の身体強化には及およばぬが、それに準じる程度の加護がある。どうだ、ハイレイン。真の王は肉にく弾だん戦をも笑ってこなすぞ！」

　さらに拳の連撃がリオンを襲おそった。ヴァレリアの言う通り、ドレスの加護は神槍に次ぐダメージをリオンに与える。

「諦あきらめよ！　『無限煉獄』は妾がコレクションとして共に脱獄させてやる！　お前は安心してここで朽くちるがいい！」

「そうはいくかァッ！」

　ヴァレリアの拳の間を縫ぬうように、こちらも魔王の右手で殴なぐりかかる。

「キリカは俺が必ずもう一度あの空へ連れていく！　そう約束してるんだ！」

「馬ば鹿かめ！　たとえ脱獄を成したとしても、地上でのお前たちは永久に罪人だ！　世界は執しつ拗ようにお前たちを追うだろう！　それを切り抜けるだけの力がお前にあるのか!?　妾にはある！　いいか、妾は──」

　その言葉の途と中ちゆうで、リオンはヴァレリアの拳を摑つかんだ。血ち塗まみれになった左手で押さえつける。掲かかげたのは魔王の右手。

「切り抜ける必要なんてない。この右手に宿るのは──世界を描えがき直す権利だ」

　確かな意志を込めて宣言する。

「世界が俺たちを追うのなら、その世界を征せい服ふくしてやる。俺は魔王だッ！」

　その意気や良し！　とヴァレリアが叫さけんだ。そして今度は額のティアラが輝かがやきだす。

「お前を妾の好敵手と認めよう！　だが右手の魔ま力りよくだけではこのドレスは貫つらぬけんぞ！　そして妾にはまだ切り札がある！　『収束する妖よう光こう』を使い果たしたことを後こう悔かいせよ！」

「確かに１８９番から喰くった魔力はもうない。だが──」

　リオンは不敵に口の端はしをつり上げた。

「まだ４０４番がある！」

「なにッ!?」

　突き出した手のひらに現れたのは、歪いびつな魔力の結けつ晶しよう。

　かつてジャッカルという囚しゆう人じんが宿していた作品番号４０４番『薄うす紅べにでない睡すい蓮れん』。

　その『魔力の結晶化』の魔ま術じゆつである。

　地表でジャッカルと戦った際、リオンはほんの一ひと握にぎりほどだが右手でこの結晶を飲み込んでいた。その時の魔力である。

「俺もお前を好敵手と認めるよ。魔ま王おうと脱獄王の勝負は引き分けだ。だが魔王と騎士の二人掛がかりなら──」

　一瞬早く、ティアラが光を放った。だがリオンの背後からキリカの投げた剣が矢のようにティアラへ直ちよく撃げき。衝しよう撃げきでヴァレリアは仰のけ反ぞり、ティアラの光も霞かすむ。

　その一瞬の隙すきをつき、魔力の結晶が降り注いだ。

「──勝つのは俺たちだッ！」

　結晶が炸さく裂れつした。その爆ばく発はつはドレスの加護すら消し飛ばすほどに連れん鎖さする。

　爆炎のなか敗北を悟さとったようにヴァレリアが口の端をつり上げた。

「なるほど、ルウを捨てたことが妾わらわの敗因か。孤こ高こうなる妾は魔王の絆きずなに敗北する、と。ふふ、それもまたよかろう……」

　連鎖する爆発がヴァレリアを飲み込んだ。紅ぐ蓮れんの炎は渦うずのように突き進み、後方の祭さい壇だんをも巻き込んで爆発する。すでに崩れかかっていた祭壇はそれによって完全に瓦が解かいした。

　まるでヴァレリアの王国が崩ほう壊かいするかのような光景。──二人の勝利である。







　祭壇の崩壊を最後まで見届けると、リオンはキリカへ振ふり向いた。

「犠ぎ牲せいはゼロ。お気に召めしてもらえたか？」

「左手。あとでちゃんとアネットに治ち癒ゆしてもらいなさいよ」

　槍に貫かん通つうされたリオンの手を取り、キリカがジト目で言う。リオンが気まずく明後日あさつての方を向くと、まったくもうとキリカは笑う。

「ギリギリだったけど、特別に及きゆう第だい点を上げるわよ」

「良かった。ほっとしたよ」

　リオンは胸を撫なで下ろす。だがその背後からふいに声が響ひびいた。

「いや参った参った。まさかこの妾がこうも敗れてしまうとは。褒ほめて遣つかわすぞ、ハイレイン、飛燕の騎士」

「「──ッ!?」」

　二人は同時にばっと振り返る。

　崩れた祭壇の瓦が礫れきを押し退けて、ヴァレリアが現れた。体中が黒くろ焦こげだが、意識はしっかりしているようだ。あれだけの爆発を喰らってもなお脱獄王は墜おちていなかった。

　リオンは一度は嵌はめた革かわ手て袋ぶくろに再び手を掛ける。

「結晶の威い力りよくよりドレスの加護が勝ったか」

「その通りだ。だがまあ安心しろ。さすがの妾ももう動けん。トドメを刺さすなら今しかないぞ？」

　リオンはキリカの剣けんを借りようと振り返る。しかし先にキリカが動いた。剣を鞘さやに収めたまま、軽い足取りでヴァレリアのもとまで歩いていく。

「トドメなんて刺さないわ。その代わり──」

　そしてキリカは手を差し伸のべた。

「ヴァレリア、わたしたちの仲間になりなさい」

「おい、キリカ！」

「ほう……」

　ヴァレリアは面おも白しろそうに目を細める。リオンは異を唱えようとするが、キリカは知ったこっちゃないとばかりに胸を張った。

「敗者は勝者に従うものよ？　ヴァレリアはわたしたちに敗まけた。で、リオンもわたしがいないと勝てなかった。だから二人ともわたしに従いなさい」

　ヴァレリアはくっくっと喉のどを鳴らす。

「王を従える騎き士しなど聞いたことがないぞ。だがそれはそれで面白い」

　脱だつ獄ごく王は頷うなずいた。

「良かろう。お前の言う通り、敗者は勝者に従うものだ。妾の命、好きに使うがいい」

　そしてキリカの手を摑もうとする。

　リオンは頭をかきながらその様子を眺ながめ──ふいにあることに気づき、血相を変えた。

「下がれ、キリカ！」

「えっ、何よ!?」

「ヴァレリアは自分が敗者だなんて思っていない！」

　キリカの腕うでを引っ張り、同時にリオンは周囲へ目を向ける。──いた！

　拳銃を抜ぬき、銃じゆう口こうを突つきつける。

「動くな、ハンス！　ブレスレットを一ひと振ふりでもしてみろ！　撃うち殺すぞ!?」

「ひっ!?」

　銃口の先でハンスが小さく悲鳴を上げた。ハンスは崩れた祭壇の陰かげにおり、今まさにブレスレットを振ろうとしているところだった。

　ヴァレリアが笑えみを浮うかべる。深い闇やみのような笑みを。

「よくぞ気づいた、ハイレイン。妾は今、完全に勝ちを確信していたぞ」

「キリカのおかげだ。さっきお前のクラヴァットを摑み上げていたからな。おかげで少しだけ見えたんだ」

「ふっ、なるほどな」

「ちょ、ちょっとリオンっ、どういうこと？」

「よく見るんだ、キリカ。あいつの首元を」

「首元？　……あっ！」

　キリカが驚おどろきに満ちた声を上げる。ヴァレリアの首元、クラヴァットに隠かくれていた首輪を見たのだ。その首輪の外装は開いていない。先ほどまでずっと魔術を使っていたはずなのに、首輪は今も封ふう印いん状態なのだ。

「どういうことなの……!?」

「ヴァレリアはここまで一度も魔術を使っていなかったんだ」

「なんですって……っ」

「もっと早く気づくべきだった。考えてみればここまで戦っていながら俺の右手は一度もヴァレリアの魔術を喰えなかった。キリカ、確か君は宝ほう剣けんで斬ざん撃げきを飛ばしていたよな？」

「ええ、アスカロン・ジータの固有能力で……あっ！」

「『重力制せい御ぎよ』の正体はおそらくそれだ。ヴァレリアは神しん槍そうの力を使って、あたかも重力を操あやつれるかのように見せかけていたんだ。思い返してみれば槍を手にしていない時は一度も重力を放ってない。歓かん談だん室でわざわざ説明してきたのもブラフだ。ヴァレリアの魔術はおそらく『重力制御』なんかじゃない。こいつはもっと別の魔術を隠している。戦いが最後の最後まで行き着いた時、決定的な切り札にするために。そうだな、ヴァレリア!?」

「正解だ。妾はまだ魔術を温存している」

　くっくっ、と喉を鳴らしてヴァレリアは言う。

「切り札は最後までとっておくからこそ面白い。お前の結晶のようにな。ハンスがブレスレットを振って封印を解けば、妾の魔術がお前たちを葬ほうむるだろう」

「ブレスレットを振る前に、俺がハンスを撃ち殺すさ」

「ざっと30メートルはある。さて、その拳けん銃じゆうで正確に撃ち抜ける距きよ離りか？　外せばその瞬しゆん間かんに封印が解け、妾の魔術が炸裂するぞ？」

　和解の雰ふん囲い気きは跡あと形かたもなく消え去った。代わりに生まれたのは完全な拮きつ抗こう状態。

　どちらかが動けば、次の瞬間には確実にどちらかが死ぬ。

　その沈ちん黙もくを破ったのは、フィーネの声だった。

「ハンス、ブレスレットは使うな！　ハイレインも銃じゆうを下ろせ！」

　崩くずれた祭壇の陰からフィーネが現れ、リオンとヴァレリアの間に割って入った。

　そしてヴァレリアの盾たてとなるように両手を広げる。

「我々の敗けだ、ハイレイン！　だからこの場は矛ほこを収めろ。代わりに私のことを好きにしていい。だからここは引け、引いてくれ！」

「なんだと？」

「お前たちの目的が私の絵画だということは察しがついていた。だからこの身をくれてやる。その見返りに戦いを終えてくれと言っているのだ！」

「ルウ、何を勝手なことを言っている？」

「お聞き入れ下さい、ヴァレリア様！　あなたの野望を思えば、こんなところでの小さな敗北一つ、些さ事じでしかないはずです！」

　沈黙が場を支配した。リオンとヴァレリアは無言で互たがいの動向を注視する。その間もフィーネは強い決意を込めて立っていた。

　やがて先に口を開いたのはヴァレリアの方だった。

「……ハイレイン。貴様の命が今あるのは、飛ひ燕えんの騎士の働きがあってのことだ」

「ああ、訂てい正せいする気はないし、その認にん識しきは間ま違ちがってはいない」

「一方、妾は捨てた臣下にこうして勝手な休戦を呈てい示じされる始末だ。これでは王の名折れだな」

　肩かたの力を抜く素そ振ぶりをし、ヴァレリアはため息をついた。

「──良かろう。妾の負けだ。ルウは貴様が引き取れ。それで手打ちだ」

「代わりにキリカを渡わたせと言うなら聞く気はないぞ」

「構わん。光速を体現する『無限煉れん獄ごく』は妾の計画に有益だったが、探せば代だい替たい品も見つかろう」

「そうか。それなら……いいだろう」

　リオンが頷いたのを確認し、ヴァレリアが視線で指示を送る。するとハンスはおどおどしながら祭壇の陰へ消え、どこかへ去った。看守のブレスレットが首輪を認識する外へ出たのを確認し、リオンも銃を下ろす。

「２７５番の譲じよう渡とには書類とミタマの認証が必要だな。引き取りは明朝に歓談室だ。今度は妙みような真似まねをするなよ？」

「飛燕の騎士の首輪を最初から外しておけ。あの速度は大たい概がいのことで先手を取れる」

「言われるまでもない。──いこう、キリカ」

　背後を警けい戒かいしつつ、二人はレオナたちのいる霧きりの方へ歩きだした。キリカが口を開いたのは、しばらく進んだ後である。

「リオン、本当にこれで良かったの？」

「仕方がないさ。あのまま続けていたら劣れつ勢せいなのはこっちだった」

「でも……」

「ヴァレリアの絵画は１００番台だ」

　キリカが息をのむ。リオンも考えるだけでゾッとする。

　ヴァレリアと同じ１００番台の『収束する妖よう光こう』はアークドラゴンを撃ち墜おとした。

　同じくアネットの『虹にじを待つ裸ら婦ふ』は死者すら蘇そ生せいさせる。

　そんなレベルの絵画と満まん身しん創そう痍いのこの状態でやり合って勝てる保証はさすがにない。

「ただ、２７５番があんなに必死になって割って入ってきたってことは、今のタイミングで使うにはヴァレリア自身にも相当のリスクがある魔ま術じゆつってことだとは思う。それでもさすがにやり合いたくはないけどな」

　霧が近づき、リオンは背後を振り返る。すでにヴァレリアたちの姿はなかった。

「脱獄王ヴァレリア・ガレク・ワイズシャットか……」

　強い敵を制するのは、リオンにとってそれほど難しいことではない。単純に強さを封ふう殺さつする方法ならいくらでもあるからだ。面めん倒どうなのは抜け目のない敵である。そういう輩やからは大たい抵てい、相手の裏をかく方法を心得ている。

　そして厄やつ介かいなことにヴァレリアは強い上に抜け目のない敵だった。

「……正直、二度と相手にはしたくないな」

　リオンは心の底からそう思った。







　霧のなかに入ると、レオナが感知したのか、すぐにアネットがやってきた。

　だがレオナは霧を解除した後も、なぜか距離を置いてこっちにこない。

「どうかしたのか？」

　リオンが尋たずねると、アネットが困ったような顔をする。

「いえ、霧のなかにいても、魔ま王おう様たちの声は聞こえておりましたので……」

「？」

「レオナちゃん」

　首を傾かしげるリオンの横を通り、キリカがレオナの方へいく。

　二人はしばらく無言で見つめ合っていたが、やがてレオナが口を開いた。

「ありがとうございました、キリカさん」

「……ううん、お礼を言われるようなことじゃないわ」

　するとレオナは「でもですねっ」と顔を上げた。そしていつもの調子で、

「調子に乗らないで下さいね、キリカさんっ」

「む、それはどういう意味かしら？」

「へへん、決まってるじゃないですか。ちょっとリオンといい感じになったからって、それでどうにかなるなんて思ったら大おお間ま違ちがいです。だいたいキリカさんはですね──」

　そうして何やらキリカへダメ出しを始める。

　それを見ていてリオンは『おや？』と思った。あの顔は……。

「レオナ、なんで噓うそをついてるんだ？」

　会話の内容はよく分からないが、噓をついている時の顔だった。

　だがそれを指し摘てきした途と端たん、流れるように喋しやべっていたレオナの表情が突とつ如じよ崩くずれた。

「……その、ですからキリカさんは……だから……う、う……」

　そしてまったく突とつ然ぜん、レオナは堰せきを切ったようにうわーんと泣き出した。

　得意の噓泣きではなかった。本気の大泣きである。

「初めにリオンにレッスンしたのはあたしなのにーっ！　それを横からかっさらうなんてあんまりですーっ。これからあたしがゆっくりリオンの恋こい心ごころを育てていくつもりだったのにキリカさんの泥どろ棒ぼう猫ねこーっ！」

　普ふ段だん、飄ひよう々ひようとしているレオナのまさかの大泣きにキリカとリオンはぎょっとし、動転。

「え、ええっと、ごめんなさいって言うのもなんか違ちがうしっ、どうすればいいのっ」

「どうした!?　レオナ、一体何があった!?　どこか痛いのか!?」

「あらあら、魔王様はデリカシーなしでございますね」

　するとアネットがそっと近づき、レオナの肩を抱だいた。しがみついてきたレオナを抱き留め、アネットは髪かみを撫なでてやる。

「愛とは難しいものでございますよね、レオナ様」

　アネットのおかげでレオナが落ち着いていくのが分かった。するとリオンはだんだん羨うらやましくなってくる。リオンはレオナの泣き顔が好きなのだ。

「……あのさ、アネット。その役、代わってくれないか？　俺も泣いてるレオナの髪を撫でてやりたい」

「ダメです」

　笑え顔がおできっぱり却きやつ下かされた。

「女性を泣かせるのは男性の甲斐かい性しようだと思いますが、魔王様が今のレオナ様を慰なぐさめるのは魔王ではなくクズの所業でございます。なので許可できません」

「くっ、よく分からんが響ひびきが正論っぽい……っ」

　背徳シスターは淫いん乱らんなのに節度に厳しかった。

「大だい丈じよう夫ぶでございますよ、レオナ様。魔王様の絵への情熱は業ごうの域に達していらっしゃいますから。この程度では消えません。身を以もつて経験したわたくしが保証します。おそらくまだ勝敗は決しておりません」

「えっ、そうなの!?」

　今度はキリカがなぜか物もの凄すごく焦あせった顔をする。リオンは何が何やら分からず首を傾げるばかりである。

「魔王様は本当に罪作りでございますねえ」

　そんなリオンを見て、アネットが困ったように苦く笑しようした。







　エピローグ




「譲渡を。譲渡を。完かん了りよう。しました。２７５番は。お前の物。です」

　毛玉のような混血種が可愛かわいらしく言ってテーブルの上でくるりと回った。

　監かん獄ごくの監かん視し役であるミタマだ。囚しゆう人じんの譲渡は互いにサインを入れた書類をこのミタマに読み込ませることで完了する。

　魔ま獣じゆうの保管庫での戦いから一夜明けた朝。場所は中央官舎の歓かん談だん室である。

　ヴァレリアが床ゆかに開けた大穴も修復申しん請せいを出しておいたので、すでにミタマたちによって直されている。

「こっちにこい、２７５番。鎖くさりを繫つなぐ」

　リオンがそう言うと、フィーネは黙だまってテーブルのこちら側にやってきた。

　リオンの向かいにはフィーネを連れてきたヴァレリアが座っている。休戦の意志を示してか、今回はクラヴァットを外しており、ハンスの姿もない。

　反対にリオンの後ろに立っているキリカ、レオナ、アネットは全員首輪の封ふう印いんを解いている。あちらに前科がある以上、警戒は絶対に怠おこたらない。

「最後に何か話しておくことはあるか？」

　鎖に繫いだフィーネへ、一応リオンは尋ねた。すると男装の麗れい人じんはソファーの脱だつ獄ごく王へゆっくりと頭を下げた。

「今までお世話になりました。我が主あるじ……」

「妾わらわはお前を捨てた。恨うらみならば喜んで買うが、感謝される謂いわれはない」

「ええ、そう仰おつしやると思っていました」

　今にも崩くずれそうな顔でフィーネは笑った。ヴァレリアはもうそちらを見もしなかった。

　その沈ちん黙もくを縫ぬうように、リオンは口を開く。

「ヴァレリア、話が済んだのなら俺から訊ききたいことが一つだけある」

　興味をそそられたのか、「ほう」とヴァレリアは声を上げる。

「許す。言ってみよ」

「あんたは神を信じるか？」

　途端、脱獄王は口の端はしをつり上げた。そして長い足を組み替かえる。

「今は知らんがな、妾が王女をしていた頃ころのガレクはエヴェレット教ではなく、そこから分ぶん離りしたアルベルト派だった。それを踏ふまえた上で、お前に教義の一説を教えてやろう」

　たっぷりと溜ためを置いてから、ヴァレリアは言った。

「『神はサイコロを振ふらない』」

　リオンは少しの間、その言葉の意味するところを考えた。そして言う。

「クソみたいな教義だな」

「妾もそう思う」

　間かん髪ぱつを容いれず同意がきた。そしてそれはリオンの想像通りの同意だった。

　途端、両者は意味ありげな顔で笑った。悪わる巧だくみを考えている悪党のような顔だった。

　そのままリオンはフィーネの鎖を引き、レオナたちと共に歓談室を出る。

　ヴァレリアへ挨あい拶さつのようなものはしなかった。聞くべきことは聞けたからだ。

　中央官舎の廊ろう下かを歩いていると、背後でキリカたちの喋る声が聞こえてきた。

「ねえ、アネット。わたし、さっきの神はサイコロがどうとかって話、よく分からなかったんだけど、どういうこと？」

「教義の意味はご説明できますが……。けれど魔王さ──いえリオン様が受け止められたのは字じ面づら通りの教義ではないのではないかと。レオナ様は何かお分かりになりますか？」

「あたしも意味までは分かりません。でも一つピンときました。たぶんリオンが今回あの脱獄王に接せつ触しよくした本当の目的は、２７５番さんでも魔獣の保管庫でもなく、きっと今の質問をぶつけるためだったんじゃないかと思います」

　その時にはすでにリオンは思考の海に浸つかっていた。色々と大変だったが、それに見合うだけの収しゆう穫かくを得られた。

　──なぜなら『天空の大監獄』を脱獄する上で、最大の壁かべとなる者の攻こう略りやく法を確かく認にんすることができたからだ。







　リオンたちが出ていった後も、ヴァレリアは歓談室に残っていた。

　室内にいるのはヴァレリアとテーブルの上のミタマのみ。

　だがふいにヴァレリアは口を開いた。まるで誰だれもいない背後に話しかけるように。

「そこにいるのだろう？　出てこい、『塔とうの住人』」

「あはー、バレちゃってたか」

　突然、星ほし屑くずのような光が煌きらめき、虚こ空くうから一人の少女が現れた。

　背せ丈たけの倍はある長い銀ぎん髪ぱつ。首には古い懐かい中ちゆう時計。腰こしには二本の長ちよう剣けんを差し、宙に浮ういている。

　少女の名はスピカ。監獄の中心『氷ひよう珠ずの塔』から世界のすべてを知覚する『塔の住人』である。

　スピカが現れると、テーブルの上のミタマが「スピカ様。スピカ様。いらっしゃいました。ね」と言いながらふよふよと浮き、そばへ寄っていく。

　ヴァレリアは振り向きもせずに言った。

「相変わらずの出で歯ば亀かめ趣しゆ味みか。古いにしえの英えい雄ゆうの格が知れるな」

「わ、失礼だね、神槍の少女。コレのことはともかく勇者たちのことは馬ば鹿かにしないでほしいな」

　スピカは自らのことを物のように『コレ』と言った。ふよふよと浮いているミタマが不思議そうな顔をする。

「神槍ですか？　神槍は。こいつのこと。ですか？」

「そうそう、彼女が持ってる武器のことだよ。神槍グングニル・ツヴァイ！　グングニルシリーズは後期の設計だからノウハウも確立できててね。二本目で完成したんだ。設計思想としては槍内部での陽子の生成が肝きもでさ。ほらこっちの世界って対たい称しよう性の破れの研究で散々探してた反物質の受け皿だったでしょ？　だから槍内部でほんのちょっと陽子を生成してあげれば、こっちの反陽子とぶつかって余よ剰じよう次元への歪ゆがみを構築できるわけ。それにかこつけて『重力制せい御ぎよ』とはなかなかいいブラフだったね。まあ重力が持ってるのは引力だけで斥せき力りよくは存在しないから、横方向への斥力を出した時点でバレバレなんだけど、さすがの絵え描かきの少年もそこまでは至れなかったみたいだねっ」
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「その絵描きの件だがな」

　棘とげのある口調がスピカの長講釈を遮さえぎった。

「奴やつはお前の欺ぎ瞞まんに気づいていたぞ？」

　肩かた越ごしに振り向き、ヴァレリアは嘲ちよう笑しようするような視線を向けた。

「大方、『自分は中立だ』だとか『脱獄しても構わない』だとかいうことを奴に言っていたのだろう？　まったく笑える話だ」

「えー、失礼だな。コレは本心からそう言ったんだよ？」

「馬鹿を言うな。奴が魔ま王おうの聖せい痕こんを持っていた時点で『天空の大監獄』は総力を挙げて奴を囲う。それが『外がい殻かくの神々』の意志なのだろう？　もっとも武力ではなく、甘い言葉で謀はかろうとするのがお前のイヤらしいところだ。人間の恐おそろしさをよく分かってるとも言えるがな」

「ふーん、まあいいよ。そう思いたいなら思ってればいいじゃん。でもさ？」

　スピカはどろりとした甘い蜜みつのような笑みを浮かべた。

「コレが本気になったらどうしたって君たちは逃にげられないよね？　だってコレは君たちの頭のなかまで覗のぞけちゃうんだよ？」

「『神はサイコロを振らない』」

「？　うん、振らなくても今はなんの数が出るか分かるからね？」

「ならば問う。お前はどの時点でサイコロの数を観測している？」

　ふいにスピカが目を細めた。一いつ瞬しゆんの沈黙。ヴァレリアは今この瞬間にこそスピカが自分の頭のなかを覗いているのだと知っていた。

　そして、唐とう突とつに哄こう笑しようが上がる。スピカだ。今までの可愛らしい人形のようなものから一転し、感情を爆ばく発はつさせるような笑い声をスピカは上げた。

「あはははは！　そうか、君は『隠かくれた変数』が存在するって言うんだね!?」

　宙を転がりながらスピカは何度も何度も手を叩たたいた。

　腹を抱かかえて一ひと頻しきり笑い転げると『塔の住人』は目じりの涙なみだを拭ぬぐう。

「はぁ、なるほどね。絵描きの少年も同じ答えに行き着いてるってわけか。まったく人間は面おも白しろいよ。でもさ、それならあえて言わせてもらうよ」

　ふわりと宙を舞まい、スピカは逆さまの姿勢でヴァレリアの顔を覗き込んだ。

「やれるものならやってみるといい。絵描きの少年の脱獄も、神しん槍そうの少女の証明も、すべては徒労に終わると教えてあげる」

　それからスピカはもとの笑え顔がおに戻もどり、「じゃあね、バイバイっ」と言ってミタマと共に姿を消した。あとには星屑のような光の残ざん滓しと、ヴァレリアだけが残る。

　すると脱獄王はふいに表情を崩し、優ゆう雅がに笑んだ。そこには確かな自信と余よ裕ゆうがある。

「言われるまでもない。ハイレインはどうか知らぬが妾は必ず成すぞ。我が野望──異世界への脱獄をな」







　フィーネはずっと無言を貫つらぬいていた。中央官舎を出てしばらくするとハイレインの独どく房ぼうに着いたが、その間も一度も口を開いていない。

　理由は過度な緊きん張ちようと恐きよう怖ふである。保管庫でのハイレインの魔王の如ごとき所業は今も脳のう裏りに焼き付いている。正直、昨夜も夢でうなされた。

　フィーネが『天空の大監獄』にきた時は、すでにヴァレリアがハンスを支配下においていた。よってフィーネは看守による惨むごい行いを見聞きはしていても、実は自分が体験したことは一度もない。

　しかしそれもおそらく今日までだ。あの魔王の手によってこれから地じ獄ごくの日々が始まることは容易に想像できた。覚かく悟ごはしてきたつもりだったが、それでもいざ独房の檻おりが閉じられると、フィーネは恐怖で喉のどがひりつくのを感じた。

　ハイレインの独房は、今まで暮らしていたハンスの独どく房ぼう塔とうとは比べ物にならないほど狭せま苦くるしい場所だった。一応、家具などは揃そろっているようだが、塔一つが生活空間だった以前を思えば雲うん泥でいの差である。

「ん？　フィーネ、いつまでそうして突つっ立ってるの？　鎖もつけっ放しじゃない。とっとと外しなさいって。わたし、やってあげようか？」

「さ、触さわるな、飛ひ燕えんの騎き士しっ。それくらい自分でやるっ」

「あら、そう？　じゃあここがあなたのベッドよ。私物入れはこれ。ああ、それから食器とかはここで──」

　すると飛燕の騎士は懇こん切せつ丁てい寧ねいに独房の説明を始めた。フィーネは困こん惑わくしてしまう。

「貴様、私が憎にくくはないのか……？」

「え、なんで？」

「なんでって……私はお前に魔ま獣じゆうをけしかけて、もう少しで殺すところだったのだぞ？」

「でもこうして無事に生きてるじゃない。それにもうリオンにがっつり懲こらしめられたんでしょ？」

「う……」

　思い出して顔が引きつった。すると飛燕の騎士はくすくす笑い、髪かみをかき上げる。フィーネの黒髪と対照的な美しい金色の髪だ。

「過ぎたことなんて気にしないわよ。それにこの独房にきたからにはフィーネももう仲間なんだから。力を合わせて一いつ緒しよに脱だつ獄ごくを目指すわよ？」

「貴様という奴は……」

　器うつわの違ちがいを見せられた気がした。しかしそもそもフィーネにはもう脱獄を目指す理由がない。脱獄は主あるじたるヴァレリアの目的だったからだ。

「……貴様はなぜ脱獄しようとしているのだ？」

「んー……真に正しいことをこの目で見み極きわめるため、かしらね？」

　飛燕の騎士は少し考えるような間を置き、改めて答えた。

「革命とか王国のこととか、どうもわたしは蚊帳かやの外にいたみたいだから。だからそういうのをもう一度ちゃんとこの目で確かめたいって思うの。こう戦場に殴なぐり込む感じでね？　その上でわたしはわたしが正しいと思ったことを成すのよ」

　そう言って飛燕の騎士は屈くつ託たくなく笑った。フィーネが気き後おくれしてしまうくらい真っ直すぐで自信に満ちた笑みだった。飛燕の騎士は腰に手を当ててさらに言う。

「というわけで済んだことは水に流してフィーネも協力しなさいね。心配しなくても、リオンだってもうなんとも思ってないわよ。ね？」

「ん、いや？　俺はキリカに魔獣をけしかけたことを何一つ赦してないぞ？　むしろそこらの看守なんて目じゃないほどの嗜し虐ぎやくをこれから加えていくつもりだ」

　ハイレインがさらっと言い、場の空気が凍こおりついた。

　飛燕の騎士は冗じよう談だんだと思ったのか「もう、いじわる言わないの」と軽い調子で窘たしなめる。

　だがその後ろで詐さ欺ぎ師しと修道女が『あれは本気の目だ……』という顔をしているのをフィーネは見み逃のがさなかった。

　背中に変な汗あせがどっと流れる。それでもなんとか平静を装い、

「私は覚悟を決めてきている。好きにするがいい」

「あー、いやフィーネ。その言葉は取り消した方がいいわよ？　そういうこと言うと、リオンってば本当にとんでもないことするから」

「処しよ刑けい人に二言などないっ。……だ、だが、たとえばどんなことをされるというのだ？」

　飛燕の騎士は食器棚だなの前にいた修道女と顔を見合わせた。そしてそれぞれに、

「裸はだかに剝むかれて四よつん這ばいで直腸検査されるわよ」

「裸に剝かれて磔はりつけで筆責め調教されますわ」

「──っ!?　な、なんと非道な……っ」

　ゾッとしてフィーネは後あと退ずさった。すると今度は洗せん濯たくを始めていた詐欺師が「えーとえーと、あたしは……」と考える仕草をした後、ぽんっと両手を合わせた。

「ライフルで処女を奪うばわれるかと思いきや、ドラゴンで颯さつ爽そうと降臨されますねっ」

「──っ!?　ドラゴンで処女を散らされたというのか……っ!?」

　どうやったのかもう想像もつかない。もはやオークどころの騒さわぎではなかった。発想そのものが人の道を外れている。フィーネの顔色はすでに蒼そう白はくだった。恐怖心を誤ご魔ま化かすため、ハイレインへ思わず怒ど鳴なる。

「いいか!?　この私は誇ほこりある処刑人の家系ミストレイア家の当主、フィーネ・ルウ・ミストレイアだ！　どんな責め苦も甘んじて受けるが、貴様が隙すきを見せればいつでもその首を落としてやるつもりだからな!?　覚悟しておけ！」

「──あ？」

　途と端たん、ドスの利きいた声で凄すごまれ、「ひぃっ」と反射的に悲鳴が出た。すると飛燕の騎士がハイレインにチョップを入れた。

「こら、威い圧あつしないの」

「威圧じゃない。脅おどしてるだけだ」

「変わんないじゃない」

　するとハイレインは何やら飛燕の騎士へボソボソと喋しやべりかける。
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「違うんだ、キリカ。これは２７５番が俺たちに溶とけ込めるようにしてやるための演技なんだ。俺を悪者にすることで結束力を高めようとかそういう感じのアレなんだ」

「本当？　なんか後半の説明雑じゃない？」

「本当だ。すごく本当だ。だから黙もく認にんしてくれ」

「まあそれならいいけど……」

　会話が丸聞こえだった。

　しかも背後の詐欺師と修道女が『……絶対噓うそだ』という顔をしている。

　飛燕の騎士の了りよう承しようを得たハイレインがこちらを見て、ニヤリと邪じや悪あくな笑みを浮うかべた。

　完全に獲え物ものを前にした魔王の顔だった。

「さて、それじゃあ２７５番。そうかい、お前、俺の寝ね首くびを搔かくつもりでこの独房にきたのか」

　ゴゴゴ……ッ、と異常なほどの威い圧あつ感かんでハイレインが近づいてくる。

「だったらこっちも対策を立てなきゃなァ？　そうだろ？　俺も処刑人殿どのに首を狙ねらわれてたらおちおち絵も描かけないからな？」

　フィーネは「あ、あ、あの……」と呻うめいて後退る。だがすぐに背中が独房の壁かべにぶつかった。

　フィーネを壁かべ際ぎわに追い詰つめたハイレインが顔面すれすれに拳こぶしを叩きつける。

「楽しみにしておけよ!?　寝首を搔くなんて考えられなくなるくらい毎日毎日毎日毎日毎日毎日毎日毎日毎日きちんと教育してやるぞ！」

　革かわ手て袋ぶくろから溢あふれ出した魔ま術じゆつ光が壁をドゴンッ！　と陥かん没ぼつさせた。

「お前の体にたっぷりとなァッ！」

「ひぃぃぃぃぃぃっ！」

　腰こしが抜ぬけた。フィーネは半泣きで床ゆかに崩くずれ落ちる。

　すると詐欺師が洗せん濯たく物ものを干しながら「あ。この方ヘタレですね」と呟つぶやいた。







　数日後。独房でキリカは込み上げる笑いを堪こらえていた。

「ふっふっふ……きた。ついにこの日がきたわ。とうとうやってきたのよ！」

　結局堪えきれず、いやそもそも堪えるつもりもなく、盛大に高笑いを始める。

「そう、このわたしが勝利する日！　年上のお姉さんの威い厳げんが取り戻もどされる日がとうとうやってきたのよーっ！」

　今日のキリカは午後から刑けい務む作業にいくことになっている。

　レオナとアネットは作業予定がなく、フィーネは今リオンが工場に連れていっている。

　つまりこの後、キリカの行き帰りはリオンと二人きりだ。

　保管庫での戦いの時、リオンはキリカに『好きだ』と告白した。しかもはっきり『女性として好きだ』とまで言った。責任を取るための求きゆう婚こんとはもはやレベルが違う。

　今日はそんな保管庫での告白以降、初めて二人きりになる日なのである。

　キリカの予想では、リオンはそれはもうドキドキしているに違いない。

　今いま頃ごろ、真っ赤な顔で落ち着きなくこちらへ向かっているはずだ。

「そこで颯爽とあしらう貫かん禄ろくあるわたし！　その上でちょっと小こ悪あく魔ま的なところも見せてドキドキさせちゃうわたし！　完かん璧ぺきっ、完璧だわ！」

　一人で延々と高笑いするキリカ。それをアネットとレオナが微び妙みような顔で眺ながめている。

「あのー、レオナ様、何やらキリカ様が絶好調で調子に乗ってらっしゃるようですけど、どうなのでございましょう？」

「あー、放っといていいです。あの感じは盛大に自じ爆ばくするパターンですから」

　そんな評価をされているが、キリカはまったく気づいていない。

「ふふ、ごめんね、レオナちゃんっ。申し訳ないけど、やっぱり騎士として勝負に手を抜くことはできないのっ」

「あー、まー、好きにして下さい。今のキリカさん見てたら、なんかこれ大だい丈じよう夫ぶそうだなって気がしてきました」

「さあ、早くいらっしゃい、リオン！　顔を真っ赤にしてドギマギするキミを余よ裕ゆう綽しやく々しやくなお姉さんが待って──」

「呼んだか、キリカ？」

「──いるわって、わひゃあっ!?」

　いつの間にかリオンが背後に立っていた。後ろから突とつ然ぜん声を掛かけられて、キリカは反射的に飛び退のいた。

　するとその身に異変が起きた。

　リオンが目の前にいると思った途端、なぜだか頰ほおがどんどん熱くなっていく。

　心臓はすごい勢いでドキドキし、まともに顔も見られない。

　……え？　え？　何これ？　どうしたのわたし？　一体全体どういうこと？　これじゃあわたしがトキめいちゃってるみたいじゃないっ！

「そろそろ工場に向かう時間だぞ……ってキリカ、大丈夫か？　なんか顔が赤いぞ？」

「へっ!?　赤くないっ、赤くないわよ別にっ！」

「いや確かに赤い。熱でもあるんじゃないか？　ちょっと測ってみよう」

　そう言うが早いかキリカを引き寄せると、リオンは──額と額をくっつけてきた！

「はうっ!?」

　キリカは不意打ちを食くらって硬こう直ちよくし、真っ赤な顔でぷるぷる震ふるえる。

　息も掛かるほど近くにいるリオンはそんなキリカの様子にまったく気づかず、

「んー、やっぱりちょっと熱いな。……ん？　いやあれ？　かなり熱いぞ？　っていうかどんどん熱くなってくぞ!?　キリカ、これ大丈夫か!?」

「……ち、近い」

「え？　なんだ？　大きい声で言ってくれ。よく聞こえない」

「だから近いのーっ！　近い、近い、キミが近くて、近いから熱いのですから、だから離はなれてーっ」

　しゅばっと両手を突つき出してリオンを遠ざける。するとリオンは途端に眉まゆ尻じりを下げてキリカの手を握にぎった。ビクッとさらに真っ赤になるキリカへ、リオンは真しん剣けんな顔で言う。

「その……離れろなんて言うなよ。君にそんなことを言われるのは辛つらい」

「えっ、い、いや違うのよっ。これはそういう意味じゃなくて、でもどういう意味かというとそれはそれで難しいわけで、そのあの、あわわわわっ」

　混乱してキリカの目はグルグルしてくる。

　一方、リオンはリオンで何やら勝手に語り始めた。

「実はあれからさ、なんで『無限煉れん獄ごく』が隠かくし絵になっていたのかずっと考えてたんだ。それでようやく分かった。たぶん魔ま王おうは恥はずかしかったんだ。『無限煉獄』の少女の美しさをまったく描えがけていない自分の絵が。だから適当な絵と適当な魔ま術じゆつで隠したんだ。俺も同じだからよく分かる。俺も君の美しさを描ける気がしないから。……きっと魔王にとって『無限煉獄』の少女っていうのは永遠の憧あこがれみたいなものなんだ。『無限煉獄』というタイトルは──永久に想おもい焦こがれる、って意味だったんだ」

　一枚の絵画から何百年も前の創作者へ想いを馳はせる。それはリオンにしては珍めずらしくまっとうに芸術的な話だったが──キリカの耳にはまったく入っていなかった。

　もう手を握られているだけでいっぱいいっぱいで、他ほかのことなんて入ってこない。

　だがリオンはそんな様子に気づくことなく、真剣な顔でさらに追い打ちをかける。

「返事は脱だつ獄ごくしてからでいい。でも改めて言わせてくれ。キリカ、無事に地上に戻ったら俺と結こ──」

「──っ!?　お、おお、お姉さんは負けないんだからーっ！」

　逃にげ出した。

　緊きん張ちようと混乱とドキドキとその他もろもろが限界にきて『負けない』と言いつつキリカは全速力で逃げ出した。しかも独どく房ぼうのなかならまだしも、開いていた檻おりから廊ろう下かへ飛び出した。

　一いつ瞬しゆん、リオンはぽかんとしていたが、すぐにはっとし、

「だ、脱だつ走そう!?　キリカが脱走したぁ!?」

　すると囚しゆう人じんの単独移動を感知したミタマが虚こ空くうからわらわらと出現し、「殺します。殺します。脱走者は。ぶっ殺します」と魔術の発射態勢に入る。

「おお!?　ミタマ、ちょっと待て！　っていうかキリカが待て！　おい、キリカーっ！」

　さすがのリオンも血相を変え、ミタマに攻こう撃げき停止を命じながら独房を飛び出す。

　その背中を見送りながらアネットが「あらあら」とのんびり言い、一方レオナは──。

「……ふっ、この調子なら確かにまだまだ勝ち目がありますね」

　と、キランッと目を光らせた。


〈おわり〉









　あとがき




　はじめまして、もしくはお久しぶりです。永なが菜な葉よう一いちです。

『天空監獄の魔術画廊』２巻をお手に取って頂き、ありがとうございます。




　さて、あとがきから読まれる方もいると思うので、ネタバレにならない程度にサクッと２巻の概がい要よう（＆与よ太た話ばなし）などを。

　今回は主人公たちと同じく脱だつ獄ごくを企たくらんでいる囚しゆう人じん、脱獄王が登場します。

　元・王女である傾けい国こくの美女。魔ま術じゆつと策さく謀ぼうに長たけるが、何をしでかすか分からない唯ゆい我が独どく尊そんの危険人物。そんな脱獄王を相手取り、主人公たちが選ぶのは『同盟か？　対決か？』というようなお話です。

　ちなみに今回最も気合いを入れたシーンは懲ちよう罰ばつ房ぼうでして、満を持して磔はりつけにされたシスターが修道服をビリビリに破かれて執しつ拗ような筆責め調教を──ゲフンゲフン。訂てい正せい。満を持してオークと触しよく手しゆの活かつ躍やくを真しん摯しに描えがきました。…………はっ!?　訂正になってない!?




　ではでは謝辞を。

　カレンダーがお休みの日まで原げん稿こうを見て下さる担当様。いつも本当にありがとうございます。触手は出ないと言いつつ、ひょっこり出ちゃってすみません！

　イラストの八や坂さかミナト様。徹てつ夜や明けでもう頭が回らないっという時、描いて頂いたイラストを見ていつも元気を充じゆう塡てんしてます。今後ともどうぞよろしくお願いします。

　誤字脱だつ字じのハリケーンを蹴け散ちらしてくれる校正様。毎度、すみません。今回も本当にお世話になりましたっ。

　そしてもちろん今この本を手に取って下さっているあなた様。

　おかげさまで１巻が重版になりました。この調子で３巻も出たらいいなと願って頑がん張ばりますので、またお付き合い頂けたら幸いです。

　それではまたお会いできることを祈いのりまして。


永菜葉一
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